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観光関連事業者のGoogleビジネスプロフィール利活用支援 

〜地元高校生と連携した勉強会の実施〜 

Support for Tourism-Related Businesses to 

 Utilize Google Business Profile 

〜Conducting Seminars in Cooperation with 

 Local High School Students〜 

○川地 史音
1
，堀 涼

2
, 浦田 真由

2
,

遠藤 守
2
, 安田 孝美

2

Sean KAWACHI, Ryo HORI, Mayu URATA, 

Mamoru Endo, and Takami Yasuda 

1名古屋大学 情報学部  School of Informatics, Nagoya University 

²名古屋大学 大学院情報学研究科 Graduate school of Informatics, Nagoya University 

要旨･･･観光DXを推進するうえでの課題の1つにデジタルツールの導入が挙げられる．本研究では，

観光関連事業者を対象にGoogleビジネスプロフィール(GBP)というデジタルツールの利活用勉強会

を開催し，その継続的な活用の促進を目指すとともに，勉強会が効果的か検証した．また，勉強会

にはGBPの知識を身につけた地元高校生が勉強会でサポート役として参加した．勉強会は計4回実

施し，事業者および高校生双方にアンケートを行った．その結果，GBPに対する理解度は全体的に

高く，事業者の中には複数回参加し，継続的な活用を始めた例も見られたことから，勉強会の効果

を確認することができた．一方で，高校生の勉強会における役割については課題が残った．今後は，

高校生と事業者が長期的に協力して情報発信を行う施策を実施し，効果を確認していきたい． 

キーワード 観光DX，Googleビジネスプロフィール，勉強会，高校生

１．はじめに 
現在，日本では，観光が成長戦略の柱，そして地

方創生の切り札だと言われている．観光分野におい

てはDX(デジタルトランスフォーメーション)が求め

られており，DX推進が観光地における課題の解決に

つながると考えられている．デジタルツールの導入，

データの利活用，デジタル人材の育成・活用等を行

うことで観光地の持続可能な成長が達成されると言

われている1)． 

本研究では，観光DX推進のための課題の1つであ

るデジタルツールの導入にフォーカスして，Google

ビジネスプロフィール利活用勉強会を実施する．勉

強会を通して事業者がデジタルツールを扱うノウハ

ウを身につけ，定期的な情報更新で観光客に必要な

情報を提供できることを目指す．また，勉強会を開

催するうえで地元高校生と連携し，勉強会でサポー

ト役になってもらうことで，勉強会に参加する事業

者と高校生の双方にとってどんな効果があるのかを

調査する．

２．研究の背景 
(1)観光地の情報発信について

 「観光DX推進による観光地の再生と高度化に向け

て」において，旅行者の利便性向上・周遊促進に関

する課題の一つに挙げられるのが，情報収集や予約

を行う際の利便性・満足度が低いことである．多く

の地域や事業者において，ウェブサイトやSNS等を

通じた情報発信を実施していても旅行者に見つから

ないことが多かったり，そもそもオンライン上の情

報発信ができていなかったりする．さらに，情報の

更新頻度が低いことで営業日や営業時間が変更にな

った際に，最新の情報を発信することができず，旅

行者の満足度の低下を引き起こしてしまう． 

このため，観光地の観光関連事業者には，旅行者

の求める情報を適切に発信すること，その情報を最

新の状態に保つことが求められているといえる． 

(2)Googleビジネスプロフィールの利活用

このような観光地でのニーズに応えるためには，

旅行者に広く情報を伝えられるツールを使うことが

効果的である. その一つとして，Googleビジネスプ

ロフィール(以下，GBP)が挙げられる．

GBPとは，Google検索やGoogleマップ検索の結果

画面に表示される情報・その情報を無料で管理でき

るツールである．オーナー登録をすることで自店舗
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の情報が管理できるようになる．主な機能には，基

本情報(ビジネス名・住所・営業時間など)の登録・

更新，分析情報の閲覧，メニュー作成，クチコミ・

質問への返答，投稿の作成などが挙げられ，活用す

ると店舗の情報を最新状態に保つことが可能である． 

図1 Googleビジネスプロフィールの画面 

GBPの利活用を広める取り組みは多く行われてき

た. 筆者の研究室においても，鈴木ら(2023)により

GBP利活用推進の研究がなされている2)．他にも，商

工会議所等のGBP活用セミナーや3)，事業者による

GBPの運用代行などが行われている． 

しかし，これらの勉強会やセミナーは，一度きり

の開催であることが多く，GBPの利用を始めること

ができても，その後の継続的な活用を促すことが難

しい．例えば，勉強会で学んだことを実践した際の

疑問や悩みを相談する機会がなく，活用が止まって

しまうケースが考えられる．そして，事業者による

運用代行だと，店舗の経営者や地域全体にGBPを活

用するノウハウが蓄積しないという問題点がある．  

(3)提案

本研究では，観光関連事業者の情報発信をGBPの

利活用勉強会を通じて充実させることを目的とする．

また，GBPを継続的に運用することを促進し，勉強

会がその達成に効果的であるかを検証する． 

 この目的を達成するために，勉強会を複数回開催

し，各回で事業者に個別で対応をする時間を設ける．

これにより，GBPの運用を始める前の事業者，既に

一定の運用をしている事業者のどちらにも適した情

報発信の充実を継続的に支援することを目指す． 

 次に，地元高校生との連携のもとで勉強会を開催

する．具体的には，高校生は勉強会でサポート役と

して，勉強会参加者の端末操作の援助・オーナー登

録の補助を行う．事業者は，高校生の参加によって

分からないことについて質問する機会が増える．高

校生は，GBPを用いた情報発信のノウハウを身につ

ける機会となる．それ以外にも，高校生が勉強会へ

のサポート役となることで得られる効果を調査する． 

(4)研究フィールド

今回，これまでも名古屋大学とGBPの取り組みを

行ったことのある岐阜県高山市を研究フィールドと

して勉強会を開催する． 

高山市におけるGBPを用いた情報発信の現状を把

握するために，飛騨・高山観光コンベンション協会

が実施した飲食店向けアンケートの対象となった592

店舗のGoogleビジネスプロフィールのオーナー登録

状況の調査を2024年10月1~2日に行った．結果，オー

ナー登録済みの店舗が302店舗，未登録の店舗が247

店舗，閉店等が43店舗であった．オーナー登録がで

きている店舗は半数程度にとどまっており，まだ

GBPを用いた情報発信が地域全体で行われていると

は言えないことが分かった．

 また，高山市の観光における課題として，飲食店

の閉店が早く，夕食をとれない観光客が存在する

「夕食難民」という問題がある．実際にすべての店

がすぐに閉まるわけではなく，昼と夜でにぎわう地

域が異なるが，観光客を夜にぎわっているエリアに

誘導することがうまくできていないのである．この

ような現地の課題を解決するためにも，GBPの利活

用支援は適切であるといえる． 

 加えて，令和2年の高山市人口ビジョンによると，

産業や地域の担い手の減少などにより，市内経済や

地域コミュニティの維持が難しくなることが懸念さ

れている．特に，10代後半~20代前半の若者が進学，

就職などにより市外へ転出し，その後戻ってくる者

が少ないとされている4)．そこで，本研究を通して，

地元高校生が観光関連事業者と関わり，情報発信に

ついて学ぶなかで得られる効果を調査する．  

図2 勉強会開催のイメージ 

３．勉強会実施のための準備 
(1) 高校生向けGBP勉強会の実施

事業者向けの勉強会で高校生がサポート役となる

準備をするために，高校生向けにGoogleビジネスプ

ロフィール勉強会を開催した．2024年8月30日の5,6限

の時間に，オンラインで飛騨高山高校のビジネス情

報科の生徒18人を対象に行った．

 授業内容は，GBPの概要・機能の説明，オーナー

登録の方法の紹介とディスカッションであった．デ

ィスカッションのテーマは，飲食店から外国人観光

客に向けて発信する内容と，それをGoogleビジネス

プロフィールを用いて発信する方法であった． 

(2) 高校生向けGBP勉強会の結果

GBPの名称を聞いたことがあった生徒は1人しかい

なかったが，実際の画面を見せると使ったことがあ

ると話す生徒が大半であった．授業後に生徒に実施

したアンケートでは18人中16人からの回答を得た． 
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まず，GBPに対する理解度は，5段階評価(5が高評

価)で4.06であった．また，オーナー登録の方法に対

する理解度も4.06であった．オーナー登録を行ったあ

とにGBPの情報を編集する方法については，4.18であ

った．ディスカッションでは発信したい内容として，

「投稿機能を用いた日替わりメニューの発信」「メ

ニューの写真や，多言語対応していることを伝え

る」などの意見があった．最後に，授業全体の感想

として，「将来に役立てるかもしれないと感じた」

「今回習ったことを活かせる機会があれば，使おう

と思いました」などが寄せられた．

(3)考察

アンケート結果から，GBPに関する説明への理解

を概ね得られたと示唆される．また，学んだことを

活用していきたいと答える生徒がいたことから，高

校生向け勉強会を通じて，事業者向けの勉強会での

サポート役となる準備が整ったと考えられる．

図3 高校生向けGBP勉強会の様子 

４．GBP利活用勉強会の実施 
(1)概要

2024年11月から12月にかけて4回(11月1日，11月15

日，12月6日，12月20日)，のべ15人の観光関連事業

者に対し，2時間の勉強会「Googleビジネスプロフィ

ール利活用勉強会」を開催した．会場はいずれの日

程も，高山市若者等活動事務所の村半を使用した．

高校との都合が合わなかった11月1日を除いた3回に

は，のべ13人の高校生がサポート役として参加した． 

図4 勉強会で高校生がサポートする様子 

(2)勉強会の内容

勉強会の冒頭1時間程度をGoogleマップを用いた観

光客体験とGBPの概要・活用方法の説明に使った．

観光客体験は，観光客の目線に立って情報発信につ

いて考えることが目的であり，スマートフォンを使

用するため，高校生がサポート役となった． 

 その後，30分ほどかけてGBPを外国人観光客向け

に活用する方法を紹介した．具体的には，外国語端

末での自店舗名を確認する方法等を説明した． 

 最後に，参加者のGBP運用の上での悩みや相談に

個別で対応する時間をとった．オーナー登録をして

いない事業者にはこの時間で登録の支援を行った．

この時間も，高校生が大学生と一緒にサポート役と

なり，操作の補助や質問対応を行った． 

５．GBP利活用勉強会の結果 
(1)事業者のアンケート結果

各回において，勉強会終了時に事業者向けに

Googleフォームを用いてアンケートを実施した．4つ

の日程を合わせて得られた回答の合計は14件であっ

た．勉強会参加者の年代は20代，30代が各1人ずつ，

40代，50代が各5人ずつ，60代が2人であった．また，

勉強会以前からGoogleビジネスプロフィールのオー

ナー登録をしている人は7人であった．

Googleマップで観光客体験を行った内容について

はGoogleマップの重要性を問う質問が5段階評価(5が

高評価)で4.93，自店舗のGBPを更新してみたいかと

いう質問は4.79であった． 

 次のGBPの概要・活用方法を説明するセクション

で，GBPとはなにかの理解度は4.57，GBPの機能への

理解度は4.5であった．また，紹介した4つの機能のう

ち，やりたい項目を問う質問には，最新情報の維

持・分析情報の活用・写真の追加を選択した人がそ

れぞれ12人もしくは13人いた．同じ4つの機能のうち

できそうなものを問う質問には，分析情報の活用を

答える人が6人にとどまるという結果であった．さら

に，GBPを使う上での懸念点は，7つの選択肢の中で

「質問できる人がいない」が最多の8件，次いで「時

間がない」が4件であった． 

 外国人観光客向けのGBPの活用法に関しては，

「海外の方からどう見られているかなど勉強になっ

た」や「外国人がいいなと思うポイントを知りた

い」などの意見があった．個別対応の方式や時間が

適切かを問う質問は，5段階評価(5が高評価)で4.29で，

意見・要望として「また受けたい」や「とても親切

でした」などの好意的な反応を得られた． 

 最後に，勉強会全体の感想や今後取り組みたいこ

と・要望を聞く設問には「今後も質問や困りごとに

こたえてもらえると安心」「バージョンアップが繰

り返されているので，最新情報を元にアドバイスを

続けてほしい」などの回答があった． 

また，高校生が不参加となった11月1日を除く3つ

の日程では，参加者13人に高校生のサポートについ

てアンケートをとった．高校生のサポートがよかっ

たかという設問に対して，5段階評価(5が高評価)で

4.67という回答を得られた．また，高校生にGBPを充

実させるサポートをしてほしいかという設問に対し
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て，4.33という結果であった．最後に，高校生に期待

することやしてほしいことを聞く設問に対しては

「若い感性と使用方法」「業界を理解して中期的に

アシストしてほしい」といったコメントを受けた．

(2)高校生のアンケート結果

高校生が参加した3回の勉強会において参加した生

徒のべ13人にアンケートをとった． 

 勉強会を通じて事業者の情報発信について関心が

増したか・事業者の情報発信の方法について考えて

みたいと思ったかという質問はいずれも5段階評価(5

が高評価)で3.92という結果であった．感想や事業者

の人とやってみたいことを聞く設問に対しては

「GBPの知らなかった機能や有効的に使う方法を知

ることができたのでよかったです」「今回で3度目の

参加でしたが，段々と事業者さんが求めている情報

や何をすれば解決できるかが段々とわかるようにな

ってきました」といった意見が寄せられた． 

６．考察 
(1)参加事業者の属性

参加事業者の半数は，GBPのオーナー登録を行っ

ていない状態であった．その中には，第三者がオー

ナー登録をしてしまい，自店舗のGBPを管理・活用

できないというケースも複数見られた．また，事業

者へのヒアリングを通じて，GBPの活用段階が事業

者ごとに大きく異なることも確認された．

(2)勉強会の効果

事業者向けのアンケートの結果から，GBPの概

要・活用方法に関する理解を得ることができた．ま

た，時間がないこと・質問できる人がいないことが

主な懸念点になっていることが分かり，継続的な支

援の重要性を確認した．外国語対応のセクションで

は，個別対応の時間を利用して外国語の店舗名を適

切なものに設定するなど，情報発信を充実させた参

加者も見られた．個別対応の時間には，各店舗に合

わせた情報発信の支援が行われた．参加者とのコミ

ュニケーションを通じて，個別対応に対する評価は

高く，アンケート結果からも継続的な支援を求める

回答をした事業者が一定数存在していた。GBPは機

能が多岐にわたるツールであることや，GBPの活用

段階が異なる参加者が集まったことから，個別対応

はそれぞれのニーズに応えることができる有意義な

時間であったと考えられる． 

今回，事業者の継続的なGBPの活用を目指すうえで，

勉強会が適切な手段かを検証した．GBPについての

情報を周知することができるだけでなく，店舗に合

わせた対応をすることが可能であったことから，今

回の勉強会は効果的であったと結論づけられる． 

(3)継続的な活用

本研究は，事業者のGBPの継続的な活用を促進す

ることを目的として実施した．その結果，今回の勉

強会に複数回参加した事業者が1人いた．1度目の参

加後にGBPの活用を進め，2度目の参加時にはより高

度な相談内容を持って参加をしていたため，継続的

な活用の促進が達成された事例だと考えられる．ま

た，アンケート結果から，継続的な支援を望む参加

者が一定数存在することも明らかになった。 
(4)高校生の役割

事業者からは，高校生のサポートに対して高評価

が多く，中期的なサポートを求める事業者もいた．

高校生と事業者の活発なコミュニケーションが見ら

れ，高校生が普段どのように情報を入手しているの

か質問する事業者もいた．このことから，高校生は

サポート役に加えて，事業者との交流を通じて相互

理解を深めることもできた．

高校生へのアンケートでは，事業者の情報発信へ

の興味の変化を問う質問で，比較的数値が低めであ

ったが，回を重ねるごとに数値が上がる傾向が見ら

れた．複数回参加した生徒のサポートスキルが向上

することが明らかになった一方で，事業者の質問内

容が難しい場合はサポートをするのが困難であった． 

７．おわりに 
 本研究は，観光関連事業者の情報発信をGBP利活

用勉強会を通じて充実させることが目的であった．

また，GBPの継続的な運用の促進のために，勉強会

が効果的な手法かを検証した．その結果，GBPに関

して事業者から高い理解度を得ることができ，個々

の悩みに対し高校生とともにサポートすることがで

きた．また，勉強会は高校生と事業者の交流の機会

となり，継続的な活用を促進できた事例も確認でき

た．一方で，勉強会へ複数回参加したのは1人であっ

たことや，高校生のサポートの度合いが事業者の質

問内容に左右されるという課題もあった．今後は，

高校生と特定の事業者との時間をかけた取り組みを

実施し，双方への効果を調査する予定である． 
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要旨･･･多くの自治体では地域の魅力を発信し，観光振興を図る手段としてSNSの一種である

Instagramを活用している．長期的に観光客を呼び込むためには地域全体でInstagramを活用して持続

的に地域の観光情報を発信し続けていく必要があるが，自治体職員や地域住民の人手不足やスキル

不足などの課題がある．本研究では，Instagramがより身近であると考えられる地元高校生と連携し，

高校生が撮影した動画や写真を元にInstagramの機能の一つであるリール動画の作成を行ってもらっ

た．また，地域事業者のInstagramに関する質問を受け，回答するという場を設けた．そこで，高校

生がInstagramを使って地元の魅力を発見し発信できるのか，地域事業者のInstagramの活用をサポー

トすることができるのかを検証した．その結果，高校生は地元の魅力を自ら確認，発見し，魅力を

発信できることが示唆された．また，地域事業者のInstagramに関する質問に答えることで，サポー

トすることが可能であることが示唆された． 

キーワード 自治体，高校生，観光情報，Instagram，縦型ショート動画 

 

 

 

１．はじめに 

近年，ソーシャルネットワーキングサービス（以

下，SNSとする）の利用者数は増加している．総務

省の調査によると，世界のSNS利用者数は2023年に

49億人，2028年には60億5000万人に増加すると予測

されている．また，日本では2023年には1億580万人，

2028年には1億1360万人に増加すると予測されてい

る 1． SNSの中でも主に写真や動画を共有する

Instagramは近年人気が高く，若者を中心に広く活

用されている．総務省の調査によると，年代別の利

用率では，全年代（N=1500）では56.1%だが，10代

（N=140），20代（N=217）ではどちらも70%をこえ

ており，若者の利用率が高いことが確認できる2． 

そして，近年ではInstagramが自治体の観光情報

の発信のために活用されている．Instagramは写真

や動画などを扱うSNSであり，視覚的にイメージが

伝わることからユーザに魅力をPRするのに適してい

るためだと考えられる．また，日本交通公社による

と，「国内旅行にあたり，旅行の計画を立てる際に

どのように情報収集しましたか．」という調査の結

果，10代，20代のZ世代や女性の割合が高く，若者

や女性を中心に旅行のための情報収集にSNSを活用

していることが確認できる3．  

このように，地域の観光情報の発信手段として

Instagramは適している．また，観光振興を図るた

めには自治体職員や地域住民が持続的に地域の情報

を発信し続ける必要があり，そのための体制を構築

することが求められる．しかし，自治体職員や地域

住民にはInstagramのスキルを持った人の不足やス

キル不足などの課題があり，持続的な情報発信は困

難である．そこで，本研究では比較的Instagramに

対する苦手意識が少ないと考えられ，どの地域にも

一定数存在する高校生に着目した．そして，高校生

と自治体が連携したInstagram活用を行い，持続的

な地域観光情報の発信を目指す． 

 

２．先行研究と研究目的 

 我々はこれまでに岐阜県飛騨市を対象として，

Instagram に投稿された画像を分析し，観光施策を

立案するためにどのような投稿がユーザに人気であ

るかを明らかにした．また，斎藤らは，京都観光に

おけるインスタ映えの特徴を明らかにし，

Instagram への投稿は他者の観光意欲に影響をもた

らす働きが期待できる，と述べている 4．天野らは，

京都における Instagram に投稿された写真を通した

地域活性化について考察しており，写真を意識した

観光地づくりは地域の活性化にとって有効な手段の

一つとして活用できるといえる，と指摘している 5．

このように，Instagram に投稿される写真による観

光客への影響や写真を意識した観光地づくりの有効

性などは研究されているが，写真を投稿するための

地域の体制に関する研究は事例が少ない． 
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持続的な観光情報の発信のためには，市だけではな

く，高校生や観光事業者など地域住民の協力が不可

欠であると考える．そこで，本研究では自治体と高

校生が連携した Instagram の運用体制の構築（図

1）に向けて２つの検証を行う．①高校生自身が地

域の魅力を発見し，それを発信できるのか，②高校

生が地域事業者の Instagram の運用をサポートでき

るのか，の 2 点である．これらを検証し，自治体と

高校生が連携した Instagram の活用が可能であるか

どうかを明らかにする．

図 1：体制図 

３．愛知県小牧市での取り組み 
(1)高校生まちづくりスクールミーティング

－Instagram で小牧市の魅力発信してみませんか－

の実施

 2024 年 11 月 11 日に学校法人尾関学園誉高等学

校にて高校生まちづくりスクールミーティング 

－Instagram で小牧市の魅力発信してみませんか－

を実施した．高校生 7 名が参加し，Instagram や

SNS に関する注意点，リール動画の作成のポイント

などを解説後，小牧市の魅力を発信するリール動画

を作成するグループワークを行った．事前に高校生

を 3 つのグループに分け，グループごとに撮影テー

マを決め，動画を撮影してきてもらった．テーマは，

以下の 3 つである．

① 小牧の特産品を使ったものを提供するお店

② お出かけにおすすめのスポット（アウトドア

系）

③ お出かけにおすすめのスポット（インドア系）

作成後，リール動画と場所を選んだ理由，工夫した

点を小牧市長の前で発表し，意見を得た．市長は，

「どのグループも良くできていた．今後もあまり多

くの人が知らない場所を皆さんが PR してくれると

嬉しい」と高校生のリール動画を高く評価した．そ

の 後 ， 小 牧 市 の Instagram ア カ ウ ン ト

komaki_waiwai に高校生が作成したリール動画を実

際に投稿した．

(2)結果と考察

スクールミーティング終了後，参加した高校生 7

名（未記入 2 名）にアンケート調査を実施した．高

校生には，①スクールミーティングを通して，地域

の魅力や自慢できる場所があることが分かったか②

今後，Instagram を使って地域の魅力を自ら発信し

たいか③今後，地域の新たな魅力を自ら発信したい

と思うか，について５段階で評価させた（5 が高評

価）． 

図 2：アンケート項目の人数の割合 

全ての設問の平均値が 4.0 以上と非常に高い評価を

得た．また，高校生の発表の中で「初めてリールを

作ってみてリールの魅力を知ることができた」「小

牧についてもっと知りたい」などの意見を得た． 

 この結果から，高校生自身が地域の魅力を自ら発

見し，それを Instagram を使って発信できることが

確認できた．実際にその場所に行って撮影すること

で，改めてその場所の魅力に気付いたり，他グルー

プの発表から初めて知る場所を発見するなどスクー

ルミーティングを通して高校生自身が小牧市の魅力

を感じることができた．また，リールの作成は始め

ての高校生が多かったが，ハッシュタグの付け方や

合成音声を活用するなどの工夫などが見られ，小牧

市の魅力を発信するための投稿を作成することがで

きた．実際に市長に見てもらい意見を得ることで，

高校生はさらに小牧市の魅力を実感できたのではな

いかと考えられる．

図 3：スクールミーティングの様子 

40% 60% 

20% 60% 20% 

60% 40% 
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図 4：スクールミーティングにて高校生が作成した

リール動画の一部 

 

４．岐阜県高山市での取り組み 
(1)取り組みの流れ  

 本取り組みは岐阜県立飛騨高山高等学校のビジネ

ス情報科の高校生を対象とする．地域事業者の

Instagram 運用をサポートできるのかの検証に向け

て，高校生に Instagram のスキルを身に付けてもら

うために，２回の授業を実施した．その後，

Instagram に関する質問がある事業者に対して高校

生がその質問に答えるという場を設けた． 

(2)リールを作成・投稿する会の実施 

 2024 年 11 月 14 日の 6 限と放課後の時間を使い，

「リールを作成・投稿する会」を実施した．地域事

業者の Instagram 活用例やリール動画の作成方法の

ポイントなどを解説後，リール動画を作成するグル

ープワークを実施した．ワークのテーマは，「岐阜

の良いところ」である．作成後リール動画と工夫し

た点，難しかったこと，感想を各グループの代表者

１名に発表してもらった．高校生からは，「もっと

Instagram に触れてみようと思った．」など

Instagram の活用に前向きな意見を得た．その後，

高校のアカウント hidatakayama.hs.official で高

校生が作成したリール動画を実際に投稿した． 

(3)結果と考察 

 会終了後，参加した高校生 14 名にアンケート調

査を実施した．高校生には，「リールを作成・投稿

する会を通して，地域の魅力や自慢できる場所があ

ることが分かったか」について 5 段階で評価させた

（5 が高評価）．その結果，平均値が 3.9 と高い評

価を得た．  

 この結果から，高校生は地域の魅力を自ら発見し，

発信できることが確認できた．また，リール動画作

成の際に，ハッシュタグやキャプションの工夫が見

られたことから，地域や店の情報発信のための

Instagram のスキルを身に付けることができた．  

(4)Instagram のデータの活用方法を考える会の実

施 

 2 回目の授業として，2024 年 11 月 21 日，22 日

の各６限の時間を使い，「Instagram のデータの活

用方法を考える会」を実施した．Instagram では，

プロフェッショナルダッシュボードという機能を使

うことで，「閲覧数」「インタラクション」「合計

フォロワー数」のデータを確認することができる．

そのデータの見方などの解説後，実際に高校のアカ

ウントのデータを確認し，高校のアカウントの新規

フォロワーを獲得するための施策を考えるグループ

ワークを行った．その後，グループの代表者 1 名に

施策と施策の根拠を発表してもらった．高校生は

「吹奏楽部のイベントはフォロワー以外が見ている

割合が高いから，吹奏楽部を積極的に投稿する」な

どの施策を発表した． 

(5)結果と考察 

 高校生が発表した施策はデータの傾向の発見，施

策の考案，施策の根拠の発見の全てのステップを踏

み，有効的な施策を発表することができた．この結

果から，高校生は Instagram のデータを元に，施策

を考案できることが確認できた．  

(6)高校生が地域事業者の Instagram の質問に答え

る会の実施 

 2024 年 11 月 29 日の 5,6 限に「高校生が地域事

業者の Instagram の質問に答える会」を実施した．

この会は，Instagram に関する質問がある地域事業

者が高校生に質問し，使い方などをサポートすると

いう内容で，事業者 7 名，高校生 8 名が参加した．  

(7)結果と考察 

会終了後，事業者 7 と名高校生 8 名にアンケート

調査を実施した．高校生には，①参加者の質問に答

えることができたか②今後も参加してくれる地域の

人の役に立ちたいと思うか，を 5 段階で評価させた

（5 が高評価）．事業者には，③満足度④今後も参

加したいか，を 5 段階で評価させた（5 が高評価）． 

 
図 5：設問①②の人数の割合 

 
図 6：設問③④の人数の割合 

50% 25% 25% 

37.5% 37.5% 25% 

14.3% 

14.3% 

14.3% 71.4% 

28.6% 71.4% 
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どの項目も平均値が 3.5 以上と高い評価を得ること

ができた．高校生は，①の設問に関して，「話し合

いの中で Instagram のことについて様々なことを知

ることができた」など取り組みの中で高校生にも新

たな学びがあったことが確認できた．また，②の設

問に関して，「自分の知識で地域の役に立ちたい」

など地域事業者のサポートに積極的な意見を得た． 

 事業者は，③の設問に関して，「高校生と交流し

て，若い意見を聞けて良かった」などスキルを学ぶ

だけではなく，高校生との交流や若者ならではの意

見を聞けたことに満足していることが確認できた．

また，④の設問に関して，「若い人の意見は大事だ

と思う」など高校生と交流したいと思っている事業

者が多いということが確認できた． 

 この結果から，高校生は地域事業者の Instagram

の運用をサポートできることが明らかになった．高

校生は 2 度の授業のみで事業者のサポートを行い，

事業者から高い満足度を得られたことから，高校生

のポテンシャルの高さが伺える．また，事業者はス

キルだけはなく，高校生との交流や意見を求めてお

り，高校生自身も地域の人の役に立ちたいと考えて

いることから，高校生による地域事業者の SNS 活用

のサポートは可能であると考えられる．

図 7：高校生が地域事業者の Instagram の質問に答

える会の様子 

５．考察 

 本研究では，愛知県小牧市と岐阜県高山市の高校

生との取り組みを通して，①高校生自身が地域の魅

力を発見し，それを発信できるのか②高校生が地域

事業者の Instagram の運用をサポートできるのか，

の２点を検証した．①の検証事項に関しては，愛知

県小牧市の高校生まちづくりスクールミーティング

と岐阜県高山市の「リールを作成・投稿する会」に

て検証を行い，どちらの高校生も地域の魅力的な場

所を発信・発見できることが明らかになった．どの

リール動画もキャプションに外国人向けの情報を載

せるなど投稿を魅力的にする工夫がされていた．ま

た，２つの高校で実証されたことで，横展開が可能

であることが確認できた．

②の検証事項に関しては，岐阜県高山市の「高校

生が地域事業者の Instagram の質問に答える会」に

て検証を行った．高校生は事前の２度の授業のみで，

Instagram のスキルや知識を概ね身に付けることが

でき，参加した事業者から高い満足度を得ることが

できた．このことから，高校生には地域事業者の

SNS 活用のサポートに高いポテンシャルがあること

が確認できた．また，地域事業者はスキルを学ぶだ

けでなく，高校生と交流できることに満足している

ことが明らかになった．そのため，今後も高校生が

スキル面をサポートするだけではなく，高校生なら

ではの率直な意見や実際に高校生に聞かないと分か

らない若い世代の考え方を伝えるなどの面でも事業

者をサポートすることが可能であると考える．

６．おわりに 

本 研 究で は， 自治 体と高 校 生が 連携 し た

Instagram の活用のために 2 つの検証を行い，地域

観光情報の持続的な発信に向けた高校生の

Instagram 活用のポテンシャルの高さが確認された． 

今後の展望として，引き続き高校生の Instagram

スキルの向上を図り，事業者へのサポートレベルを

高めていきたい．また，本研究では高校生と自治体

が連携した情報発信のための検証を行ったが，地域

の観光情報発信のためには市や観光協会の情報発信

も不可欠である．そのため，市や観光協会の職員の

Instagram スキル向上のための取り組みを実施し，

市や観光協会，高校生，地域住民全体が観光情報を

発信できる体制づくりに尽力したい．
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地域コミュニティの情報共有サイト利用促進を目的とした 

地域拠点施設の予約システム構築 
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要旨･･･地域の活性化に向けて地方創生や地域力向上などその地域自らが主体となって取り組むこ

とが期待されており，住民自治組織など地縁関係がある地域コミュニティに注目が集まっている．

我々は，愛知県瀬戸市と協働で地域力向上活動をICTを用いて支援しており，第2の拠点となるWeb

サイトを構築・運営するなど、様々な取り組みをしている．しかしながら，地域で活動する住民の

減少や高齢化が課題となり，十分にICT利活用ができず，業務負担が大きいことが課題となってい

る．そこで，本研究では，地域業務の一つである施設予約に注目し，施設予約システムを通じて，

地域拠点業務のICT化と住民のICT利活用促進を目指す．

キーワード 地域コミュニティ， 予約システム，地域拠点，民官学連携

１．はじめに 

地域社会においては防災や福祉，高齢者・子供の

見守り，居場所づくりなど地域として対応すべき課

題が複雑化し，対応の必要性が高まっている．それ

ら課題を解決するため，住民自治組織の形成・強化

に再び注目が集まっている．一方で地域社会におけ

るつながりの希薄化は一層高まっている．総務省の

調査[1]によれば，平成 22 年度から令和２年度まで

毎年度の自治会等の加入率を世帯単位で把握してい

る 600 市区町村における自治会等の加入率の平均

（単純平均）の推移は，平成 22 年に 78.0％であっ

たのが，令和２年では 71.7％となっており，6.3 ポ

イントの低下となっている．自治会の加入率低下や

担い手不足を引き起こす原因は地域ごとに異なるが，

共通的な要因の一つとして，単身世帯の増加や夫婦

共働きなどの生活スタイルの変化が地域コミュニテ

ィに参加する機会や時間の減少に影響していること

が考えられる．こうした生活スタイルの変化に応じ

た，地域課題を解消していくことが必要である．他

方，地域の抱える課題を解決する手段として地域活

動のICT化に対する関心が高まりつつある．例えば，

ICTを活用した地域情報発信のあり方として，各コミ

ュニティが自身のサイトやSNSを活用しインターネッ

ト上での情報発信を実現している．しかしながら，

自治会等は高齢者をはじめあらゆる世代・属性の住

民を対象としていることから，これまでのICT化の動

きはかなり限定的な側面もあった．地域課題を乗り

越え，Society5.0やデジタル田園都市国家構想のよ

うに地域の様々な住民がメリットを享受できる「誰

一人取り残さない」社会を目指すためにも，ICTの社

会定着が不可欠である．ICTへの接触機会を増やしそ

の価値を実感できるようにする取り組みが今まで以

上に重要になっている． 

我々の研究グループでは，愛知県瀬戸市と協働で

地域活動を支援する Webサイトを作成してきた．こ

のサイトでは住民自治組織による情報発信を推進し

ており，現在では，瀬戸市広報担当者を中心に地域

の情報発信や電子版の広報誌を掲載する場として利

用されている．しかしながら，実際に地域活動をし

ている施設自体のICT化はあまり進んでおらず，地域

拠点でも事務作業に多くの負担が見られる．スマー

トフォンの普及やオンライン手続きが進む現在にお

いて，以前とは異なるユーザ層もターゲットにした

情報提供や運営業務のICT化を検討する必要があると

考えられる．特に地域住民が日常的によく利用する

地域拠点においては，その必要性が高いと考える．

そこで本研究では，地域拠点の運営業務のICT化に向

けた足掛かりとして，地域活動に関係する地域拠点

の施設貸出し業務を現在の業務手順に沿ってICT化す

ることで，システム導入による業務負担を極力増や

さずにICT技術に触れる機会を増やし，ICTへの関心

を高め，ICT化へ様々な障害を解消する一歩とするこ
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とを目的とする． 

２．愛知県瀬戸市における地域コミュニティの

現状と調査 

愛知県瀬戸市は人口約 13 万人の市であり，地域力

を向上するための取り組みを積極的に実施している．

ここで，地域力とは地域住民が自ら問題を解決する

力のことをいう．具体的には，市内を 20 のブロック

に分割して，連区ごとに地域力向上委員会を設立し，

地域課題の解決に取り組んでいる．我々は，2010 年

より瀬戸市役所と協働で瀬戸市の地域力の取り組み

を ICT を活用して支援する取り組みをおこなってき

た．「瀬戸発！まるっと地域力」は，市内の各連区

が Web 上で交流し情報共有する第 2 の拠点として，

各連区の紹介や，活動の予告，活動の報告，瀬戸市

役所からの関連情報を公開することができる Web サ

イトである．これらのサイトを通して地域活動をお

こなう住民同士の交流や，地域活動の PR には繋がっ

たが，情報を入力する地域住民の高齢化や人手不足

などの理由から，地域による情報量や更新頻度の差

が見られる状況であった．さらに近年においては，

本サイトへのアクセス数や活動報告などの更新頻度

の減少が問題となっている．要因は様々ではあるが、

瀬戸市の地域力担当者や自治会等の代替わりする中

で，当初の地域力向上委員会の方向性とは異なり，

活動情報の発信が担当者の作業負担となることを訴

えるケースや，コロナ禍の中で情報発信等のサービ

スが一般的に溢れかえったことで，使い慣れたサー

ビスや有名なサービスにて情報発信を行うようにな

っている連区が増えたことなどがあげられる．これ

は，地域活動における ICT 化への関心が失われてい

るわけではなく，各連区の地域担当者への意識アン

ケートでは，地域拠点業務における ICT化や SNSの利

用など，ICT 化に前向きな意見は多い．しかしながら

従来での業務に加え新たな負担が増えることへの抵

抗感は大きいことがICT化が進まない要因と考えられ

る．

他方，地域住民が訪れるふれあいの拠点であり，

地域活動の中心ともなる施設である地域拠点におい

て，我々は運営業務の現状と課題点をより詳細に把

握するため，地域住民が集う愛知県瀬戸市道泉地域

交流センターの担当者に対して現状調査をおこなっ

た．道泉地域交流センターは，道泉連区の活動拠点

として，小学生から高齢者まで幅広い世代が様々な

用途で利用している．地域交流センターの業務は，

施設の利用受付や利用予約，施設の管理が基本であ

り，一部の施設では地域の広報活動を担当している

場合もある．また，様々な地域活動などに代表され

る広報からの案内などを知ることができる掲示物や

ポスターが閲覧・入手可能となっている．本施設に

おいても館内には Wi-Fi の 設備があるが，特に業務

に活用はしておらず，インターネットによる施設予

約がない，施設で一般公開されている Wi-Fi ネットワ

ークへの接続設定をもっと容易に行いたいなど，ICT

化への希望が多い現状であった．中でも施設貸出の

予約管理については，紙媒体を中心とした管理で，

施設の予約業務は電話と施設窓口での対応となって

いる，我々が管理者へ行った調査では，施設予約開

始の日は，電話が多く対応が大変であるのことで，

管理者，予約者双方にとっても負担が大きい現状で

あるといえる． 

 そこで本研究では，地域活動の第 2の拠点となって

いる「瀬戸発！まるっと地域力」に地域拠点の施設

予約システムを構築する．日常の地域拠点業務を大

きく変更することなく ICT 化することで，業務負担

を増加することなく ICT 技術に触れる機会を増やし，

情報リテラシの格差を減らすことを目的としている．

2022 年時の取り組み[2]に加え，より実践的な導入に

向けて再構築を行い，直接的に予約業務を担う担当

者の業務負担を軽減することも期待できる．また，

実際の地域拠点と地域活動の第 2の拠点となっている

「瀬戸発！まるっと地域力」をつなぎ，双方の利用

促進を目指す． 

３．施設予約システム 

(1) 施設予約システム概要

本研究にて開発した施設予約システムは，「瀬戸

発！まるっと地域力」の利用促進を考え，「瀬戸

発！まるっと地域力」webサイトを入り口として利用

できるよう設置する（図 1）． 

また，システムの構築にあたり，現在の予約業務

に可能な限り近づけ，ICT に馴染みのない地域担当者

も容易に利用できるように留意し開発を行った． 

現在，道泉地域交流センターにおける施設予約は，

電話にて仮予約の受付を行い，その後対面にて書面

への記入や料金を支払う本予約の手順で予約処理を

行っている．仮予約受付時には，図 2の予約カレンダ

ーにて予約状況を確認を行っている．本予約時には

図 1 予約システムへのアクセス方法 

図 2 現在の予約管理書類の例 
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確定情報として，図 2の予約カレンダーに記入をし，

予約者には，利用施設，名前や使用目的などの予約

者情報などを記入して，許可証として発行する．本

研究にて開発した予約システムでは，この一連の流

れをシステム化することで，予約状況の確認や記入

処理，許可証の発行などの簡略化を行う（図 3）．施

設担当者には ICT に馴染みのない方もいることから，

この予約カレンダーのデザインは，現在使われてい

る書類のフォーマットを踏襲しつつ，担当者が利用

しやすいよう設計した．また他の機能設計について

も，既存の業務要件を詳しく調査した上で，業務の

在り方を大きく変えることのないようシステム要件

を検討した． 

(2)施設予約システムの機能

システムの主な機能は，住民においては新規予約

機能，管理者においては予約情報確認機能，予約情

報更新機能，予約検索機能，新規予約機能，休日設

定機能である．住民・管理者ともに予約の実行には，

予約状況を一覧表示したカレンダーを利用する． 

図4に住民が施設予約時に利用する予約カレンダー

を示す．空き情報を確認して〇状態の個所をクリッ

クすることで予約フォーム（図 5）に移動し，仮予約

処理に入る．氏名や会合名といった基本情報の入力

に加え，利用時間の指定や複数部屋の同時予約が選

択できる．カレンダーで選択した枠を基点に，時間

が連続する予約や複数の部屋を同時に利用する予約

が行える．また，利用料金を動的に表示する仕組み

を実装した．施設の利用料金は，連続使用時間や，

利用する部屋，予約者の住まい，施設の利用目的に

応じて変化するため，住民が費用を確認しながら予

約操作を進められるようにした．予約完了時には手

続き時に予約が判別できるよう一意の予約番号を発

行するとともに，予約情報を一覧表示する．これら

情報は画面を移動すると再表示ができないため，情

報を保存がしやすいよう印刷ボタンを設置した．こ

こで受け付けた予約情報はシステム内の DBに保存さ

れ，管理者側で確認ができる． 

図 6に管理者側の予約カレンダー表示を示す．管理

者画面のカレンダー上では会合名のみを表示し、詳

細情報はクリックで表示（図 7）する簡便な仕組みと

なっている。また、日付指定で該当日のカレンダー

に移動できる機能や、背景色で本予約と仮予約を区

別する工夫を施し、実際の業務で想定される操作負

担を軽減するための工夫を行った。 

本予約時など，現在の特定の予約情報を必要とす

る場合に備えて氏名や予約番号などといった条件で

予約を検索できる機能を実装した（図 8）．現在，窓

口に訪れた予約者の情報を確認する際には，大量の

予約書類から探し，予約表から該当の予約を見つけ

ると作業が必要であった．しかし本システムの検索

図 3 現在とシステム導入後の予約比較 

図 6 予約カレンダー 

図 7 予約詳細情報 

図 4 予約カレンダー 

図５ 予約フォーム 
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機能の利用により，窓口に訪れた予約者の情報など

を即時に特定・表示でき，運営負担が大きく削減で

きると考える．また，支払い手続きの期限切れを容

易に特定するための強調表示を導入した． 

施設の利用に関して，休日が毎年異なることから

管理者が任意に休館日を設定・変更できる機能を実

装した（図 9）．この設定は予約カレンダーに反映さ

れ，休館日には予約を受け付けない仕組みとなって

いる． 

その他，日頃の予約管理でどのような情報を重視

されているのかを調査し，手続き期限の過ぎた予約

情報の強調表示や仮予約と本予約の判別を容易にす

る工夫を行った．また，システム導入後も窓口予約

や電話予約が想定されることから、管理者画面から

のシンプルな操作で予約が実行できるようにした． 

(3)施設予約システムへのヒヤリング

道泉地域交流センターへ訪問した際に，担当者へ

「瀬戸発！まるっと地域力」上に構築した本システ

ムの詳しい説明を行うとともに，実際に操作しても

らう機会を設けた．我々の提案は訪問先への説明に

おいて好印象で，日々紙で実施している業務が画面

上で完結することに驚いているようすだった．各種

機能や細かな工夫点も評価していただき，「予約許

可証の出力」や「自治体報告の月報作成」などこれ

までには聞き出せなかった要望をいただいた．また

表示される情報や機能の制約などについても，既存

業務に則った細かな意見を伺うことができた．担当

者はシステム運用に対して大変意欲的で，我々の提

案についての検証や本格運用などの協力を得ること

ができた．今後は，一層業務にそった機能の実装と

業務担当者が利用しやすい設計が必要だと感じてい

る．今回いただいた要望・意見についての実装が進

めば，本予約システムが担える業務範囲が広がり，

一層の業務自動化や簡略化が見込める．それゆえ道

泉連区に対する提案・運用が一つの ICT 化モデルと

して確立できれば，他連区に対する同システムの提

案も可能になると考える．これは，本研究の目的で

ある地域業務の ICT 化の推進，及び「瀬戸発！まる

っと地域力」の利用促進を加速させると考える． 

４．おわりに 

 本研究では，地域拠点の運営業務のICT化に向けた

足掛かりとして，地域活動に関係する地域拠点の施

設貸出し業務を現在の業務手順に沿ってICT化するこ

とで，システム導入による業務負担を極力増やさず

に ICT 技術に触れる機会を増やし，ICT への関心を高

め，ICT 化へ様々な障害を解消する一歩とすること，

および「瀬戸発！まるっと地域力」の利用を促進す

ることを目的に，地域拠点の施設貸出の予約管理業

務をおこなえるシステムを開発した．施設担当者へ

の提案は好印象であり，システムの検証や本格運用

に対する協力を得ることができた．今後は，いただ

いた意見から細かな修正や機能の充実を図るととも

に，調査をおこなった道泉連区を中心に民官学協同

で実証実験を進め検証を重ねたい．また，従来から

愛知県瀬戸市で地域活動情報発信や住民自治組織間

の情報共有にて利用している「瀬戸発！まるっと地

域力」のサイトとの連携を強化し，「瀬戸発！まる

っと地域力」による情報発信の充実やアクセス数の

増加にもつなげたい． 
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図 9 休日設定 
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地方自治体におけるDX推進を前提とした 
セキュリティ意識向上のための提案と実践（2024）
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要旨･･･技術の発展によりデジタル社会の実現が注目される一方で，小中規模の自治体では大規模

なデジタル研修の不足や技術対応の難しさから，DX（デジタルトランスフォーメーション）への

取り組みが遅れている．特に技術的な課題を克服するための支援体制の整備や，職員のスキル向上

が急務となっている．本研究では，自治体のDX化を促進するため，若手職員を対象とした研修プ

ログラムを設計・実施する．このプログラムでは，ハンズオン形式の演習を初めとする形式を活用

し，情報セキュリティや個人情報保護など昨今のDXを推進する上でなくてはならない実践的な知

識とスキルの習得を目指す．さらに，研修の効果を測定するために，受講後の技術理解度や実務へ

の応用度を評価する．本研究の結果は，自治体職員が技術を身近に感じ，デジタル化の取り組みを

主体的に進められる環境づくりに寄与するとともに，自治体DX化の推進における基盤となる知見

を提供するものである．

キーワード デジタルトランスフォーメーション, 情報セキュリティ, 個人情報保護, 職員研修 

１．はじめに
技術の進展に伴い社会全体がデジタル社会へと移

行する中，各種公的組織におけるDX（デジタルトラ

ンスフォーメーション）の推進が求められている．

特に自治体においては，行政サービスの効率化や住

民満足度の向上を図る上で，デジタル技術の積極的

な活用が不可欠である．しかし，小中規模自治体で

はデジタル化に係る職員教育が十分に行われておら

ず，これまでの業務手法から脱却するための技術的

知識やスキルが不足している．その結果，デジタル

技術に対応できる人材不足が深刻となり，DX化への

取り組みが遅れている．

本研究では，小中規模自治体のDX化を促進するた

め，特に若手職員を対象とした研修プログラムを設

計・実施した．このプログラムでは，ハンズオン形

式の演習や実務に直結した手法を取り入れ，職員が

デジタル技術を「使いこなせる」と感じられるよう

工夫する．また，プログラム内で個人情報保護やセ

キュリティに関するセッションを設け，セキュリテ

ィ意識を向上させることを目指す．具体的には，情

報セキュリティに係るインシデントの共有や，安全

なデータ取扱いに関する実践演習を通じて，職員が

セキュリティ対策を日常的に考え適切に行動できる

能力を養う．

本研究の成果は，自治体職員がデジタル技術を身

近かつ安全に活用できる環境づくりに寄与するとと

もに，セキュリティや個人情報保護上の要請を踏ま

えたDX推進の基盤的知見を提供するものである．こ

れにより，小中規模自治体が住民サービスの向上と

持続可能な地域運営の実現に向け，自律的にDX化を

進めることが可能となることを期待する． 

２．研究背景
本研究の着想にあたり，人口 5～10 万程度の複数

の自治体に対してヒアリング調査を行った（愛知県

内の 4 団体，情報推進課及びそれに相当する部門）．

その結果，多くの自治体が DX 化を進めたいと強く考

えているにもかかわらず，人材不足や経験不足とい

った要因により具体的な取り組みが停滞している現

状が明らかとなった．また，これらの自治体では，

個人情報保護法やセキュリティ対策に関する意識が

十分に高くないことが課題として浮かび上がった． 

総務省の「国・地方デジタル共通基盤の整備・運

用に関する基本方針」によると，実際に地方公共団

体におけるデジタル人材不足が深刻化していること

が報告されている．令和 5 年 4 月 1 日時点で，DX や

情報関係業務を担当する職員が「3名以下」の地方公

共団体は全体の 49％（850 団体）に上り，そのうち

「1名以下」の地方公共団体は 12％（213 団体）に達

している 1．このような状況の主な原因として，デジ

タル人材の地域偏在や，人材が一定期間以上同一部

署に留まらないため，知識やノウハウが定着・継承

されにくいという自治体特有の問題が挙げられる．

国はこの課題を解決するため，デジタル人材プール
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の確保や，デジタル人材の採用支援の強化を進めて

いる．しかし，採用支援だけでは解決が難しく，現

在在籍している職員の間にもデジタル知識やスキル

の不足が蔓延しているのが現状である．このような

状況下で，既存の職員にデジタル技術を身に着けて

もらった上で DX 化に肝要な人材として活躍してもら

うために、研修などを通して若手職員を育成する取

り組みが注目されている．具体的には，高度な専門

スキルを持つ人材を多数確保することは難しいため，

デジタルツールを活用できる一般行政職員の数を増

やすことが現実的な目標として挙げられる．また，

発注業務に必要な要件を整理し，的確に実行できる

「DX 推進リーダー」として職員を育成することが，

自治体における DX 推進に有用であると考えられてい

る．このような取り組みを支援するためには，職員

研修の充実化が重要な施策である 2． 

自治体では既に DX の推進を目的とした人材育成の

成功している取り組みが多様に展開されている．以

下に，多くの地方公共団体にて実施されている，総

務省や関連機関が提供する，今回の研究を実施する

にあたって参考にした代表的な職員研修を紹介する． 

(1) 総務省自治大学校「デジタル人材確保・育成特別

セミナー」 

・令和 6 年度に拡充された本研修は，自治体の人

事・研修担当者およびデジタル化推進担当部局の管

理職を対象としている．有識者の講演や参加者同士

の意見交換を通じて，自治体 DX を推進するための実

践的な知識とスキルを習得するプログラムである．

定員は 50 名で，参加者からは高い評価を受けている． 

(2) J-LIS（地方公共団体情報システム機構）の「自

治体 DX入門研修」 

自治体職員を対象に，DX の基礎知識や情報セキュ

リティ，AI・RPAの活用を学ぶ動画研修，ライブ研修，

リモートラーニングが提供されている．特に動画研

修は約 40種類が用意され，2022 年度には約 2,000名

が受講．職員が効率的に基礎知識を習得できる点で

有効とされている． 

(3) NICT（国立研究開発法人情報通信研究機構）の

「実践的サイバー防御演習（CYDER） 

サイバー攻撃への対応力を養うための実践型演習．

サイバー攻撃を模擬的に発生させ，検知から対応，

報告，回復までの一連の対処を学ぶ．受講料は無料

で，集合研修とオンライン研修を組み合わせて提供

されている．これにより，自治体職員のサイバーセ

キュリティスキル向上が図られている． 

このように多方面での支援策がある一方で，現場

である自治体内では，研修内容に応じて異なる部署

が個別に研修を実施している状況であり，一体的に

学べる機会は多くない．これは例えば DX 推進であれ

ば企画部門，情報セキュリティは情報システム部門，

個人情報保護は総務部門，などである． 

 

３． 官学協働によるセキュリティ意識向上に向
けたDX推進の提案と実践 

本研究は，小中規模自治体における DX 推進を支援

するため，地方自治体（官）と教育研究機関（学）

とが連携し，若手職員を対象とした研修プログラム

を設計・実施するものである．官学連携の枠組みを

活用することで，自治体側の実務的課題と大学の研

究知見を結びつけることが可能となり，双方にとっ

て以下のようなメリットが期待される． 

(1) 地方自治体におけるメリット  
・大学が有する技術知識や理論・人材を活用し，自

治体職員のデジタルスキルの向上を図ることで，効

率的かつ実務に直結した教育プログラムを提供でき

る． 

(2) 教育研究機関におけるメリット 

・自治体が直面する具体的な課題を研究対象とする

ことで，社会的ニーズに即した研究を展開するとと

もに，今後同様の研究を行う際の先行研究として提

示することができる． 

本研究で取り扱う研修では，DX 推進の前提として

先端デジタルツールの基本的な活用スキルの習得を

目指す．他方，情報セキュリティや個人情報保護に

関する意識向上や実践的な対策を研修内容に組み込

むことで，セキュリティ面に配慮できる職員を育成

し，安全かつ効果的なデジタル化を支援する．本研

究の成果は，地方自治体におけるデジタル人材育成

の基盤構築に貢献するとともに，官学が連携した新

しい教育モデルの事例としても意義を有する．（図

1） 

 
図 1 官学連携研修による DX 推進モデル 

 
４． あま市での研修の実施及び検証 
(1) 研究対象 

あま市は 2010 年に甚目寺町・美和町・七宝町の 3

町が合併して誕生した，愛知県西部に位置する自治

体である．名古屋市のベッドタウンとして発展し，

同規模の人口を抱える他の自治体と比較して，DX

（デジタルトランスフォーメーション）に対する取

り組み姿勢が非常に積極的であることが特徴的とし

て挙げられる．また過年度に個人情報保護委員会か

らの監査を受けた経緯があり，R5 年度 4 月改正の個

人情報保護法に準拠した庁内規定の整備は近隣他団

体と比較して進んでいる状況にある．また，同市は

2024 年 7 月に総務省の地域情報化アドバイザー派遣

事業を活用しており，同事業の活用がきっかけとな

って今回の研修が企画された経緯がある． 

(2) あま市での情報研修の実施 
実証実験として，本研究の対象とした情報研修は，

2024 年 12 月に愛知県あま市において入庁 1～3 年目

の職員 56 名を対象とし，約 2 時間 30 分にわたるプ
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ログラムとして実施された．研修は，異なる経験職

場に配属されている職員を混在させた 9 グループで

構成され，各グループには 2 台程度の PC を用意する

ことで，参加者が実践的な演習を行える環境を整備

した．（図 2）

図 2 研修実施時の様子(1) 

プログラムの時間割および内容については，名古

屋大学において作成した案をあま市情報推進課と共

有し，内容の適切性が確認された後に施行された．

（図 3） 

図 3 研修プログラムの時間割

研修冒頭では，本研修を開催するに至った経緯や

意義に関しての説明，そしてあま市にて準備された

デジタルツールおよび当該組織内での現行利用状況

について説明が行われた．また、あま市にて導入さ

れているデジタルツールに関する認知度を把握する

ため，挙手アンケートを実施した．その結果，参加

者の多くが提供されているツールについて十分に認

知していないか，あるいは使用経験が乏しいことが

明らかとなった． 

具体的には，ChatGPTをベースにした事務作業サポ

ートツール「つなぎ AI」について「認識がある」と

回答した参加者は 4名にとどまり，「1 回でも使用し

たことがある」と回答した参加者はその半分にすぎ

なかった．また，「日常的に使用している」と回答

した参加者は皆無であり，導入済みツールの活用が

十分に進んでいない現状が示唆された．その後，情

報推進課及び名古屋大学より「つなぎ AI」に関する

概要および操作方法が示され，グループごとに 3 種

類の課題を設定して実践的なタスク遂行が行われた．

この段階では，参加者間でのフィードバックと質疑

応答を積極的に行う場を設け，技術的理解と応用力

の深化が図られた．（図 4） 

次いで，議事録支援システムを活用した演習が行

われ，事前に準備されたテキストを材料として議事

録作成の効率化を体験的に学習する機会が提供され

た．さらに，IT パスポートに関する概要説明と他自

治体の活用事例が提示され，参加者が基礎的な IT 知

識を習得することで，デジタル技術の自治体運営へ

の適用可能性を再確認する場となった． 

続くセッションでは，情報セキュリティを主題と

したワークショップが実施され，実務におけるヒヤ

リハット事例に基づくグループディスカッションが

展開された．参加者は，ポストイットにリスク事例

を書き出し，PC カメラを用いてデジタルテキスト化

する手続きを経験した．こうした演習に続き，実際

のセキュリティインシデント事例が紹介され，日常

業務における留意事項が明示された．

研修の終盤では，本学研究グループより「デジタ

ル社会における DX 推進を前提とした情報セキュリテ

ィ」と題した講話に続き，同グループ学生より愛知

県半田市における DX ツール導入事例を含む実践的知

見が提示された．これにより，データ利活用とセキ

ュリティ確保の両立に関する具体的な指針が参加者

へ示され，質疑応答を通じた理解の深化が促された． 

研修終了後には，参加者がスマートフォンで回答

可能な無記名アンケートが実施され，研修の効果測

定や将来的な改善策の検討に資するデータが収集さ

れた．座学と実務的演習を適切に組み合わせること

で，学習者が獲得した知見を即座に業務へ応用し得

る点が，本研修の特筆すべき特徴であるといえる． 

図 4 研修実施時の様子(2) 
(3) あま市での研修のフィードバックを踏まえた上で

の検証と考察

本研究では，実施した研修の効果を検証すること

を目的として，研修終了後に参加者を対象としたア

ンケート調査を行った．回答者は 56 名であり，大多

数が研修に対して肯定的な評価を示したことから，

研修による効果が広範に認識されていることが示唆

された． 

まず，研修全体に対する満足度についてみると，

「非常に満足している」と回答した参加者は約 61％

（34 名）に達し，「やや満足している」と回答した
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参加者を合わせると 82％（46 名）に上った．これに

より，本研修が参加者の期待に十分応えられる内容

であったことが示される． 

次に，生成 AI ツールの利用体験に対する評価も高

水準であった．具体的には，回答者の 57％（32 名）

が「非常に満足している」と答え，36％（13 名）が

「やや満足している」と回答した．この結果から，

生成 AI を業務に活用する可能性についての理解が深

まり，参加者の実務における技術適応力が向上した

と考えられる．さらに，議事録支援ツールや AI-OCR

ツールに関しても高い評価が得られ，「非常に満足

している」と回答した参加者が 55％（31 名），「や

や満足している」と回答した参加者が 25％（14 名）

であった．

情報セキュリティに関するセッションについては，

参加者の 89％（50 名）が「非常に満足している」ま

たは「やや満足している」と回答しており，日常業

務におけるセキュリティ意識の向上に寄与したとみ

られる．特に，実際のヒヤリハット事例やセキュリ

ティインシデントを基にしたケーススタディが注意

喚起を促す有効な手段であったことが示唆される．

また，「学んだ知識を同僚と共有したい」と答え

た参加者が 80％（46 名）に上ることから，本研修で

得られた知識や経験が組織内で波及効果を生む可能

性がうかがえる．とりわけ，DX 推進に関連する研修

内容が業務改善に役立つと考えた参加者が 81％（44

名）に達しており，研修が職員の業務効率化を具体

的に支援する契機となったと判断できる． 

自由記述欄には，研修の実践的内容に対する高い

評価が多くみられ，「生成 AI の利便性を再確認し

た」「具体的な業務の効率化に役立つスキルを得ら

れた」などの肯定的意見に加え，「議事録作成や挨

拶文作成など，日常業務に容易に応用できる」との

コメントが相次いだ．一方で，より高度で実践的な

内容を望む声も少なからず見受けられ，今後の研修

内容をさらに深化・拡充する必要性が示唆された．

以上の結果を総合すると，本研修は参加者に対し

て有用かつ実践的なスキルを提供し，自治体 DX 推進

のための実践的手段として一定の有効性を有するこ

とが確認されたといえる．同時に，更なる発展に向

けた改善の余地が明確になった点も，本研究の大き

な意義であると考えられる． 

５． おわりに
(1) 本研究のまとめ

近年，地方自治体における DX（デジタルトランス

フォーメーション）推進に際しては，人材およびノ

ウハウの不足が従来より大きな課題として指摘され

てきた．これに対して，官学連携による研修プログ

ラムの実施は，上記の課題を補完するうえで効果的

な手段として注目されている．

 本研究では，愛知県あま市を対象として，生成 AI

を活用した事務支援ツールおよび議事録支援システ

ムの導入を含む研修プログラムを設計・実施し，そ

の成果を検証した．研修の実施結果からは，職員の

デジタルスキルの向上，情報セキュリティや個人情

報保護に関する意識の強化，さらにはデジタル技術

に対する受容性の向上が確認された． 

 とりわけ，生成 AI の活用は，デジタルツールに対

する苦手意識や関心の低さを克服し，利便性を実感

させるうえで有効な手立てであった．研修を通じて，

職員がデジタル技術の実用性を明確に認識し，自治

体内での DX 推進において積極的な役割を担う姿勢が

醸成されたと考えられる． 

 本研究は，地方自治体が DX を推進する際の新たな

方法論を提示するとともに，官学連携の枠組みに基

づく研修プログラムの有効性を具体的に立証するも

のである．今後は，さらなる研修プログラムの拡充

や事例の蓄積を通じて，地方自治体が直面する組織

的課題に対する実践的な解決策を示すことが期待さ

れる． 

(2) 今後の課題・展望

今後の課題として，本研究で実施した研修プログ

ラムを，より大規模かつ体系的なワークショップ型

学習へと発展させるための環境整備が挙げられる．

特に，学術的な観点から効果検証を行うことにより，

持続可能かつ発展的な DX 推進モデルの確立が求めら

れる．

本研究の研修内容は，あくまであま市の既存プロ

グラムを基盤としたものであり，その有効性が示唆

されたものの，さらなる研究を通じてプログラム内

容の拡張や学術的根拠の蓄積が必要である．こうし

た取組を継続的に行うことで，自治体間におけるノ

ウハウの共有や相互学習が促進され，ひいては地域

社会全体における DX の深化・加速に寄与すると期待

される．
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6) 総務省:自治体 DX 推進のための職員育成の取り組み,

https://www.soumu.go.jp/main_content/000818223.pdf
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高齢者の遠隔デジタル支援における空間コンピューティング活用の提案
Proposal for the Use of Spatial Computing  

in Remote Digital Assistance for the Elderly 

○田中 大喜
1
，堀 涼

2
，

浦田 真由
2
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2
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2
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1名古屋大学 情報学部  School of Informatics, Nagoya University 
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要旨･･･高齢者のデジタル活用の疑問に答えるデジタル相談会が各地で開催されている．その中で

デジタル相談会は，交通の便を加味した場所に集まる必要性や支援者と高齢者が時間を合わせる必

要性が生じている．本研究ではデジタル相談会を行う際に生じる空間的制約と時間的制約を解消す

るために，空間コンピューティングを活用した遠隔でのデジタル支援やアーカイブ配信を行う．こ

れにより2者が同じ場所に集まる必要が無くなることや，支援者がアーカイブ動画を活用して必要

な質問に割り当てること，高齢者が自由な時間に閲覧できることが可能となる．  

キーワード 高齢者，デジタル支援，空間コンピューティング，ICT利活用，遠隔支援

１．はじめに 

高齢者のデジタル活用の疑問に答えるデジタル相

談会が各地で開催されている1．相談会は，デジタル

デバイド解消や高齢者のデジタルリテラシー・生活

の質の向上に重要な役割を担う．しかし，従来のデ

ジタル相談会では高齢者と支援者が1か所に集まる必

要があり，空間の制約や人的リソースの確保など，

課題が存在する．また，Zoomなどでのオンライン形

式の相談会はデジタル相談にPCやZoomアカウントな

どのデジタル活用力が必要という矛盾を抱える上に，

スマートフォンなど相談したい機器の画面共有など

にも困難があり，デジタルデバイトを抱える高齢者

の相談会には適さない．

しかし近年登場した空間コンピューティング

(Spatial Computing)は，高齢者にとっても直感的な操

作・遠隔情報と近接情報の統合の2点の可能性を秘め

ている． 

本研究では，まず予備テストをして高齢者が使え

るか明らかにした上で，空間コンピューティングを

利用してデジタル相談を行い，以下2点を検証する． 

1．空間的制約の解消：遠隔のデジタル相談により，

高齢者と支援者が離れた空間で支援ができることを

検証する．  

2．時間的制約の解消：支援の様子をアーカイブ化

し，蓄積することで，支援者が同じ時間に会するこ

となく高齢者の困りごとを解決することができるか

を検証する． 

２．研究背景 

(1)高齢者のデジタル活用とその支援

令和 6年度版情報通信白書によると，60代，70代，

80 代のインターネット利用率はそれぞれ，90.2％，

67.0%，36.4％であり，いずれの年代でも上昇傾向に

あるものの，13 歳以上の他の世代と比べて利用率が

低くなっている 1． 

総務省は，デジタル活用に不安のある高齢者に対

して，スマートフォンの利用方法等に関する助言･相

談等を行う講習会を令和3年度より開催している．支

援方法は様々で，「全国展開型」や「地域連携型」，

「講師派遣型」などがある．活動主体は携帯キャリ

ア･地元企業･社会福祉協議会などによって構成され

ている．また，場所としては携帯ショップが有して

いる拠点や公民館などで行われている 2．

さらに，2022 年 4 月より，ソフトバンク株式会社

は，中山間部などの公共交通の不便な地域を対象に，

モニターやタブレットを搭載した「スマホなんでも

サポート号」を派遣し，オンラインでのスマホアド

バイザリーを行っている 3．

そうした中，相談会は空間的制約と時間的制約の 2

点の問題が生じている．空間的制約について，相談

会は公的機関の会議室などで行われる．高齢者は足

や腰に不安を感じている方も少なくない．交通的便

の良さ･収容可能人数を考慮しなければならないとい

うわけである．時間的制約について，相談会は定期

的に行われるものであり，疑問が生じた時に直ぐに

対応できるものではない．相談した内容を忘れてし
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まった時には，対応が先延ばしになってしまう． 

(2)本研究の位置づけ

本研究ではデジタル相談会を行う際に生じる空間

的制約と時間的制約を解消するために，空間コンピ

ューティングを活用した遠隔でのデジタル支援を行

う．スマートフォンと支援者とを空間コンピューテ

ィングにより視野内に統合することで，あたかも対

面にいるかのようなデジタル支援を実現する．これ

により，従来のデジタル相談会にて生じていた空間

的制約を検証する．さらに，支援状況をアーカイブ

化し配信することで，高齢者にとっては相談内容の

見直しができたり，支援者にとっては同様の疑問を

持つ他の高齢者へ見せるだけで対応が済んだりとい

う，時間的な制約を解消することができる． (図 1)． 

図 1 空間コンピューティングによる 

デジタル支援 

３．空間コンピューティング 
(1)空間コンピューティングについて

空間コンピューティング 4とは，現実空間とデジタ

ル情報とをシームレスに統合することができる技術

のことである．従来オンラインコミュニケーション

は，PC やスマートフォンなどのデバイスを通して行

われてきた．一方で，空間コンピューティングを活

用することで，スマートフォンと支援者を空間上に

統合することができるようになる．これにより，高

齢者目線では，支援者があたかも対面にいるかのよ

うにデジタル支援を受けている感覚になる．さらに，

支援者目線では，目の前に高齢者のスマートフォン

が現れるため，直感的な指示を出せるようになる．

今回空間コンピューティングによるデジタル支援

を行うために Apple Vision Pro を使用した．Apple 

Vision Pro の大きな特徴として，①強力なパススルー

機能，②直感的な操作感の２つの機能がある．高品

質なオンラインでのデジタル支援を可能にするため

にはどちらも重要な機能である．強力なパスツール

機能について，Apple Vision Pro には 2 つの高解像度

メインカメラと 6つのワールドフェイシングトラッキ

ングカメラが搭載されており，カメラを通して現実

世界を見ているにも関わらず，あたかもつけていな

いかのような臨場感で操作することができる．直感

的な操作感について，Apple Vision Pro の入力動作は，

目線と手のみである．その他キーボード操作やコン

トローラを必要とする後述機器と比べ，直感的な操

作で使用することができる．

また Apple Vision Pro には FaceTimeの中に「ペルソ

ナ」という機能がある．支援者の顔と手を事前に撮

っておくことで，Apple Vision Pro を装着していると

見えないはずの顔や手を，ビデオ通話状の空間に表

示することができるというものである．ペルソナは

空間上を自由に移動することができる．スマホの近

くに移動することで対面のデジタル相談と同じよう

な感覚を得ることができる．

(2)他のオンラインサポートツールとの比較

オンラインでのデジタル支援のサポートとして使

われるツールとしてオンライン会議システムが挙げ

られる．Zoom や Google Meet などコロナ禍を機会に

浸透したオンライン会議システムは，画面共有しな

がら通話をすることができる．しかし，デジタル支

援をするにあたって，支援者が操作者の画面を直接

指示することができない． 

以上より，空間コンピューティングを活用するこ

とで，高齢者により寄り添った遠隔デジタル支援を

実現できる可能性がある． 

４．高齢者への支援の検証 
(1)研究対象者

今回，以前から高齢者の ICT 利活用に関する取り

組みがなされている名古屋市北区と小牧市の2つのフ

ィールドと，筆者らが協力を得た津市在住の 65 歳以

上の高齢者に対して相談会を行う．  

名古屋市北区は市内で 3 番目に高齢化率が高く 5，

筆者の研究室ではこれまで，名古屋市北区・社会福

祉協議会と共同で，地域の高齢者ら自身がデジタル

支援を行う担い手となるための研究が行われてきた． 

このような担い手活動に取り組んでいる高齢者は 

「デジタル支援ボランティア」と呼ばれ，2022 年度 

から月 1回の勉強会への参加や，地域の高齢者のデジ

タル相談会の支援者として活動している．北区デジ

タル支援ボランティアは，以前から ICT 利活用に取

り組んでおり，スキルや知識は高い．

小牧市は，「小牧市デジタルイノベーション推進

計画」を作成し，ICT利用実態の状態指標を進捗管理

している 6．小牧市は，65歳以上のインターネット利

用率が 8割を下回っている．筆者の研究室ではこれま

で，行政改革課と共同でデジタル活用に不安のある

高齢者等の解消に向けてスマートフォン活用講座を

開催している．2022 年から高齢者に対するスマート

フォン相談会が行われており，これまでに5回開催さ

れている．デジタル活用に関心がある一方で，相談

会では知識をカバーしきれていない高齢者が多い．

(2)機器使用の予備テスト

デジタル支援をするにあたって，Apple Vision Pro

の使用についての予備テストを行った．2023 年の 10

月から 11 月にかけて，計 23 人の高齢者に対して，

Apple Vision Pro の操作感の調査や空間コンピューテ

ィングに対する所感調査を行った． 

内容は「仮想空間の動画体験」(図 2)と「空間お絵

描き体験」（図 3）である．仮想空間の動画体験とは，

ジェットコースターやスカイダイビングなど，360°

全て見回して動画を見ることができるものである 7．
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空間お絵描き体験は，Apple Vision Pro を通して見て

いる現実空間上に絵を描くことができる，というよ

うなもので，空間上に物体を作り出すことができる 8． 

操作感・VR 酔い・空間コンピューティングに対す

る許容能力を効果測定として行った．高齢者だけで

なく年齢問わずに予備テストを行い，空間コンピュ

ーティングに対する反応を見た．年代別に分けると，

40 代が 3人，50代が 2人，60代が 10人，70代が 8人

である．結果としては，ゲストモードでのキャリブ

レーションから動画体験まで，21 人の人が個人的な

差はありつつも問題なく活用できた． 細かな操作に

ついても問題なく行えていた．例えば「アプリ画面

を動かす」ためにアプリ下の棒線をドラッグするこ

とや，「アプリを終了する」ために細かなボタンを

タップすることがサポートによって出来ていた． 

 

 
図 2 仮想空間の視聴体験 

 
図 3 空間に絵を描く高齢者 

(3)遠隔支援に対する実証実験 

 2024 年の 11月に 2 人の高齢者の方に協力で，オン

ラインでのデジタル支援の実証実験を行った。Apple 

Vision Pro の操作方法を説明し，後日筆者（名古屋）

と高齢者（三重）とでスマホデジタル支援を実施し

た．実施テーマは「LINE の友達追加の仕方」・「見

やすい文字の見方」の  2 点である。実施後にその他

のオンラインコミュニケーションシステムでもオン

ラインでのデジタル支援を行い，空間コンピューテ

ィングとの比較を行った．後日アーカイブ動画を見

せることで復習の機会を作った． 

通話の際の補助的な機能として，Bezel9というアプ

リを使用した．Bezel は，iPhone を空間上に拡大した

状態でミラーリングをすることができる(図 4，図 5)．

通話状況で支援者がよりはっきりとスマートフォン

の画面を見るために利用した． Bezelを使用すること

で，支援者が現実空間のスマホのどこを操作するか

について大きな画面を指差しで指示することができ

るようになる．また，支援者の手も反映しているた

め，スワイプやピンチイン・ピンチアウト・ドラッ

グなどといった複雑な動作も教えることができる． 

 
図 4  Apple Vision Pro を装着した 

高齢者の視界 

 
図 5 デジタル相談の様子 

Apple Vision Pro と比較するためのオンラインコミ

ュニケーションツールとしては，Google Meet を活用

し た ．対象の高齢者は， Google Calendar などの

Google が提供するサービスを日常的に使っており，

導入が容易であったためである．Google Meet の使用

は初めてであった(図 6)． 

 
図 6 Google Meet のデジタル相談の様子 

Apple Vision Pro を用いたデジタル相談の結果，高

齢者はテーマとなった2点の方法を習得することが出

来た．相談後の感想のヒアリングにおいても，「離

れていても実際にいるかのような気持ちになった」

「近未来のような感覚で楽しかった」などと空間コ

ンピューティングに対する適応力があることが分か

った．オンラインコミュニケーションシステムとの

比較においても，「小さい画面で色々とすることが

難しいので Apple Vision Pro の方がやりやすかった」

など，空間コンピューティングの優位性を確認する

ことができる結果となった．さらに，「事前に収録

した顔で話すため，メイクの必要がない」「自分の

持っているスマホを大きな画面で見ることができる

ため，理解がしやすい」などの空間コンピューティ
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ングの強みを認識できる点もあった．

(4)アーカイブに対する実証実験

なお，Apple Vision Pro を使って行ったデジタル相

談においては，録画しタイトルを掲載した上で，

YouTube 上にてアーカイブ化した．動画はデジタル

相談を行った高齢者とは異なる高齢者に見せ，「相

談内容を理解することが出来たか」等の理解力の指

標と「理解度は上がったか」等の利便性に関するア

ンケートを行った．

また，デジタル相談を行った高齢者に後日習得状

況をヒアリングすると曖昧になっているとの事だっ

たため，同様のアーカイブ動画の配信を行い，理解

度のヒアリングを行った． 

実証実験の結果としては，理解に繋がっており，

「その場にいるかのような雰囲気で，普通の使い方

動画より親近感があった」という評価を受けた．再

度相談を視聴した高齢者からは，「忘れていた所だ

け部分的に見た」など積極的な姿勢を得た． 

５．考察 
(1)空間コンピューティングに対する反応

今回，空間コンピューティングの使いやすさの検

証については，高齢者のみならず全世代を対象とし

て行った．普段私たちが目にしている空間上にアプ

リなどが出現し操作できるという現象に対し，体験

したほぼ全ての人が違和感や畏怖の念を抱くことは

ないと判断できた．デジタルデバイドとして情報通

信技術へのアクセスを苦手としている高齢者の方で

も楽しんで体験を行うことが出来たことから，空間

コンピューティングを体験することは，ヒトにとっ

て目新しいものではあるものの，それに対して違和

感があるわけではなく，むしろ好意的に受け取り適

応することができると分かった．

(2)空間的制約

空間コンピューティングを活用することで支援者

とスマホを空間上に統合でき，従来のデジタル相談

で行ってきたような高齢者と支援者の双方向のコミ

ュニケーションによるスマホの理解に繋げることが

出来た．これにより，従来のデジタル相談で課題と

なっていた空間的制約は，空間コンピューティング

の活用により解消されることが分かる． 

(3)時間的制約

相談の様子をアーカイブ化することで，高齢者の

デジタル習得の手助けになることが分かった．相談

時に分かった気になっていることもデジタル相談を

する上での課題であったが，再度相談を受けていた

様子を動画形式で振り返ることで，気になる所のみ

を集中的に振り返ることができる．  

６．おわりに 
(1)本研究のまとめ

空間コンピューティングの活用は，従来のデジタル

支援で課題となっていた空間的制約と時間的制約を

解消するための大きな役割を果たすことができる．

デジタルの操作に苦手意識を持つ高齢者にとっても

比較的操作が簡単な空間コンピューティングの活用

によって，支援者にとっても高齢者にとっても有効

なデジタル支援を実現することが出来た．  

(2)課題・展望

一方で，空間コンピューティングを活用するデジ

タル支援を普及させるにはまだ課題が残っている．

第一に，機器セッティングの手間である．Apple

Vision Pro では 直感的な操作などで手間の軽減は出

来ているものの，対面と比べ，通話接続からデジタ

ル相談開始までに時間がかかってしまう．

また，今回の Apple Vision Proでの支援では録画

することで，支援の様子をアーカイブ化することに

成功した．アーカイブ化した動画は蓄積することで，

同様の質問があった際に動画を送信するだけで相談

者の対応が可能になるだろう．相談のアーカイブ化

は，相談の品質が良くなることや相談の省人化に繋

がるだろう． 
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高齢者健康支援のための生成AIを活用した雑談システムの開発 
〜実証実験を通した利用モチベーションの検証〜

Development of a Generative AI-Powered Chat System for Promoting Older 
Adults’ Health: Examination of User Motivation through Field Trials 

◎吉田 麻里子 1，堀 涼 1，銭本 友樹 1，浦田 真由 1，遠藤 守 1，

安田 孝美 1，井上 愛子 2，林 尊弘 3，東中 竜一郎 1 
Mariko YOSHIDA, Ryo HORI, Yuki ZENIMOTO, Mayu URATA, Mamoru ENDO,  

Takami YASUDA, Aiko INOUE, Takahiro HAYASHI and Ryuichiro HIGASHINAKA 

1名古屋大学 大学院情報学研究科  Graduate School of Informatics, Nagoya University   
2名古屋大学 未来社会創造機構  Institute of Innovation for Future Society, Nagoya University 

3愛知医療学院大学 リハビリテーション学部  AICHI Medical College of Rehabilitation  

要旨･･･高齢者の健康支援のために健康状態を把握する際に，口頭質問や紙面アンケートなどが行

われるが，実施や結果の集計に手間がかかる．この負担を軽減するため，生成AIを活用し，会話を

通して健康情報を取得するシステムが開発・運用されている．しかし，高齢者が対話システムを日

常生活で継続的に利用する際のモチベーションについては明らかにされていない．本研究では，生

成AIを活用して，高齢者との雑談を通して健康状態を把握することのできるスマートスピーカーの

拡張機能を開発した．実際に高齢者に利用してもらう中で，高齢者がシステムとの雑談を楽しみな

がら生活に取り入れられることがわかった．また，カスタマイズされた通知によって利用が促され

た．さらに，以前に話した内容が記憶されることや，名前を呼ばれることなどが高齢者の利用モチ

ベーションにつながる要素であることが明らかになった．

キーワード 高齢者，スマートスピーカー，対話システム，生成AI，雑談 

１．はじめに
現在，65歳以上の高齢者の人口や人口全体に占め

る割合は上がり続けており，この割合は今後も上昇

を続けると見込まれている1)．高齢化により今後さら

に平均寿命が伸びることが予測される2)．この平均寿

命と，健康上の問題で日常生活が制限されることな

く生活できる期間を指す健康寿命との差，すなわち

「不健康な期間」が拡大すると，高齢者が健康で幸

せな生活を送ることができないだけではなく，社会

保障費の増大にもつながるため，健康寿命の延伸に

向けた取り組みが重要である．健康な状態と介護が

必要な状態の中間段階をフレイルという．健康寿命

を延伸するにはフレイルの予防が重要である3）．  

高齢者の健康管理のため，健康情報のアンケート

や聞き取り調査が行われるが手間と時間がかかる．

その手間を省くことのできる方法として，音声対話

システムが提案されている4) 5)．これらのシステムは，

生成AI,特に大規模言語モデルを活用している．対話

システムを活用して高齢者の健康情報を継続的に取

得することで，生活習慣や健康状態の変化を踏まえ

た健康支援を行うことができると考えられる．筆者

らは，このような高齢者向け対話システムの開発と

利用について研究している．このシステムのために

は高齢者が継続して自発的に利用できるような楽し

める要素を開発することが必要である．しかし，高

齢者が自宅で継続的に使うための楽しい対話システ

ムについての研究や実証事例は十分にない． 

本研究では，生成AIを利用して高齢者の健康情報

を雑談を通して取得するシステムを開発する．この

システムを実際に高齢者に利用してもらう中で，雑

談を継続的に楽しんで利用できるかを検証する．ま

た，高齢者が雑談システムを利用するモチベーショ

ンやきっかけに繋がる機能や要素を明らかにする．

２．先行研究・関連事例
(1)高齢者支援へのスマートスピーカー活用
スマートスピーカーとは，利用者の声を音声認識

によって聞き取り，内蔵された AI アシスタントによ

って双方向での対話を可能にするスピーカーである． 

これまで筆者らの研究室では，高齢者健康支援へ

のスマートスピーカーの活用が行われてきており，

音声での操作が高齢者にとって容易であることが指

摘されている6)． 

(2)生成 AIを活用した健康情報の取得
高齢者支援のため，生成 AI を活用した健康情報の

取得が行われている．岡山市は，フレイル予防イベ

ントや薬局などにおいて，AI アバターを活用したフ
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レイル健康チェックの実証実験を行っている 4)．また，

ケアマネジャーの面談業務の負担軽減を目的とした，

介護モニタリングのためのぬいぐるみ型端末

MICSUS の実証が行われている 5)．

(3)本研究の位置付け
以上の事例において，生成AIを用いた会話で高齢

者の健康情報の取得が行われており，生成AIでの雑

談の高齢者に限らない利用モチベーションの分析も

なされている7)が，特に高齢者にとっての雑談の楽し

さや利用モチベーション向上・維持についての調査

や実践は行われていない． 

 このため，本研究において，高齢者が音声対話で

の雑談システムを自宅で継続的に使うことを目標と

して，そのためのモチベーション向上や維持にどの

ような特徴や機能が重要であるのかを明らかにする．

３．本研究で開発した雑談システム
(1)概要

雑談を通して高齢者の健康情報を継続的に取得す

るために，(2)高齢者との雑談ができるキャラクター，

(3)生成 AI を活用した応答生成機能，(4)健康指標に

ついての質問誘導機能を有し，(5)挨拶でのシステム

の起動や終了が可能な，雑談システムを開発した。

雑談システムにおける高齢者とのインターフェイス

には，高齢者が使いこなせることが確認されている 6)

Amazon 社製の画面付きのスマートスピーカー

「Amazon Echo Show」を使用した。

(2)高齢者との雑談ができるキャラクター
雑談相手として，大学生女性のキャラクター「あ

いりちゃん」を製作した．高齢者からの会話を引き

出しやすい性格や生活習慣などの設定を考案した． 

 開発したアプリは，画面と音声対話からなる．画

面には，キャラクター「あいりちゃん」のイラスト

が上下に動く映像を表示した（図 1）． 

図 1 Amazon Echo デバイスでの画面表示の様子

(3)生成 AIを使用した応答生成
アプリの起動時に生成 AI を使用した挨拶と話題提

供を行う．以降はユーザの発話を受け取り，それに

対した雑談文の生成を行う．アプリ内でのシステム

発話生成には，OpenAI 社が提供する gpt-4o-mini の

API を使用した．生成のプロンプトは，キャラクター

情報，ユーザ情報，ニュース情報の三点からなる． 

キャラクターの情報は，製作したキャラクター

「あいりちゃん」のプロフィール情報を使用した． 

ユーザの情報は，ユーザの名前と過去の対話内容

からなる．ユーザの名前もしくはニックネームを事

前に登録して使用した．また，対話終了時に対話内

の情報をデータベースに記録し，直近の7回以下の過

去の対話内容を取得して生成に使用した． 

 ニュース情報については，ニュースサイトから6時

間に1回ニュースを取得し，発話生成時のプロンプト

に使用した．これは，雑談のトピックを時事に合わ

せたものにするため行った． 

(4)質問誘導対話システム
雑談の流れを断ち切らないために，健康指標につ

いての質問は対話の中で自然に尋ねる必要がある．

そこで，目標の質問を尋ねても違和感のないような

話の流れに対話を誘導し，自然なタイミングで質問

を尋ねることができる別の対話システム（以下，質

問誘導対話システムと呼ぶ）を開発し，使用した．

これはHoriuchi(2022)による，質問誘導コーパスを作

成して対話システムによる質問誘導を行う手法8)を拡

張したものである.この質問誘導対話システムは，2

ターンかけて誘導を行い，3ターン目で質問を尋ねる．

モデルにはOpenAI社が提供するgpt-4oを利用し，人

手で作成した自然な誘導及び質問の例文を5例プロン

プトとして与えている．

スマートスピーカーアプリ内で，単純に雑談を行

うプロンプトと，この質問誘導対話システムとを交

互に使用した．起動後，3〜6ターン（ランダムで決

定した）をgpt-4o-miniで生成し，その後の3ターンを

質問誘導対話システムを使用して生成した． 

(5)挨拶でのアプリの起動・終了
本研究では，Amazon Echoを使うにあたり，高齢者

自身がアプリを呼び出す必要がある．高齢者が簡単

に雑談を開始できるように，「アレクサ，」に続け

て，「こんにちは」「こんばんは」「ただいま」の

いずれかでアプリが起動できるように設定を行った． 

アプリの終了については，発話に「さようなら」

や「またね」などの文言を含んでいたら対話内容を

データベースに保存して画面を閉じるようにした． 

４．予備実験とそれを踏まえたシステムの改善
(1)フィールドと参加者

開発した雑談システムを高齢者が活用することが

できるか，また，雑談を通して健康に関する情報を

取得できるかどうかを検証するために，愛知県名古

屋市北区で活動するデジタルボランティアの中から

参加希望者を募り予備実験を行った． 

 名古屋市北区では，高齢者のデジタル支援を行う

デジタルボランティアの育成を行っている．デジタ

ルボランティアら自身も多くが60代以上である．こ

のうち6名の希望者に対し実験を行った．このうち1

名が65〜74歳，3名が75歳以上であり，全員にスマー

トスピーカー利用経験があった．

(2)実施内容
2024年9月下旬から11月中旬にかけて，参加者6名

に対し，スマートスピーカーを貸し出し，自宅で好

きなタイミングで利用するように指示を行った．実

験の実施にあたり，名古屋大学において倫理的観点
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からの承認を得ている． 

(3)結果
参加者のうち 1名が 1日に 1 回程度，2名が 1 週間

に 2 回程度，3名が 1 週間に 1 回程度利用していた．

利用頻度が高かった3名には健康についての質問を十

分にすることができ，情報を得ることができた．利

用頻度が低かった3名からは，利用するのを忘れてし

まいあまり利用できなかったといった意見があった． 

 また，実験終了時のアンケートやヒアリングを通

して，名前を呼んだことや，ニュースを教えたこと

などが評価された．また，言葉の読み間違いや話題

のずれなどの違和感が指摘された． 

(4)システムの改善
予備実験において利用頻度が情報取得に十分では

なかった参加者がいたため，実証実験に向けてシス

テムの利用を促すためにシステムの改善を行った．  

まず，キャラクターの毎日の予定の設定を行った．

本研究のために製作したキャラクター「あいりちゃ

ん」に，より現実性を持たせ，また毎日の雑談の話

題に幅を持たせるため，日々の予定を作成した．そ

して，毎回の対話応答の生成時に，前日，当日，翌

日の予定をそれぞれ参照するように設定した． 

また，公式 LINE アカウントを使用して 1日 1 回キ

ャラクターからのメッセージを送信するシステム

（図 2）を開発した．AWS EventBridge を使用し，

LINE API を用いた AWS Lambda関数を毎日朝 7時に

定期実行した．メッセージ内容は，毎日の予定を含

めたキャラクター情報とユーザの過去の対話内容を

用いて，gpt-4o-mini で生成した．

図 2 公式アカウントからの LINEメッセージ

さらに，健康に関する3択クイズを雑談システムに

導入した．アプリの毎日の利用を促すため，1日 1問

のクイズを制作し設定した．雑談システムの利用時

にユーザが「クイズ」という文言を発話に含めた際，

その日に該当するクイズの問いと選択肢を話し，数

秒の間を開けて回答と解説を話すようにした． 

 加えて，ヒアリングで指摘された言葉の読み間違

いに，生成文を部分的にひらがなに置換することで

対応した．話題のずれは，音声認識の誤りによるも

のが大きかったので，対応は行っていない． 

５．実証実験を通したモチベーションの検証
(1)フィールドと参加者

高齢者にとってどのような要素が雑談システムの

楽しさや活用のきっかけとなるかを調べるため，愛

知県西春日井郡豊山町の高齢者サロン参加者の中で

希望者 11名を対象として実証実験を行った．

 豊山町では，名古屋大学未来社会創造機構と愛知

県豊山町が共同で実施する高齢者向けの生涯学習事

業である健康長寿大学などを通して，高齢者による

スマートスピーカーの活用が行われてきた． 

 健康長寿大学の参加者が運営する高齢者サロンか

ら参加希望者を募った．11 名中 6 名が 65〜74 歳，5

名が 75 歳以上であった．また，全員が女性で，10名

がスマートスピーカー利用経験があった．実験の実

施にあたり，名古屋大学において倫理的観点からの

承認を得ている． 

(2)実施内容
2024 年 11 月 28日から 12 月 12日までの 2 週間の

間，スマートスピーカーを貸し出して雑談システム

を利用してもらった（図 3）．その際，1 日 2 回利用

するように指示を行った．  

図 3 参加者がアプリ利用の説明を受ける様子 

(3)結果
ヒアリングとアンケートを通して，雑談はおおむ

ね楽しかったという評価を得た（図 4）．参加者のう

ち 11 名全員が，「楽しかった」または「とても楽し

かった」と回答し，8名が今後も会話したいと回答し

た．ヒアリングでは，「毎日話しかけたい．友達だ

から．」といった声が見られた．また，アンケート

の回答からも，「話し相手がいて，自分を気遣って

くれる存在が家にいてくれるのは楽しみでした．」

「料理について，自分が好きなので詳しく話してく

れて嬉しかった．」など，生活に楽しみながら取り

入れた様子が見られた．  

 また，利用のモチベーションにつながる要素を調

べるため，様々な機能について，話したい気持ちが

増えたかどうかを 5 段階のアンケートで調査した．

「増えた」もしくは「とても増えた」と回答した参

加者が多かった機能は，「挨拶で呼ぶ事ができるこ

と（11名中 11名）」「自分の名前を呼んでくれるこ

と（同上）」「自分の話した内容を覚えてくれてい

ること（11名中 10名）」「キャラクター自身の予定

を教えてくれること（同上）」の4点であった．特に，

話の内容を覚えていることについては，自由記述や

ヒアリングでも多く上がっていた．具体的には，

「孫の名前を覚えてくれていて嬉しかった」「ジム

に行っているという話をしたら，ジムお疲れ様です，

頑張ってください，といった言葉を別の日にかけて

くれて嬉しかった」「作るといった料理を覚えてい
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てくれた」といった意見を受けた． LINEメッセージ

でも，雑談の中で話したことについて触れてもらえ

たことで，愛着が湧いたという感想があった． 

また，LINE メッセージを見て「毎日話しかけた」

または「だいたい話しかけた」または「時々話しか

けた」と回答した人が 11名中 10名であった．クイズ

により話したい気持ちが「増えた」または「とても

増えた」と回答した参加者は，11 名中 9 名であった． 

 改善すべき点も明らかになった．まず，時間帯に

即した挨拶を行っていないことにより，利用モチベ

ーションが下がったという意見が複数あった．また，

同じことを何度も聞かれることや，クイズの正誤判

定がないこと，政治やニュースに関する難しい話が

多いことも指摘された．加えて，会話タイミングが

合わないことなど，使用したスマートスピーカーの

技術的な課題に起因する指摘もあった． 

 さらに，キャラクターの属性についてヒアリング

を行ったところ，評価が分かれた．大学生のキャラ

クターであることにより，自分や周囲の人の生活と

離れた話を聞くことができて面白いと感じた参加者

がいた一方で，自分の生活と違いすぎて話が合わな

かったという意見や，大学に通ったことがないため

時々話がわからなかったという意見があった．

 なお，雑談の中で行った生活習慣や健康指標に関

する質問の回答も十分に得られた． 

図 4 豊山町での参加者へのヒアリングの様子 

(4)考察
参加者が雑談システムを楽しく生活に取り入れる

ことができ，健康指標に関する質問の回答も十分に

得られたことから，生成 AI での雑談を通して健康情

報を得ることは，高齢者に負担をかけずに継続的に

健康状態を把握する方法となりえると考えられる．  

雑談システムを利用するモチベーションに繋がる，

会話自体の要素として，ユーザが話した内容を覚え

ていること，ユーザの名前を呼ぶこと，キャラクタ

ー自身の予定について話すことが重要であることが

わかった．このため高齢者に向けた雑談のシステム

ではこれらの要素を含めた対話にすることが必要だ

と考えられる．また，挨拶など親しみやすい方法で

雑談を始めることができることも有効である． 

LINE メッセージを見て話しかけた参加者が多かっ

たことから，個人にカスタマイズしたメッセージを

送ることは，雑談システムを活用するためのリマイ

ンダーとして有効であると考えられる．加えて，ヒ

アリングを通して，雑談の内容に触れたメッセージ

を送ったことがキャラクターへの愛着にもつながる

ことが明らかになった．このため，対話内容に触れ

たメッセージは動機づけに有効であると考えられる． 

 また，日替わりクイズなどのコンテンツもある程

度は有効だと考えられるが，高齢者が違和感を抱か

ない実装が必要である． 

６．おわりに
 本研究では，高齢者の健康支援のため，雑談を通

して健康状態についての情報を取得することのでき

るシステムを開発し，実際に高齢者に利用してもら

う中で，どのような要素が利用のモチベーションに

つながるかを調査検討した．参加高齢者は，雑談シ

ステムを楽しみながら利用することができ，アンケ

ートやヒアリングを通して利用を促す要素を明らか

にすることができた．

 今後は，高齢者に親しみやすい話題提供や，より

違和感のない会話ができる雑談システムにすること

で，より高齢者に楽しく利用してもらうことが可能

となると考えられる．また，キャラクターの属性に

ついては意見が分かれたため，参加者によって希望

の属性を選択することができるようにすることで，

モチベーション向上を図ることも考えられる． 
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メディアが媒介する集まりの一時性と流動性

――1970年代以降の日本におけるメディア批評から 
Ephemerality and Liquidity of mediated gatherings: From media 

criticism in Japan since the 1970s 

○立石 祥子
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Shoko  TATEISHI 

1中部大学人文学部メディア情報社会学科 Chubu University, Department of Media Information Society 

要旨･･･本研究では，とりわけ1970年代以降の日本における〈出来事〉としての集まりに関する言

説に着目する．特に，メディアとしての都市における集まりと，電子メディアを介する集まりの捉

え方を見ていくことで，流動性と一時性が集まりの特徴としてそれぞれどのように評価され得るの

かを明らかにする．

キーワード メディア， 一時性，流動性

１．はじめに
本研究では，とりわけ1970年代以降の日本におけ

る〈出来事〉としての集まりに関する言説に着目す

る．日本における〈出来事〉としての集まり論は，

大別すると，メディアとしての都市における集まり

論と，電子メディアを介する集まり論がそれぞれの

文脈で展開してきたと考えられる．

他方，〈出来事〉としての集まり論では，流動性

と一時性という二つのキーワードが混在しながら論

じられている．さらに，一時性の評価に大きな意味

を持つと考えられる議論の系譜が，一連の学問的水

脈として捉えられてこなかったという問題もある．

以上の問題意識の上で，メディアとしての都市に

おける集まりと，電子メディアを介する集まりの捉

え方を見ていくことで，流動性と一時性がそれぞれ

どのように評価され得るのかを明らかにする．

２．象徴的コミュニティ論における流動性と一

時性
人々の集まりは，しばしばコミュニティに関する

研究の中で，欧米の言説が中心となって展開してき

た．「共同体はかつてあったが，今は失われてしま

った」とする「コミュニティ喪失論」と「現在でも

コミュニティは存在する」とする「コミュニティ存

続論」の対比に加え，ネットワーク研究の視座を持

つ「コミュニティ解放論」が登場し，メディアを介

して人びとが共同体意識を持つ可能性が示唆されて

きた．ところがここへさらに，メディアを帯びた諸

個人が集まる流動的あるいは一時的な集まりとして，

コミュニティの象徴性に着目する議論が台頭してい

る．中でも，社会学者のジェラード・デランティは，

空港のラウンジ，通勤電車といった通過の場におい

て，都市に出現する道徳的目的を持たない集合を，

現代を代表するコミュニティと捉え「ポストモダ

ン・コミュニティ」と命名している（Delanty, D.
2003=2006）．この立場は，コミュニティを出来事や

状況的なものとして描き出す．

ところが，この流動的であるとみなされる集まり

の中に，一時的と呼べるものが含まれているのでは

ないかと指摘したい．集まりを〈出来事〉と捉える

ものの見方の中に，流動性を評価する軸と一時性を

評価する軸が混在しているのである． そこで，次章

以降では，流動性を評価するような議論として，メ

ディアとしての都市に着目した集まり論，そして一

時性を評価するような議論として，電子メディアを

介する集まり論について，順に確認していきたい．

３．メディアとしての都市に着目した集まり論
まず，都市そのものを，人々の相互作用の磁場と

みなす議論の系譜をみていきたい．たとえば吉見俊

哉（1987=2008）は，故郷から上京してきた者たちが

作り上げる「盛り場」を〈出来事〉として捉えるこ

とを提案している．戦前の浅草と銀座において，洋

品店や百貨店のショーウィンドーが表現する美しく

新しく香高きものを人々がまなざし，特権的な街の

雰囲気を上演する様子を「『モダン』の位相」とす

る．その一方で，戦後の新宿と渋谷が，絶えず現代

的空間として差異化し続け「避難所」として機能す

る様子を「『ポストモダン』の位相」とみなす．

都市における百貨店やターミナル，ホテル，大学

を例に，故郷とは異なる集まりが「新しい“ふるさ

と”」となると指摘し，従来のふるさとを外在化して

みせると同時に都市の集まりを「ある精神的な原

点」と踏み込んで表現したのが黒川紀章（1969 
p.161）である．シカゴ学派の都市社会学において，

クロード・フィッシャーが「下位文化理論」議論を
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展開したように，都市においては婚前交渉や妊娠中

絶，同性愛，マリファナといった，いわば固定的な

コミュニティである村落共同体では受け入れられて

こなかったような事柄への寛容性が高く多様なサブ

カルチャーが展開するとされる．これらの当事者で

あるマイノリティが，都市の盛り場に集うことは，

都市の集まりが従来のコミュニティからの「避難

所」となるだけでなく，むしろ自らの精神的な原点

にすらなる．換言すれば，ここに生じる集まりの流

動性は，故郷や普段の居住地に代表される従来的な

コミュニティを前提にしつつ，日常的な生活空間を

越えて存在するため，都市における特定の場所に発

生すると考えることができる．

４．電子メディアを介する集まり論

これに対して一時性は，あくまで個人を出発点に

した時に生じるメディア環境のことを指していると

考えられる．たとえば喫茶店で友人同士会話もせず

雑誌を読みふける学生たち，ウッドストックのロッ

クコンサートで思い思いに参加する人びとなど，メ

ディア・テクノロジーと一体となって一人一人の情

報のカプセルの中で過ごしつつも，時折，対面でも

ヴァーチャルな空間でも，カプセル同士がドッキン

グし，ヴァイブレーションを起こすと論じたのが，

平野・中野（1975）によるカプセル人間論である．

このメディア観は以降に引き継がれる．たとえば，

「ニューアカデミズム」と呼ばれた研究の一群があ

る．伊藤俊治は，ウォークマンを例とする「メディ

ア・スーツ」や環境の「宇宙船」化といった概念を

提案している．メディアと一体となった人々は宇宙

船としての個室にこもり，宇宙空間を彷徨いつつも，

時折，他の宇宙船とドッキングし，振動する．さら

に「オタク」もまた，メディアとともに個室に孤立

しつつ，同時にメディアを介して一時的なドッキン

グを繰り返す様子が注目を集めていく．加えて富田

英典（2009）は，90年代に大ブームとなった「ダイ

ヤルQ2」をめぐり，見知らぬ者同士の電話を介した

一時的な交流という新たなコミュニケーション・ス

タイルの実態を暴いていく．これらにもカプセル人

間論の展開を見て取ることができる．

個々人が情報の膜の中に孤立しつつも，他のカプ

セルと集まり，共鳴する――中野（1997）によれば，

この議論の特徴は，個々人がそれぞれ個室の中で孤

立している様子を常態とする点である．孤立を常態

とし，メディアを介して集まることもあるが，そこ

では互いに共鳴するだけである．共鳴とは，一時を

共有することで，それぞれのカプセルの動きが似て

くるという意味あいで，従来想像されてきた全人格

的交流とは違う，新たなコミュニケーション・スタ

イルであった．ここで発生する集まりは一時的で儚

く，互いに集まっていると意識しているかすら怪し

いような集まりである．

平野と中野は旧来のコミュニティの捉え方とカプ

セル同士のドッキングの違いについて，「組織・集

団と抱き合わせになったコミュニケーションは観念，

イデオロギー，心理などの，集合意識という浸蝕物

質を使って入り込み，いつも間にか腰をすえる．

（中略）ヴァイブレーションは，集団もとばして情

報が一気に個体のテリトリー（領域）にとびこんで

きて共振を起こす」（平野・中野 1975, pp.121-122）
と指摘する．これらの集まり論では，そもそも従来

的なコミュニティとは異なる集まりの見方そのもの

を提供していると言える．

５．結論

本研究では，〈出来事〉としての集まりに関する

議論の流動性と一時性をめぐって，1970年代以降日

本で論じられてきた言説を理論史としてなぞってい

くことで，これらの要素が評価される際，それぞれ

どのような特徴を持つか検討した．

まず，流動性は，故郷のような既存のコミュニテ

ィに対するオルタナティブを提供するという点でリ

ベラルに働く可能性があると言える．同時に，オル

タナティブな場が日常的な生活空間を越えて生まれ

ることから，その流動性は都市における特定の「場

所」への着目から論じられてきたと考えられる．

これに対して，一時性は，個人を出発点にした時

に生じるメディア環境をめぐって論じられてきた．

あくまで個々人は情報機器とセットになってカプセ

ルの中で孤立しており，孤立そのものが常態である

ため，そこで生じる一時的な集まりはコミュニケー

ションですらない共鳴であるとされる．したがって，

既存のコミュニティなどないのだという前提に立っ

たこの議論は，巨大で恒常的なマスメディアに結び

付けられ集約される末端としての個人，という構図

を破壊するラディカルさを持っていると考えられる．

参考文献
1) Delanty, D. (2003): Community, routledge(『コミュニティ

――グローバル化と社会理論の変容』，山之内靖，伊藤

茂訳，NTT 出版，2006). 
2) 富田英典（2009）『インティメイト・ストレンジャー―

―「匿名性」と「親密性」をめぐる文化社会学的研究』

関西大学出版部. 
3) 中野収(1997)『メディア人間――コミュニケーション革

命の構造』勁草書房. 
4) 中野収(2001)『メディア空間――コミュニケーション革

命の構造』勁草書房. 
5) 平野 秀秋, 中野 収(1975)『コピー体験の文化――孤独な

群衆の後裔』時事通信社.
6) Fischer, Claude S. (1975): Toward a Subcultural Theory of

Urbanism, American Journal of Sociology, 80: 1319- 41.(「ア

ーバニズムの下位文化理論に向かって」森岡淸志編『都

市空間と都 市コミュニティ』広田康生訳, 日本評論社，

＝ 2012,  127-64)

- 26 -



社会情報学会中部支部・芸術科学会中部支部・情報文化学会中部支部 

合同研究発表論文 

リモート「臨床医学の誕生」

――「非接触的触覚」という概念からのメディアの脱構築――
The Birth of the "Remote" Clinic 

―a deconstruction of media from the concept "Non-contact tactile"― 
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要旨･･･本稿は「触覚」を哲学的に考察し、『臨床医学の誕生』を参照して「死」よりも医学で否

定的に扱われてきたものを明らかにし、メディアによる「遠隔」であることの倫理的意義を問う。

キーワード 遠隔診療， 臨床医学，メディア論，触覚の脱構築

１．はじめに 

本研究では「遠隔診療（オンライン診療）」

について、哲学的に考察することを目的とする
、、、、、、、、、、、、、、、、

。

とくに、五感の内でも「触覚」に注目すること

で「リモート」であることの倫理的意義を明ら

かにしたい。そこには、まさに他者自体と向き

合うための方法論が秘められているからだ。遠

隔診療は以下に定義される。「患者と医師をイ

ンターネットでつなぎ、ビデオ通話やチャット

機能などを使って診察することです。パソコン

やスマートフォン・タブレットのデバイスを使

って非対面で診察できるため、COVID-19 の流

行をきっかけに導入を検討する医療機関が増え

ました。遠隔診療は、診察の予約から処方、決

済まですべてがインターネット上で完結します。

もともとは、医療機関が少ない離島や僻地に住

んでいる人が対象でしたが、厚生労働省の規制

緩和やインターネットの普及などによって遠隔

診療が少しずつ普及しています。[NTT 東日

本]」わざわざ病院に行く必要がなく、ウイルス

のような院内感染の不安がない（「体調に不安

があっても、以前のようにゆっくり医師に相談

できないかもしれません。病院に行くのを先に

延ばしたり[岡田, p.2]」）等のメリットがある。 
しかしながら、検査や処置ができない、診察

が難しい疾患がある、コミュニケーションが取

りにくい、ICT ツールに不慣れな人の受診が難

しいなどのデメリットもある。他にも現役医師

とエンジニアが開発した「AI 問診」などもあり、

「約 5 万件の論文データに基づき、AI が患者１

人ひとりの症状や地域・年代に合わせた質問を

自動で生成させ」、「患者が入力した内容が医

療用語に変換されカルテに自動入力」され、

「外来の問診時間が約３分の１に短縮できた病

院も[野口, p.298]」あるという。従来は、医師と

患者が対面し、まさに直で「触れ合う」ことで

診療が行われたが、その原理・原則から逸脱す

ることになる。しかしながら、この「触れ合

う」ことはそもそも哲学的にはどのような意味

を持っているのか。「触れる」ことが直に触れ
、、、、

ることだけを意味しないとしたら
、、、、、、、、、、、、、、、

どうなるのか。

まずは、ミシェル・フーコーの『臨床医学の誕

生』、あるいは、ビシャの生命論を参照しつつ、

医学における「まなざし」の変化を確認しよう。

２．臨床医学の誕生―死のポジティヴィティ― 

フーコーは病に対する「まなざし」の変化を

二つの段階に分けて説明する。最初の転換は 18
世紀の末、古典主義時代までの「種の医学」か

ら臨床医学の「症状の医学」への転換。次の転

換は１９世紀の初頭で、「症状の医学」から、

「組織の医学」あるいは解剖学的臨床医学への

転換となる。まずは、分類学的医学＝「種の医

学」であるが、「18 世紀末まで、病気は身体全

体で罹るものであった。医師はまず患者の病状

から患者が罹っている病気の『種』を探り当て

ようとした。[小林, p.104]」当時は、観察と分類

が自然科学の大きな潮流であり、科、属、種の

階層別の分類が人によって異なり、病人が患っ

ている病気を決定するために、「可視的な症状

と不可視な兆候を区別し、患者の特性による病

状の歪みも勘案するといった秘教的な診察術を

必要とした。[同上]」個人によって病の見方と、

その言い表し方がまったく異なっていた。「し

かし、18 世紀末、フランスでは、革命によって

医療体制や医師養成制度が混乱するなか、緊急

に大量の医師を養成する必要に迫られた。 そこ

で、医学研究と医師養成、そして病気治療の機

能を併せ持つ臨床施設の『施療院』が作られ、
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経験浅い医師たちはそこで眼前の患者が示す病

理現象をひたすら観察し、それを言語で表現す

ることに専念した。[同上]」こうして、個人で

異なっていた病気の見方と言い表し方は共通し

た病に対する「まなざし」となり、それを言語

で詳細に表現して言説となったのである。

そして、さらに「表面的な観察では把握しき

れない病気の真実の姿を知るために、 死後の病

理解剖が積極的に行われるようになった。[同
上]」この「組織の医学」＝解剖学的臨床医学に

おいて、フーコーは近代組織学の父と呼ばれる、

フランスの解剖学者ビシャを参照している。ビ

シャは「連関説」の立場を取る。これは生体に

おける機能は独立して在るのではなく、他の機

能との関係において在ると考えるものだ。した

がって、器官についても個別で捉えられず、諸

器官が相互に関連づけられて捉えられるように

なる。生命は諸器官を結びつけている働きその

ものであって、「これは特定の器官、 組織、あ

るいは細胞に固定され、還元されるようなもの

ではない。『生命を見るのに顕微鏡は必要な

い』 というビシャのモットーは、そのことをよ

く物語っている。[市野川, p.60]」生命が諸器官

を結びつけている働きなら、死は組織の異常で

あり、特定の組織の異常から始まり徐々に広が

っていく。「ビシャにおいて、死は瞬時に、そ

して、一挙に生じるものではなく、体内のある

場所から別の場所へゆっくり広がっていく[同書, 
p.53]」、「生と死が今や一つの線で、相互に分

かちがたく結びつけられるようになった。[同書,
p.51]」それゆえ、病理解剖によって死がどのよ

うに広がり、生を変えたかを逆向きにたどれる。

ビシャは死の概念を相対化し、それが分割不

能の、決定的な、恢復不可能な事件のように

みえていた絶対的な地位から、これを失墜さ

せた。彼は死を気化させ、こまかな死、部分

的な死、進行的な死、死そのもののかなたで

やっと終結するようなゆっくりした死、など

という形で死を生の中に配分したのである。

…ビシャの出発点は、病理解剖学者としての、

原初的な体験であった。その経験は、彼が自

らこしらえたものである。その経験において

は、死こそ、生にポジティヴな真理を与えう

る唯一の可能性であった。…生命論とは、こ

の「死論」 mortalisme の基盤の上に現れる。

[フーコー, pp.199-200]

 こうして、死は生が終わる唯一の絶対的瞬間

であることをやめ、「多数多様なもの、時間の

なかに分散されたもの」になった。死は生を外

から不意に襲うものではなく、生のなかにつね

に配分されているものである。ここから、そも

そも生の根底には死があるという考え方、生と

は死への抵抗の総体であるという考え方が生ま

れ、死は生の真理を語るための視点として役立

つ（「死化 (mortification)」のプロセス）。「現

代の臨床医学は人間の『生』を見るのではなく、

『生』を抵抗させ変化させる 『死』の視点から

『生』を見る病理解剖学のまなざしに支えられ

ている。フーコーは、この病理解剖により、個

人の病がその人独自のものとしての特徴を露わ

にし、そこから個人の『生』の独自性を浮かび

上がらせてきたと指摘する。[小林, p.105]」（生

体の諸事情によって）死はつねにいたるところ

に配分され、死は生の抵抗を受けながら広がる。

抵抗のあり方は、それぞれの患者よって異なる

のであり、それが一人ひとりの生＝尊厳なのだ。

こうして、これまでネガティヴに考えられてき

た「死」が、まったく異なる意義を持つものと

してポジティヴに捉え返される。

３．触覚の脱構築―肯定的「非接触的触覚」―

歴史において、医学における「まなざし」は

変化してきた。医師によって異なっていた病気

の見方と言い表し方は、共通した病に対する

「まなざし」と言説となり、最後には「死」へ

の「まなざし」すらも変わった。これまでに否

定的に捉えられてきたものが、肯定的なものへ

と変化する。しかしながら、医学において否定

されてきたものはもう無いのか。そもそも「ま

なざし」が可能となる条件とは何か。人間には

感覚として五感（視覚、聴覚、味覚、嗅覚、触

覚）があるが、哲学や美学の伝統においては上

級と下級へと区別されてきた。そもそも、プラ

トンはイデア論において肉体における感覚を批

判するのであり、事物の真なる形姿（イデア）

は肉体の目ではなく、魂の眼によって把握され

る（超越的なものを視る眼
、、、、、、、、、、

）。それに対して、

超越的なものに頼らず、人間における経験の条

件を思索によって探求する超越論哲学を創始し

たカントは、認識能力を上級と下級に区別する。

肉体に由来して外的なものに触発されるだけの

感性的認識能力（感性、構想力）は思惟するも

のではない。経験の条件を人間の諸能力に求め

るカントは、知性的な認識能力（悟性、判断力、

理性）によってこそ諸能力による超越論的主観

性が触発され、その限界が吟味され、さまざま

な場面での関係性がそのつど探求されていく。

美学の伝統において、美に関わるのは高級感

覚とされる視覚と聴覚であり、低級感覚とされ

る味覚、嗅覚、触覚は美に関わらないとされる。
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たしかに、絵画や音楽などの芸術作品を鑑賞す

るのは視覚や聴覚であり、（一部の現代アート

の試みを除いて）低級感覚においては自分が満

足できるかどうかの快／不快や、心地よさなど

が判断されるに過ぎない。そこには思惟などな

く本能的なものに留まる。カントが低級感覚と

される味覚、嗅覚、触覚を劣位とするのは、こ
、

れらの感覚が発生する条件は距離がないこと
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

だ

からである。距離が０ならば冷静な趣味判断は

できず、ただ対象を享受だけだ。触覚は対象物

へ直に触れ、対象からスベスベやザラザラなど

の感覚を得る。味覚の場合は、舌の味蕾に飲食

物が触れ、辛さや甘さ、旨味などの味の感覚が

得られる。さらに、嗅覚もそうであり、対象物

の匂いの分子が鼻の嗅覚受容体を刺激すること

で匂いの感覚が得られるのだ。したがって、距

離が取れなく、思惟の対象にはならない。それ

に対して、視覚と聴覚は、見ているものと音を

発するものと距離があり、思惟の対象となる。

これが高級感覚と低級感覚に区別される理由で

あるが本当なのだろうか。ここでは、身体にお
、、、、

ける感覚という経験の条件とは何か
、、、、、、、、、、、、、、、、

、という身

体感覚への問いを提起してみよう。 
 

 感覚器官に触れているのは、視覚の場合は光

で、聴覚の場合は音波である。カレーから反

射された光が眼に入ることでカレーが見える

し、煮立ったカレーによって振動させられた

空気の波が耳に入ることでその音が聞こえる。

視覚や聴覚の場合、感覚器官は対象そのもの

（カレー）には触れていないが、対象と触れ

た別物（反射光や音波）と感覚器官が触れる

ことで、対象についての情報が得られている。

光や音波といった媒介を利用することで、視

覚や聴覚は知覚者から離れたところにある対

象を捉えることができるのだ。[源河, p.7] 
 

 このような視点から考えれば、結局のところ

五感すべての発生条件は距離がないことであり、

眼に反射光が触れ、耳の鼓膜に音波が触れ、舌

の味蕾に飲食物が触れ、匂いの分子が嗅覚受容

体に触れることによって、それぞれの感覚が生

じる。あらゆる感覚を支えているのは「触れ

る」こと、触覚だったのである。哲学や美学の

伝統においては思惟することが優先され、低級

感覚は貶められてきた。しかしながら、そもそ

も哲学や美学の思惟の構造が低級感覚の触覚に

よって陰で支えられていたのだ。知性的な思惟

という構造は低級感覚と「触れる」ことを排除

し、その構造を維持するものとして包摂してい

たのであり（排除＝包摂）、「触れる」ことが

背後で働くことによって可能となっていたのだ。

このような「脱構築[déconstruction]」は経験の

条件を明らかにすることで、人間の感覚という

経験を支えている「触れる」こと自体をわれわ

れに感覚可能にしてくれる[霜山, 第一章参照]。 

 医学において「まなざし」は変化したが、そ

もそも「まなざし」を可能にしていたのが「触

れる」こと、触覚だった。診療において重要と

なる視覚と聴覚（病の兆候を観る、器官の音を

聴く、患者の病状の訴えを聞くこと）は、眼に

反射光が触れ、耳の鼓膜に音波が触れることで

可能になっており、それらの感覚はそもそも

「遠隔」なのだ。距離があって、それ自体には

接触しないが、視覚と聴覚は「触れる」ことに

よって成立する。前述したように、医師と患者

が対面し、まさに直で「触れ合う」ことで診療

が行われてきたが、その原理・原則から「遠隔

医療」は逸脱する。しかしながら、そもそも医

療行為における視覚と聴覚は「遠隔」で、眼に

反射光が触れ、耳の鼓膜に音波が触れることで

可能になっていたのだから根本的には変わって

いない。本研究では、それ自体には接触しない

にも関わらず、「触れる」ことによって可能に

なるものを、「非接触的触覚」という概念によ

って提起する。これまで否定されてきた、この

ような触覚こそが医療を可能にしていたのであ

り、「遠隔医療」を考察するためには、これを

肯定的に解放する必要があるのだ。 

 さらに、メディア自体についてみてみよう。

テクノロジーの発展によってメディアが変化し、

その変化こそが人間の感覚比率を変えてしまう

と主張したのがマーシャル・マクルーハンであ

った。マクルーハンはメディアが送ってくる情

報の「内容」を分析するのではなく、メディア

の「形式」が人間における経験の条件を変えて

しまうことを問うた（「メディアはメッセージ

である」、つまり、メディアの「形式」こそが

人間を問うための情報となる）。こうして、

「メディア[medium]」はただの「中間的なも

の」ではなく、具体的に経験可能で思考可能な

条件になる。例えば、太古においては話し言葉

こそがメディアであり、人間にとって聴覚が最

も重要であった。それに対して、文字というメ

ディアが生まれ書き言葉ができ、視覚の方が優

位になった。しかしながら、ラジオはMCの言う

ことを一方的に集中して聞くという聴覚の変化

をもたらした。そして、最後にテレビは映像と

音声がありそれらを視聴者が自由に探索して視

聴するという自由な諸感覚をもたらしたとマク

ルーハンはする。こうして、メディアの変化は
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そのまま人間における経験の条件の変化となる

（「メディアはマッサージである」、メディア

の変化によって人間の感覚比率も変わる）。 

テレビによって拡張されるのは、触覚という

能動的で探索的な感覚である。触覚は、視覚

というひとつの感覚だけではなく、すべての

感覚を同時に関与させる[マクルーハン, p.127]。

電子メディアの発展によって、リアルタイム

で人間は世界中の人々とのコミュニケーション

が可能となり、まさに距離が０となった
、、、、、、、、、、、

[霜山, 
第四章参照]。したがって、現代のメディアもま

た、「触れる」こと、「非接触的触覚」によっ

て可能となる。「遠隔（オンライン）」のやり

取りでは現地に行く必要がなく、距離があろう

ともそれを「０（ゼロ）」にしてリアルタイム

のコミュニケーションを実現させる。最後に、

現代のメディアにどのような他者性、倫理性が

あるのか考察しよう。ジャン＝リュック・ナン

シーは、『私に触れるな』において、絵画の問

題から新たな触覚的感覚について思考する。マ

グダラのマリアをナンシーは取りあげ、とくに、

多くの絵画の主題となった「イエスの復活の場

面」に注目する。それは復活したイエスが初め

て姿を現わし、驚いたマリアがイエスの身体に

触れようとする場面である。「イエスが、『マ

リア』と言われると、彼女は振り向いて、ヘブ

ライ語で、『ラボニ』と言った。『先生』とい

う意味である。イエスは言われた。『わたしに

すがりつくのはよしなさい。』」というやり取

りが行われた。彼女がイエスの身体にすがりつ

くような身振りをしたとき、彼は「我ニ触レル

ナ[Noli me tangere]」と弟子の愛情のこもった手

を拒絶する。この場面は謎めいており、なぜ身

体に触れられることを拒み、他者に触れようと

することを咎めるのか。

触れることがすぐれて構成する、あの敏感な

点に（それは結局、感覚可能なものの点「な

るもの」である）、そして触覚のうちで敏感

な点を形成するものに触れる。ところが、こ

の点はまさしく、触覚が触れない点、その

〈触〉（その芸術、その感触、その優美[＝

恩寵]）を行使するためには触れてはならな

い点である。つまり、それは、触覚が集める

ものを分かつ、広がりをもたない点あるいは

空間であり、触れられたものから触覚を隔て、

それゆえ〈触〉それ自身から〈触〉を隔てる

線である。 [ナンシー, p.24]

「触れること」は、《私》が対象や他者に触

れることであり、そこから《私》にとってだけ

の触覚的なイメージが生じる。他人の身体に触

れることは、自分の身体を動かすことで距離を

０にして、他者の身体を《私》に還元すること

でもある。それは、他者を自分のものにするこ

と、しかも、いつかは死ぬこの肉体の感覚へと

暴力的に一体化することなのだ。いくら他者の

身体に触れても、結局のところは自分の触覚に

還元してしまうだけで触れたことにはならない

し、触れたのは他者の身体ではなく、《私》の

触覚的イメージでしかない。つまり、イエスの

身体に実際に触れてしまうと、それは、暴力的

に還元されたマリアの触覚的イメージにしかな

らないのだ。現実的な肉体によって他者の身体

に触れると、他者そのものに触れることはでき

なくなる。医学が否定してきた「非接触的触

覚」、それによる、そもそもこれまで行われて
、、、、、、、、、、、、

きた
、、

「遠隔医療」の可能性はこのような他者と

の「触れ合い」による倫理性を秘めている。現

代のメディアを用いて、むしろ、離れることに
、、、、、、

よってこそ
、、、、、

、触覚による真の他者性と向き合え

る（メディアは何でも還元できる「中間的なも

の」ではない。中動態、コミュニケーション、

ネットワーク、対話、ケア…）。他者を自己へ

と還元しない方法論がメディアの脱構築にはあ

り、他者は「かわいそう」などの同情論ではな

く、倫理的な思考を触発することでこれからも

生じる。これは思考する者の義務であり、それ

はつねに人間の経験の条件を見抜くことである。
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高等学校「情報Ⅰ」教科書における用語「情報」の定義 

Definitions of the Term 'Information'  

in 'Informatics I' Textbooks of Japanese High Schools 

佐藤 朝葉，長谷川 聡，竹尾 淳
Tomoha SATO, Satoshi HASEGAWA and Jun TAKEO 

名古屋文理大学 情報メディア学部 情報メディア学科  Nagoya Bunri University 

要旨･･･2022年度から始まった高校『情報I』の全教科書12種類（13冊）を対象に，用語「情報」の

定義または説明の記述を調査した．定義を4通りに分類し，「データ」等の用語との比較による説

明や，情報の特性の記述も分類して，「情報」の多義性と高校教科書での扱いの現状を整理した． 

キーワード 情報教育，高校教育，教科情報，教科書，用語定義

１．はじめに 

「情報」が何を意味するのかは，情報学および情

報文化学や社会情報学にとって基本的な問題である． 

日本語の「情報」は和製漢語で，訳書『佛國歩兵

陣中要務實地演習軌典』（1876年刊）でフランス語

renseignementの訳語として「敵情報知」の意味で使

われたのが初とされる（小野2005）1)．1900年代はじ

めには森鷗外がドイツ語Nachrichtの訳語に用い，そ

の後，英語intelligenceの訳，次いでinformationの

訳として英和辞典に採用され，およそ1970年頃まで

に「情報」=informationが定着した（上田1990）2)． 

本稿で扱うのは用語「情報」=informationである．

information（動詞inform）は語源を中世ラテン語の

in-（内部に）＋formare（形作る）にさかのぼり，

「教え」や「知らせ」を意味したが，時代とともに

意味の範囲を広げ，「遺伝情報」や「生体情報」，

「情報通信」「デジタル情報」そして「個人情報」

「情報化社会」といった用例が登場してきた． 

現代では「情報」について学問的考察がなされ，

シャノンは情報の符号化を数学的に研究して，事象E

が起こったことを知った時の情報量I(E)を事象が起

こる確率P(E)でI(E)=-logP(E)と定義した．これは，

確率の小さい事象が起きたことを知るほうが情報量

が大きいことを意味する．つまり事象が起きる確率

の差が「情報」であり，「情報」は不確実性を減じ

るものであると定義できる（Shannon1948）3)．一方，

文化人類学者ベイトソンは「情報」を「差異を生む

差異」と定義して「主体＝自分にとって意味のある

ものが情報である」とした（Bateson1979）4)．

西垣通は基礎情報学を提唱し，「情報」を生命情

報，機械情報，社会情報に分けて「情報」の客観的

な定義と主観的な定義を包括・統合しようとした．

西垣によれば「情報とは，人間にとって（より広く

は生物にとって）意味すなわち価値をもたらすもの

である」（西垣2004）5)． 

日本の高校の教育課程では，教科『情報』が，

2003年に必履修教科として始まり，約10年ごとの2度

目の改訂で2022年度から必履修科目の『情報I』が始

まり選択科目『情報Ⅱ』も設定された．内閣府「AI

戦略2019」の教育改革の一環で，『情報I』は，2025

年度入試から大学入学共通テストでも出題され，全

大学で実施を目指す「数理・データサイエンス・AI

教育（リテラシーレベル）」に繋がる内容である． 

高校で教科『情報』が必履修化されて以降も，用

語「情報」の単一の定義が定まったわけではない．

坂村健は「一言でずばりと定義できるものではない」

として著書（坂村2003）6)で「情報とは何か？」につ

いて1章16ページを割いて説明している．本稿に先行

する研究（中園2024）7)では高校『情報I』の教科書

12種類のうち10種に定義の記述が見られ，定義の内

容は「知らせ・様子」への言及4種，「判断材料」へ

の言及9種，「整理・意味価値」への言及4種類と，

一意に定まっていないことを明らかにしている． 

本研究では，令和３年検定済み教科書の高校情報

科『情報I』の全12種類13冊の記述を改めて調査し，

用語「情報」の定義や意味の説明を含めて整理した． 

２．調査の目的と方法 

本研究の目的は，高校の必履修科目『情報 I』の記

述を調べて「情報」の意味とその高等教育での扱い

を明らかにすることである．教科書間の比較を目的

とするものではなく，もとより記述内容や形式によ

って教科書の優劣等が決まるものではない． 

対象の全教科書の本文・脚注・図・表・巻末用語

集から「情報」の定義や意味の説明に関する個所を

抽出し，説明されている内容や表現を整理した．  

３．結果 

 各教科書の記述から「情報」の定義または意味の

説明に関する部分を抜粋して，表１に示す．
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表１ 「情報Ⅰ」各教科書における「情報」の定義または説明部分の引用・抜粋
出 

版 

番＊ 

号 

書名 

（著作代表または編者） 
「情報」の定義または説明 

東
京
書
籍 

701 新編情報Ⅰ (本文)情報とは，世の中の出来事や知識を伝えるための「知らせ」のこと③で，適切な判断をするた

めなどに役立つもの①である。情報は，受け手にとって意味や価値を持ち，何らかの影響を与え

る。(中略) 

データを記録しただけでは単なる数値の並びにすぎない。これをある基準で分類したり，並べ替

えたり，集計したりすると，利用者にとって意味があるもの②になる。これが「情報」である。 

〔図の説明文〕主体にとって何らかの意味や価値を持つもの②が情報であり，当然のことを伝えて

も情報にはならない。 

〔図内の記述〕データに意味や価値を付加する②ことで情報となる。 

（章末用語集）情報…出来事や知識を伝えるための「知らせ」③。 

（巻末用語集）情報…事物や出来事に関する知らせ③。そのような知らせが伝わることで，人は物

事に対する判断①をしたり価値観を持ったりする。 

702 情報Ⅰ Step Forward！ (本文)情報とは，物事に関する知らせ③であり，それを受け取る主体に判断や振る舞いの基準を

与えるもの①である。例えば，毎日の気温や湿度，（中略）は単なる数値の並びである。これを何

らかの基準で分類したり，（中略）利用者にとって意味があるもの②となる。これが情報である。 

〔図の説明文〕主体にとって何らかの意味や価値を持つもの②が情報であり，（以下略） 

(脚注)情報とは，その受け手にとって意味のあるメッセージ②をいう。 

（脚注に JIS X0001による「情報」の定義の引用がある．） 

（章末用語集）情報…物事に関する知らせ③であり，それを受け取る主体に判断や振る舞いの基

準を与えるもの①。 

（巻末用語集）情報…事物や出来事に関する知らせ③。そのような知らせが伝わることで，人は物

事に対する判断①をしたり価値観を持ったりする。 

実
教
出
版 

703 高校情報Ⅰ Python 

（苅谷昌己） 

(本文)情報とは，一般的に，人間が判断したり，行動を起こしたりする際に必要なもの①と考えられ

ている。(中略)事実や事柄などを数字や文字，記号で表現したデータを，目的に応じて整理して

意味や価値を付加したもの②が情報であり，（以下略） 

（別途，基礎情報学の説明がある．） 
704 高校情報Ⅰ JavaScript 

（苅谷昌己） 

705 最新情報Ⅰ 

（苅谷昌己） 

(本文)情報とは，事物や出来事の内容や様子を示し，行動や意思を決めるときの判断材料になる

事柄①をいう。 

（脚注）生命活動を維持するために必要な信号や状態の変化，さらに，コンピュータなどの機械

が処理する対象や内容についても，情報ということができる。 

706 図説情報Ⅰ 

（苅谷昌己） 

（本文では，情報の定義に関する明示的な記述は確認できない．） 

〔図内の記述〕情報：「データ」を目的に応じて整理したもの② 

（章末まとめ）事実や現象などを，数字や文字，記号を用いて表現したものをデータといい，それ

を目的に応じて整理したもの②を情報という。 
開 
隆 
堂 

707 実践 情報Ⅰ (本文) “情報”には，“データ”として表現される記号的な側面と，解釈され，意味を持つ“情報”②と

しての側面があります。 

数
研
出
版 

708 高等学校 情報Ⅰ 

（坂村健） 

(本文)〔図 1:テーブルに投げたマッチ棒〕〔図 2:人が並べた？マッチ棒〕この２つの状態には大き

な違いがある。そのちがい④が情報である。 

(本文)「ちがい」を生み出すもの④，つまり，意思決定の判断材料になるものが「情報」①であるとい

える。 

(本文)「情報」とは意思決定の判断材料①であり，行動の結果を左右するような差を生みだすもの④。 

709 情報Ⅰ Next 

（坂村健） 

(本文)情報とは，何かを行動するとき，その意思決定の材料になることがら（知識や事実など）のこ

と①である。 

（脚注）「情報」は意思決定の判断材料になるもの①，（以下略） 

（編末まとめ）何か行動するとき，その意思決定の材料になることがら①を情報という。 

日
本
文
教
出
版 

710 情報Ⅰ 

（黒上晴夫，堀田龍也，

村井純） 

(本文)情報とは，わたしたちの考えや行動といった意思決定の材料となるもの①を指すが，一般に

は，データや知識まで含めた広い意味で用いられることも多い。 

（脚注）情報：一般に人にとって意味や価値のあるデータやメッセージ，知識のこと②。  

711 

712 

情報Ⅰ図解と実習 
図解編/実習編 
（黒上晴夫,堀田龍也，
村井純） 

(本文)わたしたちは何かを考え判断するとき，情報を利用①する。情報は，コンピュータやインター

ネットなどの情報通信技術の発達によって，人々がいつでも利用できる形で，世界中を大量に

行き交っている。

第 
一 
学 
習 
社 

713 高等学校 情報Ⅰ  (本文)いろいろな事実や事がらを，数字・文字・記号などであらわしたものをデータ，それを解釈し

て人間にとって意味や価値をもたせたもの②を情報とよぶ。（中略）意思決定や適切な判断の助

けになる①。 

（章末まとめ）いろいろな事実や事がらを，数字・文字・記号などであらわしたものをデータ，それ

を解釈してデータに意味をもたせたもの②を情報とよぶ。 

下線①～④は筆者による定義の分類：①意思決定や行動の判断材料となるもの，②データに意味や価値を持たせたもの，③物

事に関する知らせ，④行動の結果を左右するような差を生み出すもの 

＊「番号」は文部科学省：教科書目録「教科書番号」8)を示す． （括弧内）は全て筆者による説明である 
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表１において，教科書番号703と704の教科書は

別々の教科書であるがプログラミングの部分以外の

内容が同じであり今回の調査対象部分は共通の記述

内容である．また，教科書番号711と712は分冊の２

冊をセットでひとつの授業で使う教科書であるため，

１種の教科書とみなした（本調査の結果の該当箇所

はすべて図解編711からの抜粋となった）． 

 表１に示すように，教科書によって，定義を示し

ている場合と意味や性質を説明している場合がある

が，図や脚注の記述も含めるとすべての教科書で

「情報」の定義や意味内容に関する記述が見られた．  

教科書によって定義や意味の表現や内容が異なる

だけでなく，ひとつの教科書に複数の定義や説明が

ある場合が多く見られた．ひとつの教科書の複数の

箇所に異なる定義や説明が記されたものもあった． 

筆者らは，教科書に見られる「情報」の定義また

は意味の記述を，意味内容を考慮して４通りに分類

した．①意思決定や行動の判断材料となるもの，②

データに意味や価値を持たせたもの，③物事に関す

る知らせ，④行動の結果を左右するような差を生み

出すもの，の４通りである．表１の抜粋部分に下線

をつけて①～④で示した．  

 上記の①～④の分類を，改めて表２にまとめなお

した．表２においては，前述の状況から，教科書番

号 703 と 704 の記述を１種類，分冊形式の 711 と 712

も合わせて１種類とみなしている．調査対象は 12 種

類 13 冊の全教科書であるが，本稿では以降，教科書

の記述を全 11 種類とみなして分類・カウントする． 

 また，調査の過程で，例えば②データに意味や価

値を持たせたもの，のように「情報」の定義を示す

にあたって「データ」の定義と比較することで「情

報」の意味を説明する記述があることがわかり，

「データ」のほか「知識」「知恵」との対比も含め

て「情報」との比較の記述の有無を表２に整理した． 

 また，多くの教科書で，例えば「もの」と比較し

て「情報」には「形がない」など，「情報の特性」

を示すことで「情報」の性質や「情報」が意味の理

解を図る記述が見られたため，表２に「情報の特性」

に関する記述についてもまとめた．ここで，情報の

「残存性」とは，情報を他者に伝えても手元に残っ

て消えない性質，「複製性」とは，容易に複数の同

一内容を作り出せる性質，「伝播性」とは，伝わり

広まりやすい性質，「個別性」とは，情報を受け取

る人によって価値や評価が異なるという性質，「目

的性」とは，情報の発信者や受信者の意図が介在す

るという性質である．これを「情報」の特性として

説明している場合を表２では〇で示した． 

 以下に，表２で示した調査結果について記す． 

(1) 「情報」の定義または意味の説明の分類 

11種類中の分類は以下の通りであった（表２）． 

①意思決定や行動の判断材料となるもの：9種 

②データに意味や価値を持たせたもの：7種 

③物事に関する知らせ：2種 

④行動の結果を左右するような差を生み出すも

の：1種 

また，①～④のうち1つを記した教科書が1種，２

つを記したものが4種，3つを記したものが2種であっ

た（表２「情報」の定義）． 

(2) 「情報」と「データ」「知識」「知恵」の比較 

「情報」を「データ」と比較した記述は，11種中

10種に見られ，うち3種は「知識」さらに2種は「知

恵」にも言及している（表２「情報」との比較）． 

(3) 「情報」の特性についての言及 

情報の特性として「形がない」ことを説明してい

た教科書は7種，「残存性」「複製性」「伝播性」の

3つの性質が記述されていた教科書は8種（残存性な

どの性質名を表す用語ではなく「消えない」などの

ように表した説明のみの場合も含む）であった． 

「個別性」またはそれに相当する記述は9種，「目的

性」は3種で説明されていた（表２「情報」の特性）． 

 

表２ 「情報Ⅰ」の各教科書における「情報」の定義の分類および比較対象と特性の記述の有無 

 「情報」の定義 「情報」との比較 「情報」の特性 

番号＊ ①  ② ③ ④ データ 知識 知恵 形がない 残存性 複製性 伝播性 個別性 目的性 

701 ○ ○ ○  ○   ○ ○ ○ ○ ○  

702 ○ ○ ○  ○   ○ ○ ○ ○ ○  

703 

704 
○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

705 ○    ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

706  ○   ○    ○ ○ ○ ○ ○ 

707  ○   ○       ○ ○ 

708 ○   ○ ○       ○  

709 ○    ○         

710 ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

711 

712 
○       ○ ○ ○ ○   

713 ○ ○   ○   ○ ○ ○ ○ ○  

①～④は筆者による定義の分類（表１と共通）：①意思決定や行動の判断材料となるもの，②データに意味や価値を持たせた

もの，③物事に関する知らせ，④行動の結果を左右するような差を生み出すもの 

＊「番号」は文部科学省：高等学校用教科書目録 8)「教科書番号」を示す．
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４．考察 

(1) ｢情報｣の多義性と教科書での扱い 

用語「情報」には多義性がある．広辞苑などの辞

書は時代とともに「情報」の意味の項目を増やして

きた経緯があり（高木2019）9)，多くは現状で3通り

以上の意味を掲載している．本調査の結果，高校教

科書『情報I』の11種の記述には，複数の定義・意味

が記され，ひとつの教科書に複数の定義・意味を掲

載している場合もあった（表１・表２の①～④）．

JIS（日本産業規格）による「情報」の定義や，本稿

次項で論じるように「基礎情報学」（西垣2004）5)に

よる定義を併記している教科書も見られた． 

「情報」の最も古くからの定義である③物事に関

する知らせ，を掲載した教科書は2種にとどまり，③

のみを掲載した教科書はなかった．①意思決定の判

断材料，次いで②データに意味や価値を持たせたも

の，が多くを占め，①②の両方を載せたものも5種あ

った（表２）． 

特筆すべき定義として，1種の教科書のみで見られ

た④差を生み出すもの，を本研究では分類の１つと

した．これを掲載している教科書（表１708）では，

他の定義や説明に先立って「情報とは何か」の冒頭

に「複数のマッチ棒をテーブルの上に投げたとき」

を例示して“偶然マッチ棒が特定の文字の形に並ぶ

確率がきわめて低い”ことから，確率の高い「ばら

ばら」の状態と確率の低い「文字の形」の“状態の

違いが「情報」である”としている．これは，シャ

ノンの情報理論（Shannon1948）3)をもとにした定義

であると思われる．別の2種の教科書では，定義や意

味ではないが「情報が与える影響」の中で「当然の

ことを伝えても情報にはならない」と説明し，うち1

種は欄外でシャノンとその業績を紹介している． 

(2) 広義の「情報」と狭義の「情報」 

 定義の分類②は，「データを目的に応じて整理し

て意味や価値を付加したもの」を「情報」とすると

いう趣旨の説明で「情報」を「データ」と比較・区

別して定義するものである．これに加えて「情報を

分析して問題解決に役立つよう蓄積したもの」が

「知識」であるなど，隣接する用語との比較で「情

報」の定義を明確にしようとする記述が複数の教科

書で見られた（表２「情報」との比較）． 

その一方で，複数の教科書に「情報とデータはし

ばしば同じような意味でつかわれるが，」のような

記述や「情報」は「一般にはデータや知識まで含め

た広い意味で用いられることも多い」のような記述

が見られ，“一般には”と断った上で，広い意味で

は「データ」や「知識」も「情報」といえることが

述べられている．用語「情報」には，広義の「情報」

と狭義の「情報」があることを示している． 

特筆すべき内容として，1種（2冊）（表１703,704）

の記述では，表１に挙げた定義や意味の説明とは別

に項目「情報の定義と分類」を設けて学問分野「基

礎情報学」でなされている情報の定義を詳しく紹介

している．そこでは「…あらゆる生物は，…選択に

情報を役立てている。」として「生命情報」を「最

も広義の情報」とし「生命情報」に包含される「社

会情報」とさらに狭義の「機械情報」を紹介してい

る．別の1種の教科書では「生命活動を維持するため

に必要な信号や状態の変化，…機械が処理する対象

や内容などについても，情報ということができる」

という脚注を記しており，この記述も西垣通の「基

礎情報学」（西垣2004）5)に基づくものと思われる． 

(3) 「情報」の特性の説明と「情報」の理解 

さらに，「もの」との違いから，「形がない」

「消えない（残存性）」などの情報の特性を多くの

教科書が掲載している（表２「情報」の特性）．こ

れも，「情報」の定義や意味の説明の記述と同様に，

「情報」が意味するものとは何なのか，の理解を図

る内容となっていると言える． 

なお，本研究で着目した記述部分以外にも教科書

には「メディア」「コミュニケーション」「情報デ

ザイン」「プログラミング」「デジタル情報の仕組

み」など全編で「情報」に関係する記述があり，用

語「情報」をどう理解するかも全編に関係する．ま

た，教科書は教員による授業や生徒の主体的な学び

とともに利用されるものであり，これらを合わせて

理解を図るものであることは言うまでもない．  

 

５．まとめと今後 

高校『情報 I』の 2024年度のすべての教科書を調べ

た結果，用語「情報」について，多様な記述が見ら

れ，情報学の研究成果を踏まえた比較的新しい定義

の解説や説明が取り入れられていることも分かった． 

2025 年には『情報 I』を学んだ生徒が高校を卒業し，

今後の社会の礎や大学での専門教育を経て学問の発

展に寄与していくと考えられる．教科『情報』の教

育内容および用語「情報」の意味の扱いについては，

教育の観点から今後も 把握していきたい． 
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要旨･･･新学習指導要領の導入によりSTEAM教育の推進やプログラミング教育の拡充が求められてい

る．この教育法は，我が国が目指す未来社会の姿Society5.0で活躍する人材育成においても重要と

されている．本研究ではビジュアルプログラミング体験を通じて，参加者が日頃の授業における学

びの重要性に気づいたり，理解を深めることへの有用性を実証する．また，それら体験とデータ利

活用について地域展開を行う．地域との連携による実践的な取り組みが，地域課題の解決や地域振

興へと繋がっていくことを目指す．

キーワード STEAM教育，プログラミング教育，人材育成，オープンデータ，地域振興 

１．はじめに
我が国では，内閣府の第5期科学技術基本計画に

おいてSociety5.01)が提唱され，デジタル技術の活

用による社会課題の解決や経済の発展が期待されて

いる．また，文部科学省は教育再生実行会議2)の中

で，Society5.0で求められる力と教育のあり方につ

いてふれており，初等・中等教育におけるSTEAM教

育の推進が，社会の課題発見と解決する力，幅広い

分野で新しい価値を生み出す力を育み，これからの

社会を牽引する人材育成に重要であると述べている．	
筆者らが所属する研究グループは，STEAM教育推

進に関して，これまでにジェネラティブアート制作

の試行3)やビジュアルプログラミング体験ワークシ

ョップを行ってきた4)．本研究では，これまでの取

り組みで得た成果や課題をもとに改良を加え，追加

の実証実験を実施した．そして，プログラミング体

験を通じたデータ利活用の地域展開を行った．ビジ

ュアルプログラミング体験が，日頃の授業における

学びの重要性に気づくきっかけとなったり，STEAM

教育の技術，芸術，数学それぞれの科目に関する理

解を深めることへの有用性について確認する．また，

地域と連携して取り組むことで，プログラミング体

験によって制作したデータを実社会での利活用へ繋

げることを目指している．	

２．STEAM教育とは 
STEAM 教育は，Science(科学)，Technology(技術)，

Engineering(工学)，Arts(芸術・リベラルアーツ)，

Mathematics(数学)の領域を対象とした，理数教育

に創造性教育を加えた教育理念である．知る(探求)
とつくる(創造)のサイクルを生み出す分野横断的な

学び 5)を指している．米国で STEM 教育として始ま

ったが，AI では難しいとされる創造力を伸ばすた

めの Artsが追加され STEAM 教育となった．

学校現場では，2020年から年次進行で始まってい

る新学習指導要領の導入により，SETAM教育の推進

とプログラミング教育の拡充が求められている．ま

た，これらを産学連携や地域連携などによって取り

組むことが重要とされ，多角的な学びが将来の地域

を担うデジタル人材の育成となることが期待される． 

３．学習コンテンツ開発
ビジュアルプログラミング体験の実施に向け，

STEAM のうち技術，芸術，数学を関連させたデザイ

ン制作体験のための学習コンテンツを開発した．プ

ログラミング言語は Processingを利用する．

3.1 簡易版の学習コンテンツ 

簡易版は 2 つの構成からなっている．1 つは

STEAM 教育や Processing の基礎について説明して

いる資料，もう 1 つはそれら知識をもとにデザイン

を制作する際のパターンや色について説明している

資料である(図 1)．前者には STEAM 教育に関する簡

易的な説明の他，図形や線を描く際に必要なプログ
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ラムの説明が書かれている．また，地域でのデータ

利活用を考慮し，制作したデザインデータを公開す

る方法としてオープンデータについて紹介している．

後者にはパターンや色を選択する際に必要な説明が

書かれており，パターンサンプルは図形で作られる

パターンと線で作られるパターンが各 4 種類紹介さ

れている．カラーサンプルについては 5色 1組の組

み合わせが 8 種類紹介されている．色の配色につい

ては，色彩心理学や色彩検定の公式テキスト 6)に基

づいており，芸術(美術科目)と関連させている．こ

ちらの資料は短時間のワークショップでの利用を想

定している．

図 1. 簡易版の一部 

3.2 通常版の学習コンテンツ 

通常版はスライドごとに，各内容が完結するよう

になっている(図 2)．はじめから順番に進めると

STEAM 教育や Processing の説明，プログラム処理

の流れに関する内容の他，プログラム関数の説明と

理解度を確認するための練習問題，そして色やデザ

インについてなど，本ビジュアルプログラミング体

験に必要な内容を一通り学ぶことができる．特に練

習問題については学んだ内容をすぐにアウトプット

することによって，確実な理解と活用に向けたアイ

ディアの創出に繋がっていくことを狙いとしている．

また，各スライドには難易度を設けており，学習

内容については入門，初級，中級，上級，発展に分

類，練習問題については★マークで示している．参

加者のプログラミングスキルに合わせて，既に知っ

ている箇所はスキップしたり，興味のある箇所から

始めることも可能な自由度の工夫をしている．通常

版は，まとまった時間を確保することができるワー

クショップでの利用を想定している． 

図 2.通常版の一部 

3.3 サンプルコード

簡易版もしくは通常版の学習コンテンツで学んだ

内容を踏まえて，パターンを描画するサンプルコー

ドを作成した．図形で作られるパターンとして

Diamond，Triangle，Flower，Crover の 4 種類，線

で作られるパターンとして Crossing，Snow，Plus，

Shooting Star の 4 種類である．中学の数学で学ぶ

2 次元座標の単元と二重ループでパターンを描くプ

ログラムを関連させており，数学科目の知識がプロ

グラムコードを書く際に求められ，役立つといった

気づきに繋がることを意識している．また，ワーク

ショップという限られた時間の中で参加者に少しで

も多くの情報を伝え，効率よく進めるために，参加

者が書き換えるコードの箇所に「ここを書き換えよ

う」といった注を入れたり，コメントアウトで各コ

ードの説明文を添える改良を行い工夫している．

これらサンプルコードを実行すると約 1 秒毎に背

景色が変わり 5 種類表示される(図 3)．プログラム

は正方形のスペースを縦横に繰り返す二重ループに

なっているため，スペース内に描画されたものがパ

ターンとして表示される．使用する色は配列に格納

しており，配列の先頭から順に背景色に指定し，配

列の最後までいくと再び最初に戻る．加えて，1 ス

ペースのパターンを描くたびに背景色以外の色から

ランダムで選択され背景の色も変わる仕組みである．

図 3.背景色の変化の例 

４．高校生を対象としたプログラミング体験

前述の学習コンテンツを用いたデザイン制作ワー

クショップを実施した．STEAM 教育の技術，芸術，

数学それぞれの科目に関する理解を深めることへの

有用性について確かめることを目的としている．

4.1 ワークショップの手順 

実施の手順を次に示す． 

・簡易版を用いたプログラミング体験

（１）STEAM 教育と Processingの説明

資料を見せながら，STEAM 教育や Processing に

ついて，どのようなコードを書くと図形や線を描

けるか説明する．今回の体験を通じて技術，芸術，

数学での学びがどの部分と関連し，コードを書く

際どのように役立つかについてもふれる． 

（２）パターンと色の選択 

資料をもとに参加者はサンプルコードと色を選

ぶ．また，選んだパターンがどのような仕組みで

出来ているのか該当箇所を示しながら説明する． 
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（３）デザインの制作 

サンプルコードの注が付いている箇所を書き換

える．色や線の太さのコードの書き換えと実行を

繰り返す．デザインの変化を確認しながらプログ

ラミング体験を行う． 

（４）デザインの成果共有 

完成したデザインを印刷する．同じものを 2 枚

フォト紙に印刷し，1 枚は他の参加者との共有を

目的に展示用として使う．もう 1 枚は参加者の持

ち帰り用とする．ワークショップ後に，家族や友

人との話題にすることで，客観的な視点が今回の

体験を通じて新たな気づきに繋がることを期待し

ている．なお，制作したデザインの地域への活用

を考慮し，CCBY ニックネームを考えてもらい，オ

ープンデータ化する疑似体験も行う． 
 

・通常版を用いたプログラミング体験 

基本的には簡易版と同じ流れで進めるが，通常版

を用いるワークショップでは，まとまった時間内で

の実施を想定しているため，(2)の色の選択では，

体験者自身がテーマを設定し，5色を自由選択とす

る．また，(4)の成果共有について，一対多形式で

実施する場合の成果共有は発表形式とする． 

 
4.2 ワークショップの実施 

この取り組みは，2023 年度に簡易版による体験を

1 回実施 4)しているが，一対一形式のため対応でき

る人数に限りがあった．そこで，今回追加で実施し，

参加者のアンケート結果を通じてより確実な評価を

得ることを目指した．簡易版を用いたワークショッ

プを 1 回，通常版を用いたワークショップを 2 回，

合計 3 回実施した(表 1,表 2)． 

 

表 1. 簡易版ワークショップ概要 

実施日 2024 年 7 月 21日 

所要時間 1人あたり約 15 分 

実施形式 一対一形式 

参加者数 高校生 19名 

 

表 2. 通常版ワークショップ概要 

 1 回目 2 回目 

実施日 2024 年 9 月 4日 

所要時間 約 130 分 

実施形式 一対多形式(授業形式) 

参加者数 高校生 19名 高校生 13名 

 
4.3 アンケート調査と結果 

ワークショップの最後に参加者全員にアンケート

を実施した．この体験を通じてSTEAM教育の技術，

芸術，数学それぞれの学びの大切さに気づき，理解

を深めることへの有用性の確認を目的としている．

設問は次の通りである． 

Q1. 今までにプログラミングの経験はありますか？ 

Q2. プログラミングは好きですか？ 

Q3. 芸術(美術，図工)は好きですか？ 

Q4. 数学(算数)は好きですか？ 
Q5. 今回の体験で，それぞれの科目の大切さは感じ

ましたか？ 

Q6. 今回の体験は楽しかったですか？ 
Q7. また体験したいですか？ 

・  感想を自由にお聞かせください(自由記述) 
 

また，評価尺度はリッカート法7)に基づき作成し

ている．Q1は3段階，Q2からQ7は4段階評価とした．

回答の選択肢は次の通りである． 

Q1.経験あり，少し経験あり，経験なし 

Q2〜Q4. 好き，どちらかといえば好き，どちらかと

いえば嫌い，嫌い 

Q5. 感じた，どちらかといえば感じた，どちらかと

いえば感じなかった，感じなかった 

Q6. 楽しかった，どちらかといえば楽しかった，ど

ちらかといえば楽しくなかった，楽しくなかった 
Q7.体験したい，どちらかといえば体験したい，ど

ちらかといえば体験したくない，体験したくない 

 

昨年の20名に加え，今回51名，全部で71名の高校

生から回答を得た．まとめをグラフで可視化した

(図4)．回答のうち，Q5のそれぞれの科目の大切さ

を聞く問いに対して，簡易版を用いた時と通常版を

用いた時どちらも全員から「感じられた」(青色)，

あるいは「やや感じられた」(橙色)と肯定的な回答

が得られ，学習コンテンツによる差異はなかったこ

とが確認できた．また，Q6やQ7の回答から参加者の

満足度が高かったことについても確認できた． 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図4.アンケート結果の比較 

 
５．プログラミング体験の地域展開 
本稿の最初に述べたように，STEAM教育は地域と

連携して取り組むことで，学びをやがては地域の発

展に繋げていくことが求められている．そこで，こ

れまでの取り組みをさらに広げ，長野県の須坂市動

物園をフィールドに，プログラミング体験によって

参加者が制作したデザインデータを園内イベントに

おいて活用する取り組みを実施した． 

これまでのプログラミング体験の手順を基本とし

簡易版の学習コンテンツを用いているが，入園者の

年齢が様々であり，小学生や未就学児も多かったた

め，その場に応じて説明の表現を簡単な言葉に置き

換えたり，親子で参加してもらうなどした． 

 

5.1 サタデーナイトズー2024 
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8月 24日のイベントにて，園内の一角にスペース

用意し，その場で参加者を募り実施した．大人から

子どもまで合計 33 名の参加があった．制作したデ

ザインは須坂市動物園がオープンデータ 8)として公

開している飼育員オリジナルの動物イラストと組み

合わせ，その場でプロジェクションマッピングとし

て獣舎の壁面に投影した(図 5)．自分のデザインが

投影されるのを楽しみに順番を待つ家族連れや，影

絵のようにポーズをとる来園者など，次々と投影さ

れる体験者データと動物園のイラストを組み合わせ

たデザインを楽しむ様子が見られた． 

図 5. プログラミング体験の様子(左)， 

データを活用したプロジェクションマッピング(右)

5.2 秋の動物園まつり2024 

10 月 26 日のイベントにて，サタデーナイトズー

の時と同じく，園内の一角にスペースを用意し，そ

の場で参加者を募り実施した．大人から子どもまで

合計 56 名の参加があった．今年は代表動物のトビ

に関するイベントを多く開催していたため，本ワー

クショップも連動し，参加者が制作したデザインデ

ータと動物園が公開するオープンデータのトビのイ

ラストを組み合わせて，オリジナルステッカーにし

た．また，サタデーナイトズーの参加者のデザイン

と動物園のイラスト(どちらもオープンデータ)を組

み合わせたガーランドを制作し展示した(図 6)．本

体験を通じて，学びがどのような発展につながるの

かについてデータの利活用例として示すとともに，

動物園イベントの賑わいの一助となることを意識し

ている．小学生や未就学児も多く見られたが，パタ

ーンや色を変える体験を楽しむ様子が多く見られた．

図 6.プログラミング体験の様子(左上)， 

ガーランド展示(右上)，制作デザインを活用したステッカ

ー(右下)，参加者データの一部(右下)

５．おわりに

本研究では，ビジュアルプログラミング体験が日

頃の授業における学びの重要性に気づいたり，理解

を深めることへの有用性について実証することを目

的に，Processingによるデザイン制作体験を実施し

た．また，それら体験を通じたデータ利活用の地域

展開を行った．高校生を対象としたプログラミング

体験ではアンケート結果から，学びの重要性への気

付きや理解を深めることに対して一定数以上の効果

があることを明らかにし，有用性について確認でき

た．須坂市動物園におけるプログラミング体験では，

参加者のデザインデータと動物園が公開しているイ

ラストオープンデータを組み合わせ，園内イベント

と連動してデータ利活用を行った．特にパターンや

色を変えるプログラミング体験はSTEAM教育が狙い

とする創造力を伸ばす部分と関連し，幅広い年齢層

を対象とした場合にも対応できることが確認できた．

今回得られた結果をもとに，さらなる改良を行い，

今後は市内の高校生とも連携するなどしながら，子

どもたちの学びをより実践的な取り組みに発展させ，

STEAM教育が目指す，地域を担うデジタル人材の育

成に繋げていきたい． 
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要旨･･･近年，観光まちづくりを推進するためのデータ利活用が進められているが，地域住民のデ

ータ利活用に対するリテラシーは低く，地域のデータの価値が十分に理解されていないのが現状で

ある．地域のリテラシー向上のため，地域の将来を担う世代が，地域の課題や将来計画を主体的に

捉えることが重要である．本研究では，高校生が地域の観光や課題解決に主体的に関与することで，

実社会のデータに触れながらデータサイエンスを学ぶ機会を提供する．加えて，地域がデータ収集

に主体的に関与し，データの価値を地域全体で共有する仕組みを構築しつつ，地域課題の解決を図

るための初期的な試みとして，高校生が主導するデータ収集を行った．高校生は施設関係者へのヒ

アリングを通じて地域課題を把握し，データを小型IoTデバイスを用いて収集した．アンケート調

査の結果，高校生が地域の観光事業に対する関心を深め，データ利活用を通じて地域を改善したい

という意識が向上していることが確認された．また，市職員や施設関係者からも本取り組みに対し

て肯定的な評価が得られた．これにより，地域の若者が主体的にデータを収集・活用する経験を持

つことが，地域住民のデータリテラシー向上につながる第一歩となる可能性が示唆された．

キーワード IoTデバイス, 観光DX, データ利活用, 観光まちづくり, 高校生

１．はじめに 

 日本における労働力人口は，高齢化により減少し

ている．筆者らがフィールドとしている，岐阜県高

山市では，急速な少子高齢化が進みつつあり，「第1

期高山市DX推進計画」において高山市は，「行財政

運営が一層厳しくなると見込まれるなか，持続可能

なまちづくりを考えるうえでは，国等の動きに呼応

したデジタル技術を活用した行政サービスや働き方

の抜本改革，『デジタル社会』に適応した社会変容

やイノベーションの誘発などを進めていくことが不

可欠である」と述べている[1]． 

高山市は観光事業に力を入れている地域であるが，

労働力人口は減少し続けており，観光事業に携わる

従業員も同様に，減少している[2]．そこで，ICTを

活用したデータに基づく観光施策立案を行うことで，

限られた人員で，観光まちづくりに必要な活動を維

持・向上させていくことを地域で推進しようとして

いる．しかし，地域住民を取り残すことなく，デジ

タルを活用した変革を進めていくためには，課題が

多く残されている．

 高山市でのデータ利活用を進めるために筆者らは，

2020年からAIカメラを高山市内の特に人通りの多い

エリアに設置し，人流を計測し，分析している．ま

た，得られたデータを高山市のウェブサイトにて公

開している．しかし，地域による活用は進んでいる

とは言い難いのが現状である．今後，地域が主体と

なって，データ利活用を推進していくためには，段

階的に地域住民がデータに関与する機会を増やし，

地域住民がデータに触れながら，リテラシーを高め

ることでデータの価値をより理解する必要がある． 

データに慣れ親しみのない世代が大半を占める地域

においては，地域の将来を担う若い世代が地域の課

題や将来計画を「自分ごと」として捉え，その役割

を積極的に担うことが求められる．株式会社 三菱総

研の「地方公共団体のデータ利活用に関する調査報

告書」によると，データ利活用を推進する上での課

題に，データ分析結果を解釈すること，他者が実施

したデータ分析結果を理解することが難しいことを

挙げている．また，「今の若い世代は，データ分析

を重視しているように感じている．上の世代ほどデ

ータ利活用に馴染みがない」というヒアリング結果

があり[3]，データに基づいた意思決定を中高年層以

上の年代が行なっていくことへのハードル高さが課

題となっている．これらの結果は，若い世代がデー

タを活用する力を高め，地域課題の解決に主体的に

関与することの重要性を示している．

本研究では，地域のデータリテラシー向上への第

一歩として，高校生が主導するデータ収集ワークシ
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ョップを行った．地域の施設「飛騨高山まちの体験

交流館」へのヒアリングを通じて地域課題を知り，

データを小型IoTデバイスを用いて収集した．ワーク

ショップの前後で，地域のデータ利活用への関心を

問うアンケートを実施し，ワークショップ参加に伴

う意識の変化を確認した．

２．高山市におけるICTを活用したまちづくり 

 これまで筆者らは，岐阜県高山市において，同

市・NEC ソリューションイノベータ株式会社と，産

学官連携で ICT を活用したまちづくりに取り組んで

きた．高山市は「日本三大美祭」のひとつに数えら

れる高山祭を始めとし，江戸時代から明治時代にか

けての建造物群が有名な人気の高い観光地である．

同市の「高山市においてデータに基づいた意思決定

を行うことで，より良いまちづくりを実現したい」

という考えを受け，同市にて AI カメラを用い，人流

の通行量データを収集し，分析・公開するなど地域

に即した活用法を検討している．取り組みの中で，

「ICT の力を利用した地方の社会課題解決」を地域で

推進するには，地域住民が当事者意識を持ち，主体

的にまちづくりの活動に携わることが必要である．

そこで，地域住民の当事者意識を高め，ICT を利活用

したまちづくりへのより一層の参画を促すために，

高山市において「ICT を活用したまちづくりワークシ

ョップ」や「名大生&山高生と始める Google ビジネ

スプロフィール利活用勉強会」を開催した．これら

の取り組みを通じて，ワークショップや勉強会の参

加者らに，ICT を利活用したまちづくりへの参画を促

してきた．

３．実践の内容 

３.１ ワークショップと機器の詳細 

 2024 年 10 月 10 日から，12 月 6 日にかけて岐阜県

高山市の飛騨高山高等学校の生徒らに向けて「スク

ーミー ワークショップ」を 9回，合計 900分開催し，

データの収集を行った．ワークショップには，ビジ

ネス情報科の3年生2クラス，合計30名が参加した．

本研究では，専門知識を身につけるというよりも，

地域のデータに触れることが目的であるため，ワー

クショップでは，専門知識が無くとも操作が比較的

使用が容易である，教育用の IoTデバイスとして株式

会社スクーミーが開発した小型の機器「スクーミー」

を用いた．岐阜県高山市の文化施設である「飛騨高

山まちの体験交流館」に 6機設置した．高校生は同施

設にて見学と職員へのヒアリングを行い，IoT を用い

て解決できそうな課題を検討し，センサーやその働

き，設置する位置を決定した．6 機中 4 機は，11 月 8

日から 11 月 29 日までの 3 週間，2 機は 11 月 15 日か

ら 11 月 29 日までの 2 週間，データを収集した．

３.２ 体験会（機器の説明） 

 初回のワークショップは 2024 年 10 月 10 日に，機

器の説明を目的に，飛騨高山高等学校にて実施した．

ワークショップには，ビジネス情報科の 3年生 2クラ

スが参加し，合計 30 名が参加した．

初回のワークショップでは，使用する IoTデバイス

「スクーミー」のセンサーの種類や特色を，IoT の実

例を紹介しながら説明した．スクーミーは 50 種類以

上のセンサーがあり，USB で容易に組み替えること

ができる（図 1）． 

IoTに関する具体的な事例として，自動販売機やエ

アコンを例に紹介した．生徒の大半はIoT機器に触れ

たことがなかったが，事例についての理解度は高く，

関心の深さが伺えた．説明後，参加した生徒30名を

６グループに分け，生徒らはスクーミーに実際に触

れ，機器の組み換え，簡単なプログラムの実行を体

験しながら基本的な使用方法を学んだ．ワークショ

ップ終了後には，地域のデータ利活用への関心を問

うアンケートを実施し，30人から回答を得た．

３.３ 施設の見学・ヒアリング 

 2回目のワークショップは2024年10月11日に，「飛

騨高山まちの体験交流館」および飛騨高山高等学校

にて実施し，6グループ合計30名が参加した．30名中

8名の生徒が飛騨高山まちの体験交流館を見学し，職

員へのヒアリングを行なった．22名の生徒は高校に

て，機器のセンサーを選定する実習を行なった． 

 飛騨高山まちの体験交流館は，高山市役所文化財

課の管理課で運営される，飛騨高山地域の伝統体験

ができ，時間貸しの会議室や茶室を備えた，文化施

設である．古い街並みから程近く，近隣には飛騨高

山地域の美術工芸，伝統文化などを紹介する「飛騨

高山まちの博物館」もあることから，多くの観光客

に利用されている．しかし，飛騨高山まちの体験交

流館を訪れた高校生8名は全員が，施設の存在を知ら

ず，訪問も初めてであった．飛騨高山まちの体験交

流館の職員は「地元の人の利用は少なく，知名度も

低い」と話した．職員の案内により，施設を見学し

た高校生らは，施設正面の門に取り付けられたセン

サーに注目し，熱心に質問をした．その中で，「市

の運営する施設の指標として，入館者数が重要視さ

れており，同施設においても，入館者数の計測を行

なっているが，現状の計測方法では正確性が疑わし

い」という職員の意見から課題を発見した．同施設

では，施設正面の門に通る人の数を数えるため，赤

外線センサーを設置しているが，自然環境が豊かな

図 1：スクーミーの代表的なセンサー 
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高山市においては，冬場の雪や野生動物に誤反応を

起こし，誤ったカウントをすることで，実際の入館

者数との乖離したように見える結果が出ていること

が問題となっていた．また，施設正面には門が二つ

あり，二つの門のうちの一つは幅が広く，赤外線セ

ンサーを設置するのに適していないため，通る人を

数える手段がなかった (図2) .

高校生らは，「地元の人の利用の少なさ」と「施設

正面の門の通行数が計れていない」ことが施設の課

題であるとし，データの収集を提案した．6グループ

のうち4つのグループは門に，2つのグループは施設

内に，機器を設置することを決めた． 

３.４ 機器の開発・設置 

機器の開発を目的として，3回目，4回目のワーク

ショップをそれぞれ，10月25日，11月1日に行った．

また，機器の設置を目的として，5回目のワークショ

ップを11月8日に実施した．

 3回目のワークショップは，飛騨高山高等学校の実

習室にて実施し，18名が参加した．プラスチック容

器や木製のフォトフレームを改造し，設置した際に

景観を損ねないよう，機器を収めるためのケースを

工夫して作成した．一部の生徒らは3Dプリンタを使

用し，センサーを覆うカバーを作成した． 

 4回目のワークショップは，飛騨高山高等学校の情

報室にて実施し33名が参加した．高校生らは自らの

案を株式会社スクーミーの社員に相談し，アドバイ

スを貰いながら考えを整理した．無数にあるセンサ

ーの中から用いるセンサーを選定し，スクーミー専

用のビジュアルプログラミングが可能なアプリケー

ション「スクーミーブロックエディタ」を用いた

(図3) . 想定する動きを実現できるよう試行錯誤しな

がら，プログラミングを行った．6つのグループのう

ち4つのグループが開発を終えた．開発を終えた4グ

ループは，11月8日に実施した5回目のワークショッ

プにて，センサーの反応と，反応を記録した日時を

SDカードに記録するよう設定をし，まちの体験交流

館に 4機の機器の設置を行なった  (図 4) ．

電源は20,000mAのモバイルバッテリーから取り，生

徒らは，黒のビニールテープで機器をカバーし，景

観に配慮した状態で，結束バンドを用い，施設職員

の見守りのもと，機器の固定を行なった．また，そ

れぞれのセンサーが動作していることを確認した． 

6つのグループのうち2つのグループは3回目，4回目

のワークショップにて開発を終えることができなか

った．そのため，11月12日にオンラインにて6回目の

ワークショップを追加で2時間行なったのち，7回目

のワークショップを11月15日に実施し，事前に設置

した4機と同様に，同施設へ2機の設置を行なった．

それにより，全6機の設置が完了した．

３.５ データの回収・確認 

機器の回収と確認を目的として，8回目，9回目の

ワークショップを，11月29日，12月6日に行った．

データを収集した機器を回収するため，8回目のワ

ークショップを，飛騨高山まちの体験交流館にて実

施した．ワークショップへは4名が参加し，11月8日

および，11月12日に設置した機器を取り外し，デー

タの記録を行なっていたSDカードを回収した．次に，

回収したデータを確認するため，9回目のワークショ

ップを12月6日に，オンラインにて実施した．ワーク

ショップには，5グループ22名と，株式会社スクーミ

ーの職員が1名参加した．画面共有を行いながら，そ

れぞれのSDカードに記録されたデータを確認したの

ち，株式会社スクーミーの職員からアドバイスを受

けた．機器を設置した6グループのうち，5グループ

はSDカードにはデータが正常に記録されていた．し

かし，1グループはデータを記録することができなか

った．記録することができていたグループは，「セ

ンサーの反応」は記録ができていたが，「反応を記

録した日時」の記録ができていなかった．記録する

図 4：高校生らの設置した機材 

図 2：門を確認する高校生 

図 3：開発の様子 
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ことができていなかったグループは，その両方の記

録ができていなかった．生徒らは記録を確認し，会

社スクーミーの職員に，SDカードに記録されたデー

タが想定と異なっていたことを中心に相談を行った．

ワークショップ後に，不参加であったグループの

生徒にもSDカードの記録を共有し，地域のデータ利

活用への関心を問うアンケートを実施し，27人から

回答を得た． 

４．結果と考察 

ワークショップを実施の前後，参加者に向けたア

ンケート調査を実施した．回答者は，ワークショッ

プに参加した生徒 30名のうち 27名であった．

 参加者には，ワークショップの前後で①「現在の

地域まちづくりに対する印象」を5つの選択肢（興味

があり学んでみたい，興味があるが難しそう，興味

がない，よく分からない）から選択させ，前半二つ

を4，後半二つを2としてスコア化した．②「今後デ

ータを使い，高山市の課題を解決したいと思うか」

③「データを自分で収集することで，自分で収集し

ていないデータを用いるときよりも，データ分析へ

の興味は向上したか」という質問に対して5段階で評

価させ (5が高評価 )平均値をスコアとした．

ワークショップの前後で，質問①の回答のスコアは，

ほとんど変化が見られなかった．回答が改善しなか

った要因としてはワークショップの難易度の高さが

考えられる．質問②③は，全て回答のスコアは改善

したが予想よりも変化は小さかった (図5) ．これは，

SDカードの記録が想定通りではなかったことが関係

していると考えられる．全体として，難易度の高さ

は感じるもの，生徒間で協力し合い，ワークショッ

プを進めることができた，という意見が見られた．

また，ワークショップに参加した生徒らのうち数名

が，2024年11月29日に岐阜県高山市の村半にて開催

された「高校生デジタルサロン」に参加し，高山市

職員へ取り組みの説明を行った．職員からは「地元

の人がデータ収集を主体的に行なったという事実が，

データに基づいた意思決定を行いたいという意欲を

向上させるのではないか」という意見を得た．さら

に，「高校生が主体的にデータを集めてくれている

のは，心強い」と，この一連の取り組みに，肯定的

な意見を得た．飛騨高山高校の教員からは，「生徒

らが主体的に機器で実験を行う姿をよく見た．また，

生徒の就職活動へ良い影響がみられた」という意見

を得た．これらの結果から，本研究の目的である，

地域のデータリテラシー向上への第一歩として地域

の将来世代が主体となってデータ収集を行うことが，

有効である可能性があることが確認された．高校生

のワークショップ及びデータの収集に対する評価は

概ね高く，高校生からは「地元のために何かしたい」

「社会のデータに触れたことで，良い勉強になった」

といった意見が得られ，アンケート結果から，自分

達でアイデアを考えて，実際に地域に機器を設置，

データを収集，分析を行うことに対してやりがいを

感じる高校生が多かったことから，今後の展望とし

て，継続的にデータの収集を行なって，分析を施設

への展開を検討したい． 

５．おわりに 

本研究では，地域のデータリテラシー向上への第一

歩として，高校生が主導するデータ収集ワークショ

ップを行った．飛騨高山高等学校の生徒が主体とな

って地域の施設「飛騨高山まちの体験交流館」への

ヒアリングを通じて地域課題を知り，データを小型

IoTデバイスを用いて収集した．そして，市職員へ取

り組みを紹介し，地域の将来世代が主体となってデ

ータ収集を行うこと，および収集できると考えられ

るデータに対し，高い評価を受けた．今後の展望と

して，地域のデータリテラシー向上への第一歩とし

て地域の施設と協力した上で，さらなる発展に向け

た取り組みを進めていくことが挙げられる．

 本研究では，地域のデータリテラシー向上への第

一歩としてワークショップを開催した．今後は，引

き続き地域との連携を行いながら活動し，地域のデ

ータリテラシー向上を目指し，データの価値を伝え

ることでICT利活用を推進していきたい． 
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要旨･･･子育て情報におけるSNSの活用が注目されているなか，プライバシーの保護が必要不可欠

になっている．子育て支援団体は，地域団体のなかでは比較的若年層で構成されているが，情報機

器に不慣れな人も多い．そこで本研究では，名古屋市瑞穂区子育てネットワーク「さくらっこ♪」

と協力し，同団体のInstagram投稿における写真のプライバシー保護加工の自動化を検討する．自動

化にあたりどのようなプライバシー加工が優れているか検討するため，どのようなプライバシー保

護加工をすれば印象が良いか，育児者へ調査を行った．

キーワード 子育て支援， プライバシー保護，画像処理，Instagram 

１．はじめに
昨今，地域における子育てでは，子育ての孤立が

問題となっている．その要因として考えられるのは，

核家族化や地域コミュニティの希薄化といった課題

である．原田(2006)は，子育ての問題点として，出

産前まで小さな子どもと関わった経験がないまま親

になることを挙げている1)．これにより子育ての伝承

がされておらず，親は結婚，妊娠，出産と大きくラ

イフステージが変わる中，一から子育てをしようと

していると指摘している．また孤立傾向は新しい土

地で居住する育児者と長年居住している育児者とを

比べたとき，必ずしも差が出るとは言えないと述べ

ている．嫁ぎ先や転勤で見知らぬ新しい土地で子育

てをする育児者はもちろん周りに知り合いがおらず

孤立しやすいが，長年居住している育児者でも狭い

血縁関係者としか交流がなく孤立しているようであ

る．このように土地勘に関係なく子育ての孤立傾向

はあり，閉ざされた環境の中で子育てのノウハウが

ないまま子育てが行われていると考えられる．また

井上（2005）は，ストレスは育児者だけでなく，子

どもにも影響して虐待が起きる可能性もあると指摘

している2)．

このように，現在の子育て支援は子育ての正しい

知識を広めるためにも重要であり，孤立している育

児者たちに子育て情報や支援の情報を届けることが

課題である． 

２．子育て情報発信の現状
(1) 子育て情報発信の現状

子育て情報発信の方法は様々にある．例えば雑誌

ではマタニティ雑誌，ベビー雑誌，幼児雑誌などと

子どもの年齢別にある．チラシでは区役所や支援セ

ンターなどで配布される地域イベントのお知らせが

載っている．また，インターネットの普及により，

支援団体のホームページサイトでイベントなどのお

知らせを発信していたりもする．現代の情報発信方

法は様々にあるが，その中で SNS を使った発信方法

が注目されている．特に普及率の高い LINE や

Instagram が注目されている．中島・永井（2019）の

育児情報源としての SNS 利用率（ Facebook ，

Instagram，LINE，X，その他アプリ）調査では，

75.1％の人が使用していた 3)．スマートフォン１つで

手軽に情報を入手できるため，ますます利用されて

いくと考える．例えば，LINE では，各子育て支援団

体の公式 LINE による情報発信や，匿名で相談できる

オープンチャット機能で子育ての悩みを相談しあう

ことで使われている．Instagram では，育児者による

子育ての記録や各子育て支援団体によってイベント

の様子を載せた投稿がされている．

(2) 写真とプライバシー

SNSの利用において写真を載せる場面が多くある．

特に Instagram は写真を載せることで広がるコミュ

ニケーションツールである．SNS 上で写真を載せるに

は個人情報や著作権に気を配らなければならない．

子育て情報発信では，親子が映ったり絵本が映った
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りする場面が多い．写真の掲載にあたり，被写体に

許可を得たり，顔が分からないように加工したりす

ることが必要であると考える．もし許可なく載せて

しまえば，投稿者と被写体でトラブルが起きてしま

うおそれがある． 

(3) 名古屋市瑞穂区子育て支援ネットワーク「さくら

っこ♪」

名古屋市瑞穂区の子育て支援ネットワーク「さく

らっこ♪」は Instagram等の SNS を使って情報発信を

している．「さくらっこ♪」とは，瑞穂区内の育児

サークル関係者，主任児童委員，保育園・幼稚園，

ＮＰＯなどが集まり，保健所・区役所等の公所と協

力しながら運営している地域子育て支援団体である．

「さくらっこ♪」は Web サイトを通じて子育て支援

イベントや子育てグループの情報発信を行っている．

この Web サイトでは，所属団体が独自で情報発信を

しており，育児者が最新の情報が取得できるように

なっている．

また，Web サイトとは別に子育て支援イベントの

活動報告のため Instagram を活用しており，400 名を

超える育児者が閲覧している．Instagram は各所属団

体が撮影した写真や作成した文章を代表者がまとめ

て掲載しており，写真に付属する文字は代表者によ

って統一しているが，写真に対するプライバシー保

護加工の仕方などは様々であるほか，加工が難しい

団体は代表者が代理で行なっている（図 1）． 

図 1 さくらっこ♪Instagram 

2024 年 6月～7月に Instagram に関する管理者向け

アンケート（回答数 20 件）を行った．その中で「さ

くらっこ♪の Instagram へ投稿するにあたり，困りご

ととして以下は当てはまりますか？(複数回答可)」の

設問に「写真の加工の仕方が分からない（顔をぼか

すなど）」が一番多く意見が集まった（図 2）．管理

者の方々にヒアリングをする中で，「プライバシー

保護のために必ず加工しなければならないが，どの

ような加工が適切であるかが分からず難しい」とい

う理由が見えてきた．また，図 2 より「時間がな

い」という意見が 2 番目に多く見られた．写真加工

を適切にし，時間をかけない方法を目指すことが課

題だと考える．

図 2 
さくらっこ♪の Instagram 投稿に関する困りごと 

(複数回答可) 

３．写真のプライバシー保護加工
(1) プライバシー保護加工

前節で述べた「どのような加工が適切であるか分

からない」という意見の「適切」を判断するのは，

視覚から得る印象から判断されると考えられる．よ

って，どのような加工がどのような印象を持つか調

べるためアンケート調査を行う．また Instagram は投

稿する側の視点と利用者側の視点があるため，それ

ぞれで適切と判断するものに差が出る可能性がある．

そのため，それぞれ両者の意見を聞く必要があると

考える．

(2) AI を活用した写真加工

アンケート調査より加工にかかる時間的負担をか

けないことも重要であると考えられるため，AI を活

用した写真加工を使用する．AI を活用した写真加工

とは，AI を使って顔検出し加工を一斉に行う画像処

理システムのことである．このシステムを使用して

作成された加工写真をアンケート調査で評価する．

こ の 画 像 処 理 シ ス テムは ，物体 検 出モデル

（YOLOv5）を用いた顔検出の学習済みモデルを使用

し写真の顔を検知している 4)．加工方法は主にモザ

イク，スタンプ，アニメ風ーションスタイルをつけ

る方法である．スタンプ処理では，元のスタンプ画

像を読み込み検出された顔に合わせてつける方法と

プログラム中で直接スタンプを描いてつける方法の 2

種類がある．今回の調査では前者の方法でスマイル

やハートの画像を用意し読み込んで写真を加工した．

またアニメーション風スタイル変換では，AI（GAN，

画像生成）による画像スタイル変換を活用し，写真

のスタイルをアニメーション風に変換している 5)．
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これらの方法でモザイク加工写真 1 種類，スタンプ

加工写真 3 種類（スマイ，ハート，スマイル＆ハー

ト），アニメーション風スタイル加工写真 3 種類

（宮崎駿風，新海誠風，映画『パプリカ』風）の計 7

種類を作成し調査を行った．

４．写真のプライバシー保護加工による印象
(1) 調査方法

本研究の対象は，さくらっこ♪に所属する子育て

団体の支援者と，子育てイベントに参加した育児者

である．2024年 10〜12月に数回に渡り，さくらっこ

に所属する子育て団体の支援者と各イベントに参加

した育児者を対象にアンケート調査を実施した．

図 3 写真のプライバシー加工の種類例

内容は写真のプライバシー加工の種類による印象

についてのアンケートである．本アンケートでは，

大きく「モザイク・スタンプ・アニメーション風」

の 3 種類に分けて，図 3 のような実際の活動の様子

を撮影した 2 種類の写真に各種類のプライバシー保

護加工と実際に掲示する Instagram を模した画像を

見せ，各種類の画像に対する印象について聞き取り

調査をした． 

(2) 調査結果

プライバシー保護加工の種類を検討するため育児

者 44名 (うち男性 1名，女性 43名)にアンケート調

査を行った．年齢層の内訳は無回答 1名を除き，20

代が 6名，30代が 35名，40代が 2名となった．被

験者は，LINE，Instagram，Xなどの SNSを普段から

使用している人が多かった．また，子育て情報を受

け取る方法として LINE，Instagram，Xを活用してい

るということが分かった．支援者へのアンケート調

査は現在取得中のため，本稿では育児者のみの結果

を述べる．図 4はモザイクの画像結果に対する印象

評価である．「モザイクの画像を SNSに公開してよ

いか」という質問に対して 5(思う)を選んだ人が 1 番

多かった．理由としては「雰囲気がわかると思う」

という回答が多かった． 

図 4 モザイクの画像結果に対する印象評価

図５はスタンプの画像 3 種類の結果を平均したも

のである．「スタンプの画像を SNS に公開してもよ

いか」という質問に対して 5(思う)を選んだ人が 1 番

多かった．理由としては「顔が隠されている」とい

う回答が多かった．スタンプは総じて理由として

「顔が隠されている」を選んだ人が多かった． 

このことから，プライバシーの面を気にしている

育児者が多いことが分かる．また，モザイクとスタ

ンプの理由の違いからはモザイクを利用することで

雰囲気を受け取りやすくする効果があり，スタンプ

を利用することでプライバシー面に配慮できること

が分かった．

図 5 スタンプの画像結果に対する平均的な 

印象評価 
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図 6 はアニメーション風の画像 3 種類の結果に対

する印象評価の平均値をとったものである．「アニ

メーション風の画像を SNS に公開してもよいか」と

いう質問に対して 2 を選んだ人が 1 番多かった．理

由としては「顔出しが気になる」という回答が多か

った．この結果からアニメーション風画像はまだ一

般に受け入れられていないということがわかる．特

に，公開してもいいと思わない理由として総じて

「顔出しが気になる」という回答が多かったことか

ら個人情報の流失やプライバシーの保護の観点を重

視している人が多いことが分かる．

図 6 アニメーション風の画像結果に対する平均的な

印象評価

図 7 はカテゴリ別順位の結果である．「3つのカテ

ゴリに分けた場合，SNS で公開する画像として良い

と思う画像として最も良い画像はどれですか」とい

う質問に対してスタンプと回答した人が多かった．

この結果から，育児者が SNS に写真を公開する上で

一番重視していることは個人情報やプライバシーの

保護であることが分かる．また，その次に雰囲気を

知りたいということが分かった．そして，アニメ風

の加工はまだ受け入れられていないことが分かった．

図 7 SNS で公開する画像として良いと思う画像

５．考察
モザイク加工は，個人情報保護の観点から最も一

般的かつ効果的な方法であるといえる．しかし，そ

のぼかし具合によっては，見る人に対して『暗い』

印象を与える可能性がある．特に人間の顔を加工し

た場合，原型がわずかに認識できることがかえって

不快感を引き起こすことがあると考えられる．

スタンプ加工は，プライバシーを保護しつつ，視

覚的に親しみやすい雰囲気を与える加工方法である．

回答者からは，『モザイクより存在感があり目がい

く』という意見が寄せられたが，これは必ずしも好

意的な意味ではなく，スタンプが写真全体のバラン

スを損ねる場合があることを指摘している．また，

『同じ顔が多すぎて見にくい』という批判もあり，

スタンプの選定や配置が視覚的印象に与える影響が

大きいことがわかる．このことから，デザインや配

置の工夫が必要不可欠であると言える．

アニメーション風の加工について否定的な意見が

多く見られた．『全体的な良さがなくなる』『気持

ち悪い』『怖い』といった感想が寄せられた．特に，

『顔が変わるくらいなら顔を出したほうがよい』と

いう意見に代表されるように，リアルな写真が持つ

文脈や信頼性が失われる点が不人気の要因と考える．

デフォルメされた画像が写真でもイラストでもない

中途半端な印象を与えたことが，受容されにくかっ

た背景と推察される．今後，アニメ風が受け入れら

れるようになるためにはプライバシーの保護に配慮

をした検討が必要である．

６．おわりに

本研究では，子育て情報発信における SNS の利活

用のなかでも，写真に注目し，写真のプライバシー

保護のあり方について印象評価をすることで，どの

ような保護加工が適切なのか検証をおこなった．瑞

穂区子育てネットワーク「さくらっこ♪」の所属団

体，育児者双方にアンケート調査を行い，スタンプ

加工が最も受け入れられやすいという結果を得た．

評価では，全体的に人が大きく写っている写真を選

択したため，異なる場面の写真を使用するなど検証

が必要であったと考える．今後は，好評であったス

タンプ加工の種類の検討や，複数団体が運営する

Instagram 投稿全体の簡易化に向けて検討をしていき

たい．
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要旨･･･本研究は，2023年末から翌年初頭に発生した中国甘粛地震と日本能登半島地震を事例に，

日中両国の地方紙報道が示す災害論調の特徴および時系列的変化を明らかにすることを目的にする．

検討の結果，日本の報道では被災者や地域連帯に重心を置き，時間経過に伴い課題志向型の内容へ

移行が確認された．それに対して，中国の報道は，国家主導の支援成果や秩序だった対応を強調し，

一貫して安定的・ポジティブな論調を維持する姿勢が特徴的であった．共通点として，災害リスク

の受容・共有プロセスにおいて解釈・対応の方向性を形作る新聞報道の重要性が示唆された．

キーワード 災害報道，日中比較，感情分析，新聞メディア

１．はじめに
災害報道は，単なる事実の記録以上に災害の捉え

方に関する情報の流通と枠組みを提供する．宮田

（1986）は，災害報道の機能を「環境監視」「ニー

ズ充足」「不安低減」「説得」の4機能と指摘する．

これらの機能があらわれる過程において，災害報道

特徴づける「論調」が形成され，社会における災害

の語られ方や受け取られ方も方向付けられる．災害

時の「論調」は，情報の取捨選択・感情表現など，

災害現場の実像との乖離の構図を形成し，災害解

釈・意味生成の装置として機能する可能性をもつ．

2023年12月18日中国・甘粛地震，2024年1月1日能

登半島地震という大規模災害が相次いで発生した．

両災害は，いずれも地方コミュニティを震源とし，

地震の規模や地理的条件に一定の共通点を持つ．し

かし，それぞれ異なる支援体制や報道プロセスを背

景の違いを踏まえると，報道の中核をなす論調には，

社会の災害対応のあり方や支援メカニズムの違いが

反映されるかもしれない．

そこで，本研究は，各国における災害報道の論調

の時系列的視点からの比較を通じて，日中における

社会リスクの理解と構築方式，報道上の軸を明らか

にすることを目的とする．

２．先行研究とリサーチ・クエスチョン
先行研究を整理するにあたり，報道論調に関する

研究は，その分析焦点によって大きく四つの視点か

ら把握することが可能である．

第一に，報道の内容表現，すなわちフレーミング

や修辞に注目する研究がある．このタイプの研究は，

報道がどのような物語的構造・情感的訴求によって

構築されているかを解明することを主眼とする．報

道論調の質的側面に注目し，「何を，どう伝える

か」をめぐる言語的・象徴的戦略の分析を通じて，

その内在的な価値観や感情表現のメカニズムを明ら

かにする．たとえば，五島（1993）による米国地震

報道の分析は「悲劇」や「英雄」といった感情的フ

レームを取り上げ，報道が事実を超えて社会的解釈

を誘発する過程を描出した．

第二に，報道論調の時系列的変遷への注目である．

この視点からの研究は，報道が事件の発生・拡大・

収束に伴いどのように論調や焦点を変化させるかを

明らかにする．村井（2016）による震災前後エネル

ギー報道の計量分析は，報道論調が静態的なもので

はなく，社会情勢や事件進行に合わせて動態的に再

編されることを示唆した．また，北原（2011）は戦

後初期から1960年代半ばにかけての原子力報道の変

遷を時期別に整理し，朝日新聞と読売新聞の社説が

どのように原子力利用への態度を変化させてきたか

を描出した．さらに，金子（2021）は1970年から

2019年までの50年間，全国紙と地方紙を対象に，憲

法記念日の社説を網羅的に収集して計量テキスト分

析を行い，日本の新聞論調がどのように左右イデオ

ロギー的な立ち位置を変遷させてきたかを明らかに

している．これらの研究は，報道論調が時間軸上で

可変的であり，社会的・政治的変化や事件の新展開

に呼応して変容していく点を強調する．

第三に，報道論調の背景要因としてのメディア組
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織や制度，所有形態に関する研究がある．この視点

は，記者個人の判断や内容表現の技巧を超えた部分

にであり，組織がもつ構造的・政経的条件が論調形

成に影響すること指す．たとえば，庵原（2012）は

公共選択論的モデルを用いて，新聞社が報道の立場

や品質をどのような費用対効果を踏まえて決定する

かを理論的に考察し，論調形成の背後にある経済的

誘因や戦略的考慮を指摘した．また，中国を対象と

した研究では，国営・商業メディアの所有形態の差

異が報道論調の多様化を促し，国際ニュースの構成

や視点を変える可能性を示している．こうした制

度・組織分析は，報道論調の生成メカニズムを構造

的次元から理解する上で不可欠な役割を果たす． 
そして，国際比較や媒体間比較にみる論調の対照

である．林（2013）は福島原発事故報道を日独米中

韓の5か国テレビニュース比較からドイツが政治社会

の文脈から原発事故に高いニュース価値を付与した

一方で，中国や韓国が相対的に低く評価したという

違いを示した．また，五十嵐（2018）は日米比較か

ら，記者派遣基準や災害報道対応が制度・文化の差

異によって変化することを浮き彫りにしている．こ

うした比較研究は，論調が特定社会・組織・文化に

固有の要因に左右されることを国際的，あるいは媒

体横断的な視点で検証し，報道論調の多面性をより

広範なスケールで捉えることを可能にする． 
しかし，これら先行研究を整理すると，災害報道

の論調に対して国際的な比較視点から体系的に分析

した研究は，必ずしも十分とは言えないことに気が

つく．報道論調における時系列変化や感情表現に注

目した研究は散見されるものの，時間経過に伴う論

調の変容や，それが各国固有の社会・文化的文脈に

どのように根差しているのかを体系的に示した研究

の蓄積も十分ではないようにみえる． 
そこで，本研究では，①日中災害報道の論調およ

びその時系列的な相違の有無，②注目する焦点・特

徴があるかをリサーチ・クエスチョン（RQ）とする． 
 
３．データと分析方法 
本研究は，災害が起きた地域で発行される地方紙

一ヵ月分を対象とする．具体的には，日本の能登半

島地震を扱った北陸中日新聞（2024年1月1日～31
日）の885本，中国の甘粛地震を扱った甘粛日報

（2023年12月18日～翌年1月18日）の252本が対象に

なった．本研究は報道論調の評価では記事テキスト

をGoogle翻訳で英語化した上で，各記事について，

①LIWC（Linguistic Inquiry and Word Count）の標準辞

書を用いて個別属性を数値化した．次に，本研究は，

②因子分析を加え，③LIWCのTone指標によって全体

的な記事論調をポジティブとネガティブに記事を分

類し，④日中論調の時系列的な変化を検討した． 
 
４．分析と考察 
(1) 探索的因子分析による報道論調構造の検討 
本研究は感情表現，時間・空間の動き，リスク・

被害，社会的連携と影響，災害支援やリソースなど

の視点から探索的因子分析を行った． 
その結果から能登半島地震の報道から説明率65.8%

を占める8因子が抽出された（表1）．第1因子「災害

への危機意識」は災害の深刻さや被害のリスク，危

機意識の喚起報道を中核をなした．第2因子「コミュ

ニティの結束力」は地域社会の協力や連帯感，復興

への希望を醸成している．第3因子「喪失感と復興へ

の希望」である．被災者の悲痛，復興への努力や前

向きな姿勢を特徴とする．第4因子「怒りと切迫感」

では，被災者の心の不調や災害対応への批判が表出

している．その他にも「災害状況の確認」「死と向

き合う衝撃」「物資と経済的支援」「避難と住宅再

建」といった因子が，それぞれ災害現場の実態や支

援活動の進展，復興の進捗を伝えている． 

説明率65.1%の甘粛地震報道では，7因子が抽出さ

れた（表2）．全体的に国家主導の災害対応活動と支

援成果が強調されている．第1因子「成果達成への確

信」は社会に対して「支援は着実に進んでいる」と

いう積極的なスタンスを示し，支援活動の成功が社

会に安定感を提供するという論調である．第2因子
「被災地の状況と動き進展」では，救援活動の進展

や広域的な対応が強調されている．また，第3因子
「災害への不安と危機感」は災害のリスクや課題に

対する警戒を呼びかける役割を果たしている．第4因
子「避難生活と住まいの調整」は避難所や仮設住宅

の配置，被災者の住環境の調整過程を描く．第5因子
「物資支援の成功」では，公的機関や組織的な支援

活動が成果を上げている点が強調され，災害対応へ

の迅速かつ強力な支援の姿が可視化されている． 
表１ 日本の因子分析結果 

 
因子抽出法：最尤法   回転法：Varimax 法 

KMO 値：0.560  近似カイ二乗： 3596.846  df：190  p 値＜0.01 

 表２ 中国の因子分析結果 

 
因子抽出法：最尤法   回転法：Varimax 法 

KMO 値：0.662  近似カイ二乗： 1307.994  df：190  p 値＜0.01 
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第6因子には災害による死者への社会的な感情的反

応，災害自体への感情を表すから「災害死への怒

り」といえる．第7因子は社会的な連帯感や経済支援

を通じて復興への希望を示し，被災地支援に向けた

協力や経済基盤の回復が読み取れるため「連帯感と

経済的支援」と名付けられる． 
以上から，両国の報道論調には相違がありそうだ

とわかる．能登半島地震の報道では「災害への危機

意識」や「喪失感と復興への希望」が示すように，

災害の深刻さを共有しつつ，被災者の感情に寄り添

う姿勢と地域社会の連帯感を強調されていた．甘粛

地震の報道では，「成果達成への確信」にあらわれ

る公的機関・国家主導による迅速な災害対応や具体

的な支援成果を提示・強調し，社会に安定感と信頼

感を醸成することが主眼となっているとみなされる． 
 
(2) 日中論調の時系列変化 
災害フェーズの変化および時系列に基づく応急対

策活動の流れについては，統一された基準は未だ確

立されていない．Neal（1997）の代表的な研究によ

れば，災害フェーズの変化は，以下の特徴を有す

る：（1）時期が明確に区別されるわけではなく，フ

ェーズ間に相互関係があること，（2）個人と組織を

対象とする多次元的な側面があること，（3）時間的

側面よりも社会的側面が強調されていること，（4）
複数の主体による感覚が含まれていること．また，

「災害対策基本法」（2018）に基づいて，一般的に

災害は「予防対策」「応急対策」「復旧・復興対

策」の3段階に区分されるが，災害対応におけるフェ

ーズのより細かい分類も試みられている．例えば，

木村ら（2004）はウェーバー・フェヒナーの法則に

基づき，10の乗数×時間ごとにフェーズを区分する

フレームを提案し，阪神・淡路大震災における被災

者へのアンケート調査をもとに復興カレンダーの構

築を試みている． 
これに対して，災害医療から災害対応へと適用が

広がり，日中両国の異なる災害対応背景にも適合し，

比較分析で一貫性を確保できるとみられる「災害サ

イクル」（勝見ら，2012）の概念に基づき，発災後

の時間経過に応じたフェーズ区分を本研究は用いる．

この「災害サイクル」では，災害のフェーズが5期
（超急性期，急性期，亜急性期，慢性期，平穏期）

に分けられる．本研究は，災害発生から1か月間に焦

点を当て，短期的な災害対応行動の変化を観察する

ため，表3に示すように5フェーズを設定して，新聞

記事を区分し，各フェーズにおける記事内容を分析

する． 
 

表３ 区分に使用したタイムフェーズ 

 

図1 日中報道における論調変数の時系列変化 

!
ａ
#
中
国
・
甘
粛
日
報 

 

!
ｂ
#
日
本
・
北
陸
中
日
新
聞 

 

図1（a）が示す中国の感情表出では正の感情表現

が際立つ．例えば「成就（ achieve）」や「権力

（power）」が各フェーズで高い値を示し，亜急性期

初期には「成就（achieve）」が最大値（4.2点）に達

する．ここから，国家主導による迅速な支援活動と

その成果の提示が報道の中心的役割と考えられる． 
超急性期と急性期において時間および空間の切迫

性に報道は焦点を当て，救援活動（motion）の迅速

な進展と広範なカバー範囲を強調している．また，

「帰属意識（affiliation）」が顕著であるから，組織

的な動員力，救助，地域の安定と信頼に関するメッ

セージを発信する意図が読み取られる．亜急性期に

は，報道の焦点は「経済支援」や「復興と再建」と

いった内容へと移行し，具体的な救援成果やリソー

スの分配状況が描かれた． 
「不確実性（tentat）」や「差異（discrep）」が亜

急性期の初期の高まりは，救援活動における調整上

の課題を反映していた．ただ，「悲しみ（sad）」と

いう負の感情表現は一貫して低い（≦0.20）．特に

「死（death）」の描写はほぼ見られない（<0.10）．

ここから，中国の報道では負の感情を抑制しつつ，

支援の成功を強調する傾向があらわれている． 
図1（b）に見る能登半島地震の報道では，積極

的・消極的を問わず，感情表出そのものは顕著では

ない．しかし，時系列的な変化では比較的明確なフ

ェーズ特性が見られる．超急性期および急性期の報

道では「リスク（risk）」が相対的に高いため，危機

感や被災状況が目立つことになる．支援活動の視点

では，災害初期と亜急性期中期において公権力を象

徴する「権力（power）」アクターの介入が記され，

経済支援を表す「money」も増加傾向も示される． 
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図２ ２紙のTone値の時系列変化 

 
 

表４ ２紙の「Tone」指標の二元配置分散分析結果 

 
表５ 多重比較検定結果 

 
 
これまでから，日本の報道では「時間（time）」と

「空間（space）」への関心が顕著であり，「時間」

という変数は通期的に値が高いといえる．ここから，

報道が災害後の復興進捗や救援の長期的な取り組み

への注目の高さが示唆される．「空間」および「行

動（motion）」の高まりは，避難所生活や仮設住宅

への移行，さらには住宅再建といった過程へのメデ

ィアの関心を反映する． 
まとめると，中国の報道は一貫して国家主導の救

援活動とその成果を中心に据え，高効率な動員と成

果の提示を核とする安定した叙述を構築するのに対

して，日本の報道は初期段階では災害の現実と被災

者への関心を示し，時の経過につれ救援活動の進展

や復興課題へ焦点を移すなど，より明確な段階性と

課題志向が見られた． 
次に，災害報道における論調傾向を全体的に把握

するため，LIWCのTone指標を用いて報道の時系列的

変化を確認する（図2）．中国の報道は全体的にポジ

ティブなToneが高く，亜急性期で最大値（8.09）を示

した．一方，日本の報道は急性期以降ネガティブな

Toneが増加し，終盤期で-10.31まで低下している． 
また，二元配置分散分析の結果（表4）から，各グ

ループ間に有意差があった．多重比較の結果では，

時間フェーズと国家間で有意差が認められた（表5）．

これにより，日中災害報道の論調が時間経過と国家

間で顕著に異なることが示された． 
 
５．おわりに 
 本研究は，2023 年末から翌年初頭に発生した能登

半島地震と甘粛地震の報道分析を通じて，日中メデ

ィアにおける災害論調の特徴とその時系列的変化を

比較・考察した． 

 RQ に基づく分析から明確な差異が確認された．日

本の地震報道は，初動段階で危機意識の共有や被災

者への寄り添う面が顕われ，時間経過に従い具体的

な復興課題や社会連帯の構図を深めていた．中国の

地震報道は，当初から公的機関や国家主導の支援成

果を前面に打ち出し，災害対応が進む中でも比較的，

制度的秩序・効率性・成果重視を維持しつつ，社会

安定と対応の成功を一貫して強調した． 
 しかし，当然，本研究にはいくつかの限界も存在

する．日中において，各一地方紙の短期分析にとど

まったことは，情報コンテンツの制約を意味する．

感情分析では翻訳や辞書依存が，計量モデルの前提

等を左右されるため，必ずしも文化固有の言語使用

特性を完全には反映できない可能性をもつ． 
 それでもなお，本研究には，災害報道をめぐる社

会言説形成の国際的理解に向けて，社会が危機時に

いかに意味を形成・共有し，困難を乗り越えるかを

考察する点で一定の価値がある． 
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西浦田楽映像アーカイブシステムによる 

演目・年次別多視点閲覧の実装と評価 

Implementation and Evaluation of Multi-View Video Archive System 

for Nishi-ure Dengaku with Program- and Year-Based Access  
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要旨･･･本稿では，構築した西浦田楽映像アーカイブが西浦田楽の保存・継承支援と，映像の効率

的な探索・視聴に有効かを調査するため，西浦田楽の研究者にヒアリングを実施した結果を報告す

る．ヒアリングの結果，西浦田楽の保存・継承支援において今回構築した映像アーカイブ及び比較

視聴機能の有効性を確認した．また，撮影年と演目種別に基づく表形式のレイアウト，比較視聴

(同時再生)，俯瞰図，撮影位置切替が映像の効率的な探索・視聴に有効であることを確認した．一

方で改善点として，撮影位置の統一やトップページの視認性向上が明らかになった．課題点として

複数の撮影位置の明示や，異なる年の複数映像に対する同時再生の挙動が指摘された． 

キーワード 民俗芸能，西浦田楽，映像アーカイブ，Mirador

１．はじめに 

デジタルアーカイブは過去から現在の歴史的・文

化的遺産の情報を画像やテキスト，映像等を用いた

コンテンツとして記録・保存したものである．また，

無形の文化財は映像での記録が定着している[1]．特

に民俗芸能の中でも一年に一度開催されるものにつ

いて，実際の様子を記録した映像は，その年の民俗

芸能の実存を示すために重要である．このため，継

続的に複数年に渡り映像で記録することは，変化を

捉えることに繋がっていく．複数年に渡り撮影され

た映像は，長時間かつ大量にあると考えられる．さ

らに，複数のカメラから撮影している場合，その記

録映像の量は膨大になると考えられる．そのため，

それらの映像を視聴者が効率良く映像を探索・視聴

できる工夫が必要となる．

本研究では，この背景を受け，これまで静岡県浜

松市天竜区水窪町の民俗芸能である西浦(にしうれ)

の田楽(以下，西浦田楽)の記録映像を対象に，その

保存・継承支援，記録映像の探索・視聴の効率化を

目的とし，映像視聴システムの試作，評価を行って

きた[2,3]． 

本稿では，構築した西浦田楽映像アーカイブが西

浦田楽の保存・継承支援や演目映像の効率的な探

索・視聴に対して有効か，また改善点を明らかにす

るため，西浦田楽の研究者へヒアリングした結果と

考察を述べる．  

２．西浦田楽のアーカイブ化と撮影 

本章では，西浦田楽の概要とアーカイブ化の流れ，

研究室での撮影について述べる． 

2.1 西浦田楽の概要と映像アーカイブ化の意義 

西浦田楽は静岡県浜松市天竜区水窪町の民俗芸能

であり，約1300年の歴史を持つとされている．西浦

田楽は，西浦観音堂で毎年旧暦の1月18日の夜から

翌日の朝まで徹夜で開催され，全47演目(地能33演

目・はね能12演目・番外2演目)が奉納される[4]． 

西浦田楽は口伝によって姿形を変えずに継承され

てきたとされている．地能は家ごとに舞う担当が決

まっているが，はね能は毎年舞う人や順番は固定さ

れていない．また，地能に関しても経年によって家

の中で舞う人は変わるため，全く同じ西浦田楽は存

在しない．そのため，各年の微妙な変化や特徴，動

きをありのまま保存できる映像アーカイブは西浦田

楽の保存・継承という観点で大きな意義を持つ． 

2.2 アーカイブ化の流れ 

図1に西浦田楽のアーカイブ化の流れを示す． 

図1：アーカイブ化の流れ([3]-図1を一部修正) 

① 各年の西浦田楽を撮影(記録)する．本研究で

扱う映像は「2.3 研究室による西浦田楽の撮

影」にて詳述する．
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② 撮影した演目映像から，メタデータ(A〜D)

を整理・記述する．

③ 映像視聴システムで(1)〜(4)の機能を実装

し，②で整理・記述したメタデータを用い

て映像の効率的な探索・視聴を実現する．

2.3 研究室による西浦田楽の撮影 

図 1 の①記録(撮影)に関して，本研究室では 2016

年〜2020 年，2024 年の計 6 年，西浦田楽の開催日

当日に撮影を行ってきた．なお 2021〜2023 年に関

しては，新型コロナの影響により関係者だけで神事

のみが執り行われたため[5]，撮影は行っていない． 

表 1 に各年の西浦田楽の演目映像の撮影日，撮影

位置，撮影形式，映像本数と収録時間の合計を示す． 

撮影位置に関して，図 2 に西浦田楽本番当日の西

浦観音堂の俯瞰図と撮影位置(カメラ C1〜C9)を示

す．本研究室では，毎年，撮影方法や撮影位置を試

行錯誤し，演目によっては複数の位置から同時に撮

影するなどの工夫を行っている．また，2017 年〜

2019 年の撮影では VR 撮影も行った．画質に関して

も，2017 年以降，継続的に 4K で撮影を行っている． 

表 1：各年の演目映像情報([3]-表 1を修正・追加) 
2016/2/25・26 映像：26 本 総時間：3:40:07 

楽堂正面(HD)[C2] 地能，はね能，番外，その他 

境内中央付近(HD)[C1] 番外 

2017/2/14・15  映像：100 本 総時間：11:42:57 

境内中央付近(HD)[C1,C3] 地能，はね能，その他 

西浦観音堂(HD,SD)[C1,C2,C4] 地能，はね能，番外，その他 

石段付近(HD)[C3] 地能，番外 

横ダイ付近(4K[VR])[C6] 番外 

2018/3/5・6  映像：244 本 総時間 38:09:15 

境内中央付近(4K[VR])[C1] 地能，はね能，番外 

楽堂正面(4K[VR])[C2] 地能，はね能，番外 

横ダイ付近(4K[VR])[C6] 番外 

2019/3/5・6  映像：60 本 総時間：9:00:01 

楽堂正面(4K,4K[VR])[C2] 地能，はね能，番外，その他 

横ダイ付近(4K)[C6] 番外 

横ダイ裏手(4K)[C7] 地能 

2020/2/11・12  映像：17 本 総時間 3:40:07 

境内中央付近(4K)[C1] 地能，はね能，番外 

2024/2/27・28 映像：111 本 総時間：23:54:59 

境内中央付近(4K)[C1,C3] 地能，はね能，その他 

楽堂正面(4K)[C2,C8] 地能，はね能，番外，その他 

楽堂右(4K)[C9] 地能，はね能，番外 

横ダイ付近(4K)[C6,C7] 地能，はね能，番外 

図2：本番の観音堂と撮影位置([3]-図3に追加) 

３．映像視聴システム 

表 2に映像視聴システムの仕様を示す． 

本映像視聴システムはトップページ(図 3)，映像

視聴ページ(図 4)，検索ページ(図 5)から構成される．

また図 6に比較視聴時の映像視聴ページを示す． 

表 2 のサブ目的の番号と，図 3〜4 の各機能の番

号は対応している． 

表 2：映像視聴システムの仕様([3]-表 2を更新) 

目的 サブ目的 仕様 

(1)撮影年と

演目種別に

基づく演目

映像の探索

①撮影年表示 撮影年を表示するタブ 

②演目種別切替
表示する映像の演目種

別を切り替えるタブ 

③映像サムネイル

 サムネイルを表示

し，クリックで映像

視聴ページへ遷移

 １演目に映像が複数

ある場合はスライダ

ーで切替

 映像の基本情報を表

示するボタンを設置

(2)撮影位置

に基づいた

複数映像の

切替視聴 

(3)映像のア

ノテーショ

ンによる所

作の確認 

(4)複数映像

の比較視聴 

④比較視聴ボタン
選択した映像を比較視

聴するボタン 

⑤映像の再生/アノ

テーション表示

演目映像を再生する/映

像のアノテーションを

表示(Mirador[6]利用) 

⑥基本情報の表示 映像の基本情報を表示 

⑦複数映像の同時

再生 

比較視聴時に複数の映

像を同時再生/停止する

ボタン 

⑨撮影年・演目の

絞り込み 

撮影年と演目を絞り込

み検索ページへ遷移す

るボタン 

⑩俯瞰図/撮影位置

切替

 本番当日の西浦観音

堂の俯瞰図を表示

 撮影位置に基づく映

像切替ボタンを配置

⑪関連映像/前後の

演目映像

再生中の映像に関連す

る映像と，奉納順で前

後の演目映像のサムネ

イルを表示

演目映像の

一覧表示と

検索 

⑫映像サムネイル

 映像のサムネイルと

基本情報を表示する

 クリックで該当映像

の視聴ページへ遷移

⑬映像の条件を絞

り込む 

表示する映像を [撮影

年 ][演目種別 ][演目 ]で

絞り込むプルダウン 

⑭映像サムネイル

を並び替える 

表示中のサムネイルを

[奉納順 ][(撮影年の)古

い順][新しい順]に並び

替えるボタン 

文献アーカ

イブ [7]との

連携 

⑧文献アーカイブ

のリンク 

視聴中の演目に関連す

る文献アーカイブへ遷

移するボタン 
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図 3：トップページ 

図 4：映像視聴ページ 

図 5：検索ページ 

図 6：比較視聴時の視聴ページ 

４．ヒアリング評価の結果 
本映像アーカイブの「西浦田楽の保存・継承への

支援」「演目映像の効率的な探索・視聴」への有効

性，またユーザビリティ評価を目的とし，民俗芸能

の研究者へヒアリングを実施した(表 3)．また以下

に要約・分類した質問項目を示す． 

【西浦田楽の保存・継承，映像の効率的な視聴・探

索への有効性に関する質問】各機能(システム全体，

撮影年と演目種別に基づく表，比較視聴&同時再生，

俯瞰図，撮影位置切替)の「西浦田楽の保存・継承

支援」「映像の効率的な探索・視聴」への有効性に

ついての質問(問 1,2,4,6,9,10,11)． 

【ユーザビリティ評価】システム全体や各機能のユ

ーザビリティ，改善点についての質問(問 1~14)． 

表 4 に保存・継承支援への有効性に対する評価， 

表 5 に映像の効率的な探索・視聴への有効性に対す

る評価，表 6 にユーザビリティに対する評価を示す． 

表 3：ヒアリング評価実施概要 

日時 2024 年 12 月 18 日(水) 13:00~14:00 

対象 K さん(飯田市美術博物館学芸員) 

場所 飯田市美術博物館 

調査の流れ 

1. 研究とシステムの使用方法を説明(５分)

2. 実際に使用してもらう(10 分)

3. ヒアリング評価(45 分)

調査内容 
システムの西浦田楽の保存・継承支援，効率的な

探索・視聴への有効性，ユーザビリティ

実施環境 MacBook Air 13 インチ， Google Chrome 使用 

表 4：保存・継承支援への有効性に対する評価 

評価(一部筆者修正) 

肯定的な

評価 

① アーカイブとして情報が蓄積され，比較できる

点で有益だと感じる

② 複数の画角が興味深く，研究的にも多方向から

見られる点がいい

③ (比較視聴)はね能は舞手が毎年固定ではないた

め，比較が有効だと感じる

改善点 

④ 撮影位置を全ての年で統一できると，より多角

的・客観的になる

⑤ カメラが押さえている要素を明示するといい

表 5：効率的な探索・視聴への有効性に対する評価 

評価(一部筆者修正) 

肯定的な

評価 

① (撮影年と演目種別に基づく表)年と演目種別で

並んでおり探索しやすい

② (比較視聴・同時再生)使いやすく，見やすい

(俯瞰図・撮影位置切替) 

③ 撮影位置が分かりやすく有効

④ 違う画角の映像をすぐ見られていい

否定的な

評価 

⑤ (比較視聴・同時再生)年によって笛の速さなど

が変わるため，同時再生が有効か疑問を感じる

改善点 ⑥ トップページから検索ページへの遷移が欲しい

５．評価結果からの考察 
5.1 西浦田楽の保存・継承支援への有効性 

【肯定的な評価に対する考察】 

表 4-①②より，今回，作成・構築した西浦田楽の

演目映像アーカイブ自体が，複数位置から撮影して

いる点も含め，西浦田楽の保存・継承支援に有効で

あると考えられる．また表 4-③より，比較視聴機能

(図 6)は，各年の担当が決まっていない「はね能」

の保存・継承支援に有効だと考えられる． 

【改善点 1：撮影位置の統一】 

表 4-④より，今後の撮影で撮影位置を統一する必

要がある．画角を統一することで経年変化を確認し

やすくなるため，撮影計画の共有・引き継ぎを行う． 
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表 6：ユーザビリティ評価 

評価(一部筆者修正) 

肯定的な

評価 

(トップページ)

① 演目種別の切替タブが馴染みやすい

② 再生前に基本情報を確認できていい

③ (映像視聴ページ)関連動画で他の年の映像がす

ぐ見られる点がとてもいい

④ (検索ページ)撮影年や奉納順のタブがあるので

すごく使いやすい

否定的な

評価 

⑤ (トップページ)複数の撮影位置が分かりにくい

⑥ (俯瞰図・撮影位置切替)映像が２パターンある

ことが把握できていないとすぐに操作しづらい

改善点 

(トップページ)

⑦ 表の 1 段目が揃うと見やすい

⑧ 映像のタイトルが簡潔になるといい

⑨ (検索ページ)映像の情報をもう少し見たい

【改善点 2：映像の情報の充実】 

表 4-⑤より，各カメラに映る道具や所作などの情

報を分かりやすく提示する必要がある．よって，映

像視聴ページで Mirador のアノテーション機能や基

本情報エリア(図 4-⑥)に情報を追加していく． 

5.2 映像の効率的な探索・視聴への有効性 

【肯定的な評価に対する考察】 

表 5-①より，トップページ(図 3)の撮影年と演目

種別に基づく表は，効率的な探索に有効と考えられ

る．また表 5-②③④より，比較視聴(図 6)・同時再

生機能(図 4-⑦)・俯瞰図&撮影位置切替(図 4-⑩)は

複数映像の効率的な視聴に有効と考えられる． 

【課題点：異なる年の同時再生への対応】 

表 5-⑤より，異なる年同士の同時再生の有効性が

懸念される．西浦田楽は毎年，舞う演目は変わらな

いが，笛の速さなどの微妙な差異が同時再生の有効

性に影響すると考えられる．よって，Mirador のア

ノテーション機能を用いて，利用者が各映像の演目

開始時点に再生位置を揃えられるようにする．

【改善点：トップページから検索ページへの遷移】

表 5-⑥より，トップページ(図 3)から検索ページ

(図 5)への遷移が指摘された．今後，トップページ

に検索ページへ移動するボタンを設置する． 

5.3 ユーザビリティ 

【課題点：複数の撮影位置の明示】 

表 6-⑤⑥より，トップページ(図 3)で撮影位置が

複数あることが分かりづらい点が指摘された．また，

表 6-⑥より俯瞰図(図 4-⑩)での撮影位置切替も初見

で利用しづらい点が指摘された．よって，トップペ

ージでは背景色変更で複数位置の映像を明示し，俯

瞰図では撮影位置切替ボタンに動きを加え，複数の

撮影位置があることを気付きやすくする改善を行う． 

【改善点 1：トップページの視認性向上】 

表 6-⑦より，トップページの視認性の改善が指摘

された．現状サムネイルにサイズ差があるため，1

段目に段差が生じている(図 3)．よって，今後映像

データ登録時にサムネイルの大きさを指定すること

で解決を試みる．表 6-⑧より，トップページの映像

タイトルが冗長である点が指摘された．演目種別は

タブ(図 3-②)に表示しているため，タイトル内の演

目種別の文字は削除するなどの改善を試みる．

【改善点 2：検索ページの基本情報の充実】

表 6-⑨より，検索ページにおける映像サムネイル

と共に表示する基本情報の充実が指摘された．よっ

て，現在の情報に加え新たに演目の開始/終了時刻

を表示するなどの改善を試みる． 

６．まとめ 
本論文でははじめに，民俗芸能における映像アー

カイブの重要性を述べた．次に，西浦田楽の映像ア

ーカイブの意義とプロセス，研究室による撮影につ

いて，さらに，映像視聴システムの設計について述

べた．最後に，研究者へのヒアリング評価の結果と

考察を述べた．評価から，西浦田楽の保存・継承に

支援における本映像視聴システムの有効性や，比較

視聴機能の有効性を確認した．さらに，効率的な映

像の視聴・探索において，撮影年と演目種別に基づ

く表形式のレイアウトや，比較視聴，俯瞰図上での

撮影位置切替の有効性を確認した．また改善点とし

て撮影位置の統一やトップページから検索ページへ

の遷移，トップページの視認性向上が明らかになっ

た．課題点として異なる年同士の同時再生への対応

や，複数の撮影位置の明示が明らかになった．

今後の展望として，今回の評価を踏まえ，映像視

聴システムへの改良を行う．また，西浦田楽の関係

者へヒアリングを行い，一般公開を目指す． 
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「名誉男性」概念の定量分析に向けた基礎的検討： 

日本の男性エリートの特徴分析 

Building a Quantitative Framework for the Concept of  

‘Honorary Men’: An Analysis of Male Elites in Japan 

伊藤 真保
1
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Maho ITO and Tatsuhiro YAMAMOTO 
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要旨･･･本研究は，日本の男性エリートの特性を定量的に分析し，女性エリートの「名誉男性」化

に関連する特徴を明らかにする足掛かりを得ること目的とする．高収入，高学歴，管理職以上とい

う基準で男性エリートを定義し，本研究は因子分析と二項ロジスティック回帰分析を用いて，その

職場環境や価値観を抽出した．分析の結果，男性エリートは「競争志向」「成果主義」「多様性の

受容」といった特徴を持つ一方、「年功序列的価値観」を内面化していることが明らかとなった。

これらの結果は、男性エリートが日本的な伝統と競争志向を併せ持つことを示し、女性エリートが

これらの特性を共有しているかを検討するための視座，基準軸を提供する可能性がある． 

キーワード ジェンダー，エリート，定量分析，女性管理職

１．はじめに 

女性活躍推進法が施行されて 8 年が経過し，2022

年度の女性管理職比率は，部長相当職は 8.0%（前

年度 7.8%），課長担当職は 11.6%（同 10.7％）と，

いずれも上昇傾向にある（厚生労働省, 2023）．し

かし，「2020 年までに指導的地位に女性が占める

割合を少なくとも 30％程度とする」という政府目

標には程遠いのが現状である．では，女性管理職比

率はなぜ増えないのだろうか． 

労働政策研究・研修機構が実施による「男女正社

員のキャリアと両立支援に関する調査」（2012）を

分析した武石（2014）は，約 30%の企業が「女性の

ほとんどが役職者になる前に退職する」と回答して

いることを示しており，日本の年功序列型・長時間

労働型の企業文化に対応できる女性が限られている

可能性を示唆する．逆の視点でみれば，男性たちが

築いた企業文化に対応できる女性のみがサバイブ可

能で，管理職に登用されると言えるかもしれない．

一方で，日本生産本部（2017）による「第 8 回コア

人材としての女性社員育成に関する調査」では，女

性社員の活躍推進の課題として，企業の約 8 割が

「女性社員の意識」を挙げていると報告されている．

企業側の視点ではあるものの，女性管理職比率向上

には女性社員の意向が欠かせないことが読みとれる． 

しかし，男性社会の行動様式や価値観に適応でき

る女性のみ（「名誉男性」）が管理職に登用される

のであれば，後続世代の女性たちは先輩女性をロー

ルモデルと見なせず，管理職志向が高まらないだろ

う．この点は、既存の調査研究でも一定の妥当性を

得ている（e.g.中野, 2014; Ibarra et. al, 2010）．

Oakley （2000）は，女性がリーダーとしての能力

を証明するために，過剰に男性的な行動をとらざる

を得ない状況を示した．上野（2010）も，男性社会

で認められるために，「名誉男性」として同調する

ことは〝正しい〟選択であると指摘する．男性社会

で彼らの価値観を取り入れて成功した女性が，その

他の女性に対して昇進を妨げたり厳しく対応したり

する「クインビー症候群」（G. L. Staines et al., 

1974）も以前から実証されており，男性優位の社会

で成功をし，彼らの価値観を取り入れた女性の存在

は後進の女性に悪影響を及ぼす可能性をがある． 

男性社会に順応し成功したエリート女性は、後述

するように，「名誉男性」またはそれに類する存在

と指摘されてきたが，翻って考えてみると，そもそ

も女性エリートは本当に「名誉男性」と言えるのだ

ろうかという疑問が浮かぶ．そこで，本研究は女性

エリートが「名誉男性」としての特性を持つかを定

量的に検証する準備段階として，まず男性エリート

の特性を抽出することを目的とする．この分析から，

日本の男性エリートの特徴や意識がどのように構成

されているかを明らかにしたい．そして，これを女

性エリートが共有するか否かを検討するための足掛

かり，基準軸を提供できるように本研究は進めたい．

本研究は以下の構成で論じる．2章は先行論文を

レビューし，研究背景と位置づけを明確にする．3

章で仮説を提示し，4章でデータの概略を説明，5章

で分析，6章で推定結果に基づいた研究の結論と今

後の課題をまとめる．
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２．先行研究 
本研究が取り組む女性管理職の「名誉男性」化を，

まず，女性リーダーを対象にした研究からアプロー

チする．

「名誉男性」は，「名誉市民」「名誉教授」とい

う称号と異なり，否定的なニュアンスを伴う概念で

ある．これは南アフリカ共和国のアパルトヘイト政

策時代に，特定の黒人が白人社会に受容される際に

使用された「名誉白人」に由来するとされる．つま

り，特権的地位を得るために多数派（白人や男性）

の価値観を受け入れる行為を批判的に捉えるもので

ある（Hassim, 2006）．鈴木（2024）は「名誉男

性」は1990年代まで特定人物を対象とし，就労する

女性たちの内省の語りの中で用いられていたが，近

年その適用範囲が広がり，女性のリーダーシップの

在り方の問題と結びつけられやすくなったと指摘し

ている． 

 では，なぜ女性リーダーは「名誉男性」になる 

(ならざるを得ない)のだろうか．この問いに対して， 

Eagly and Karau （2002）は，リーダーシップに必要

な特性，たとえば決断力や主張力は，伝統的に男性

に関係づけられてきたため，女性はリーダーにふさ

わしくないと見なされると指摘する．Eagly and 

Carli （2007）は，女性の昇進に対する困難さを

「ガラスの天井」と表現することに異を唱え，乗り

越えるべき多数の障害，複雑な状況を強調する．そ

の中で，女性がリーダーとして成功するための方法

として，男性的な価値観や行動様式の内在化を示唆

している．この状況は，特異な心的圧力，伝統的な

性別役割期待の双方が絡み合った結果であることを

説明する． 

女性リーダーは本当に「名誉性」と言えるのだろ

うかという疑問を掘り下げるため，ある具体例を挙

げてみよう．女性初の内閣広報官となった山田真貴

子が東北新社からの接待問題で辞職した際，「飲み

会は決して断らない」と発言したことを「名誉男

性」と評された事例（川崎,2021）がある．そこで

は，「名誉男性」について「男性が驚くほどの超人

的な努力をして，男性社会に組み込まれ男性軸の価

値観で認められて生き残る女性」と記載される．こ

うしてみると、「男性軸の価値観」とはどのような

ものだろうかという疑問が浮かぶ．「名誉男性」の

定義について客観的（定量的）に検討した先行研究

は筆者が知る限り存在しないように思われる． 

Ibarra（1993）はネットワーク構造の観点から女

性リーダーの特性を分析したが，男性的価値観の内

面化に関する定量的データの蓄積は不十分である． 

アルテイシア（2020）は「名誉男性」を「男尊女

卑的な価値観に染まってしまった人」と定義するが，

現代における「名誉男性」の理解は，より多層的か

つ複雑であると考えられる．例えば，国会議員時代

に女性活躍の旗振り役と評されていた丸川珠代が，

選択的夫婦別姓制度への反対署名をした際も「名誉

男性」と言われた．ただ，彼女が男尊女卑社会その

ものには意義を唱えていることから，この署名はサ

バイブのための戦略的選択であったと解釈すること

も可能なのである． 

こうした背景を踏まえると，女性リーダーの「名

誉男性」としての特性を論じるには，感覚的な議論

を超えた，より客観的な検討が必要であろう． 

3．リサーチ・クエスチョン 
これまでの検討を踏まえ，本研究は，日本におけ

る女性管理職比率が伸び悩む背景として，女性エリ

ートが「名誉男性」としての特性を有している可能

性に着目する．ただし，「名誉男性」を具体的に理

解するには，男性エリートの特徴を検討することが

求められる．そこで，本研究は，次のリサーチ・ク

エスチョン（RQ）を提示する．

RQ：日本の男性エリートは，それ以外の群(男性

非エリート，女性全般)と比較して，どのよう

な特徴を有しているのか？ 

この問いに答えるため，本研究は男性エリートを

定義し，彼らの職場環境，価値観，行動様式の特徴

を明らかにする．そこから得られた男性エリートの

特徴が「名誉男性」の特性として女性エリート研究

にどのような視座や基盤を与えるかを検討する． 

４．分析データ 
 使用されるデータは，2022年に実施された「グロ

ーバル就業実態・成長意識調査」（パーソナル総合

研究所）から取得したものである．この調査は，世

界18カ国・地域の主要都市の人々を対象に，働く実

態や働く意識，Well-being，働くことを通じた成長

などを明らかにしたものである．サンプルは，性

別・年齢ごとに均等に割り付けられており，収入に

よる緩やかな均等割り付けも考慮されている． 

本研究は，調査対象となった日本人1000人のうち，

「エリート」群を抽出して，その回答の比較分析を

行った． 

 先行研究では「エリート」について明確な定義が

見られないため，本研究は下記の基準を設定した．

①個人収入：収入層分類のうち「High」に該当する

年収690万以上、②学歴：大学・大学院卒業、③職

位：管理職・取締役相当・代表表取締役・役員相当

である．「エリート」特性検討では，以下の7カテ

ゴリーに分類された計86項目を対象とした（その内

訳は、下記の通りである．職場の組織文化に関する

設問：30項目，仕事の現状：14項目、仕事に関する

満足度：7項目、仕事に関して重要だと思うこと：7

項目、仕事に関する意識：12項目、職場における多

様性：全6項目、今後のキャリア：10項目）．

５．分析 
本研究は，日本人男性エリートの内面性や特性を

定量的に検討するために，まず，（紙幅の関係上、

表を省略するが，）仕事や職場に関する全86項目と，

エリート男性か否かを示すダミー変数との相関係数

を算出した結果，31変数が浮かんだ．

続いて，それらの関係性を整理し，潜在的な共通 
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表 1 因子分析による抽出因子と信頼性指標 

要素を特定するために因子分析を実施した．因子

数の決定には最尤法を用い，因子の解釈を容易にす

るためにプロマックス回転を適用した．その結果が

表1である．本研究は因子負荷量のカットオフ値を

0.4とし，これを下回る変数は不採用とした（表中

では△と示す）．分析結果の信頼性の確認では，各

因子のCronbach’s α係数およびMcDonald’s ω係数を

算出した．その結果，主要な因子はすべてα係数お

よびω係数が0.75以上であり，十分な内的一貫性が

確認された．また，モデル全体の適合性を評価する

ために CFI （ Comparative Fit Index ）および
RMSEA （ Root Mean Square Error of 

Approximation）を算出したところ，CFIが0.971，

RMSEAが0.039という結果が得られた．これらの値

は，因子分析モデルがデータに適合していることを

示している． 

因子分析の結果，6 因子（自主性，職場への満足，

積極性，グローバル志向，組織への献身，協調性）

が抽出された．これらは，回答者全体の職場環境や

価値観を反映しており，今後，男性エリート群にお

ける影響を検討する際，基盤になると考えられる． 

 次に，先の分析で得られた因子得点を用いて，男

性エリート変数への因果関係を検証するための二項

ロジスティック回帰分析を実施した．目的は，各因

子が男性エリートを規定する要因として機能してい

るかを明らかにすることである．具体的には，因子

得点を独立変数，男性エリート変数を従属変数とし

て設定し，それぞれの因子が男性エリート変数に与

える影響の有無を検討した．その結果を表 2 に示す．

表 2 因子得点に基づく 

二項ロジスティック回帰分析結果 

そこからは，男性エリートを規定する有意な要因

は確認できなかった．この結果を受けて，因子負荷

量が 0.4 未満であり因子得点に含めなかった変数を，

研究テーマや RQ に照らして文脈的に重要と判断し，

男性エリート変数に対する影響を直接的に検討した．

その結果（表 3），4 つの変数が統計的に有意であ

った． オッズ比の検討から「会社で出世したい」，

「自分とは考え方や好み，やり方が違う人とも積極

的に関わる」，「会社から求められる仕事の成果を

出している」といった価値観や行動が，男性エリー

ト群でそれ以外の群と比較して高い傾向を示してい

た．一方で，「年下の上司のもとで働くことに抵抗

はない」のオッズ比は 0.73（ < .05）であり，男性

エリート群においてこの価値観を持つほど，抵抗が

大きいという解釈を得られることになる．

以上より，組織内の上昇志向や個々の業績を重視

する姿勢が男性エリートを規定する要因であること

が示唆される． 
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表 3 二項ロジスティック回帰分析結果（男性エリート変数に対する因子分析で除外した変数の影響） 

6． おわりに 
本研究は，女性管理職の比率が伸び悩む日本の背

景として，女性エリートが「名誉男性」としての特

性を有する可能性に着目し，日本の男性エリートが

どのような特徴を有するかを分析した．その結果，

競争志向や成果主義を持ち，他者と積極的に関わる

姿勢を持ちながらも，年功序列的な価値観を内面化

していることが示された．男性エリートが他者と関

わる姿勢を示しつつも，内面的には役割や地位に対

する葛藤を抱えている可能性が伺える． 

競争志向や成果主義の意識は，Oakley（2000）が

指摘する男性的リーダーシップ特性と一致する．ま

た，多様性を受容しつつ年功序列的価値観を内在化

している点は，Eagly & Karau（2002）が示した伝統

的な性別役割期待と調和している点を示唆する．さ

らに, 伊藤（2019）が述べた，男性が競争社会で他

社の上に立つ必要性を感じ，自身の「男性性」を証

明しようとする姿勢は本研究の結果と整合的である． 

本研究の意義は，男性エリートの特性を明確化し

たことにある．これにより，女性エリートがこれら

の特性を共有しているか否かを検討するための具体

的な指標を提供した．また，「名誉男性」概念に関

する定量的検討の基盤を構築した点で，感覚的な議

論にとどまらない客観的な視座を提示している．  

今後の課題として，男性エリートの特性を基準に

した女性エリートの分析を進める必要がある．その

際，質的研究を併用することで，個々の価値観やキ

ャリア形成における背景要因を深く理解し，男性エ

リートとの比較をより包括的に行うことが求められ

る．
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家庭内学習場所が子どもの学習時間に与える影響：収入格差の観点から
The impact of home study place on children's learning time 

◎小西 凌
Ryo  KONISHI 

三重大学大学院地域イノベーション学研究科  Graduate School of Regional Innovation, Mie University 

要旨･･･これまで，出身階層による教育達成の不平等は主に親の社会経済的要因に着目して検討さ

れてきたが，家庭内学習環境（場所）の差異に関する研究は十分ではなかった．本研究では，家庭

内学習場所，特にリビングルームと子ども部屋の違いが子どもの学習時間に与える影響を，世帯収

入ごとに検証することを目的とする．全国の小学4年生から高校3年生とその保護者を対象に分析し

た結果，子ども部屋で学習する子どもは，リビングルームで学習する子どもよりも学校外学習時間

が長い傾向があり，特に世帯収入の高い層が，リビングルームで学習すると，学校外学習時間に負

の影響が見られた．また収入の低い家庭では子ども専用の学習空間が確保しにくく，そのため学習

時間の向上が見込みにくいことが示唆された．

キーワード 子ども部屋，リビングルーム，世帯収入，学校外学習時間

１．序論
教育の達成は，子どもの将来における社会的，経

済的成功に多大な影響を及ぼす重要な要素である．

近年，教育達成の不平等が社会問題として注目され，

その背景には出身階層や親の社会経済的要因が強く

関与していることが指摘されている．とりわけ，親

の所得や教育水準は子どもの教育機会に直結する重

要な要素であるとされているが，教育機会を形作る

要因はそれだけに留まらない．家庭内での学習環境，

具体的には，学習場所の違いも子どもの学習行動や

教育達成に大きな影響を及ぼすのではないかという

仮説が本研究の着想である．しかし，家庭内学習場

所が子どもの学習行動や教育達成にどのように影響

するかについての研究は，依然として不十分である． 

本研究の目的は，家庭内の学習場所が子どもの学

習行動や教育達成にどのような影響を与えるかを明

らかにすることである．具体的には，リビングルー

ムと子ども部屋という学習場所の違いが学習時間に

与える影響を検討し，さらにその影響が家庭の所得

によってどのように異なるかを明らかにする．家庭

内の学習環境の違いが教育機会の格差を引き起こす

要因としてどのように作用しているかを解明するこ

とで，経済的に厳しい家庭に対する学習支援や，学

習環境の改善に向けた実践的な示唆を与えるものと

なる．

２．先行研究
(1) 学習環境と学習成果

学習環境が学習成果に与える影響については，多

くの先行研究が存在する．特に学習場所が学習効率

や集中力，学習習慣に及ぼす影響が注目されている．

田村（2023）は，安心できる学習（学校）環境は学

習意欲の向上に寄与し，学習効率を高めることを示

した．また，辻村・上野（2010）は，環境音が，音

声を聞く必要がある課題（聴取記憶や校正）におい

て影響しやすく，黙読のように音声を聞かない課題

では影響が少ないという違いを見出し，会話音のよ

うな言語情報を含む騒音は，特に正答率を低下させ

「邪魔」と感じる度合いを高める傾向を明らかにし

た．このように，精神的，周辺環境が安定した学習

環境は，学習成果に直接的な影響を与える要因とし

て認識されている．

 一方で，家庭内学習環境，特にリビングルームと

子ども部屋の比較に関する研究は依然として限られ

ている．西尾ら（2019）は，家庭内での学習場所の

違いが子どもの学習意欲に与える影響を調査し，リ

ビングルームでの学習は，子どもの自律的学習を高

め，子ども部屋での学習は他律的な学習動機を高め

るという，学習場所の差異で異なる結果を示唆して

いる．この研究は，学習場所としての家庭内環境が

学習行動に及ぼす影響について新たな知見を提供し

ており，家庭内学習環境の重要性を再認識させるも

のである．

(2) 学習環境の格差

世帯収入は学習環境において重要な要素であり，

これが学力格差を生じる要因となることが多くの研

究で明らかにされている．そもそも，低所得階層の

居住水準は，住宅の基本的な設備（便所，浴室の設

置率）を欠いている割合も高い（西島 1992）とされ，

低所得層の家庭では子ども専用の学習空間を確保す

ることが難しいことは予測できる．さらに，金子

（1987）は，教育への投資が家庭の経済状況に依存

しており，教育機会の不平等が階層的な要因によっ

て助長されていることを強調している．これらの研

究から，家庭の経済状況が教育機会や学習環境に及

ぼす影響が浮き彫りにされている．

日本国内においても，学習環境の格差は深刻な問
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題となっている．都市と地方における教育資源の配

分に違いがあり，この違いが学習環境の質に直接的

な影響を与えている．例えば，勉強場所として適し

ている図書館と学習時間を扱った麦山・大里

（2024）では，図書館が普及している地域では，子

どもの学習時間が長くなる傾向があることを明らか

にし，図書館は大都市圏よりも地方の都道府県でよ

り広く普及しており，教育機会の地域格差を抑制し

ている可能性を示した．

３．仮説

 本研究では，家庭内学習環境が子どもの学習時間

や学習機会に与える影響を明らかにすることを目的

としている．これにより，家庭の社会経済的背景が

学習場所の選択にどのように関連し，さらにその学

習場所が学習時間に及ぼす影響が異なる可能性があ

ると考えられる．したがって，次の仮説を立てて検

証することとする．

 子ども部屋での学習は，リビングルームでの学習

よりも長い学習時間をもたらすと予想される．子ど

も部屋は通常，学習に集中しやすい環境を提供する

ため，学習時間が延びると考えられる．具体的には，

子ども部屋は静かな空間であり，学習専用のスペー

スが整っていることが多いため，家族の干渉が少な

く，子どもが学習に集中しやすくなる．また，従来

の研究では，学習環境が学習時間に影響を与えるこ

とが示されており，特に集中力を高める環境が学習

時間を延長させるとされている．このように，子ど

も部屋での学習が学習時間の延長に寄与する可能性

が高い．

 一方でリビングルームでは，テレビや家族の活動

などの刺激が多いため，学習に対する集中が妨げら

れる可能性が高い．さらに，家族が同じ空間にいる

ため，家族の干渉の度合いも無意識のうちに学習に

対する干渉が生じ，学習行動に大きな影響を与える．

その結果，学習時間が短縮されることが予想される．

そこで，次のような仮説を設定する．

仮説１子ども部屋での学習は，リビングルームで

の学習よりも学習時間が長くなる． 

 家庭内学習場所と学習時間の関連性は，親の社会

経済的背景により異なると予測される．特に，低所

得層の家庭では，子ども専用の学習空間を確保する

ことが難しい可能性があり，学習の質を低下させる

要因が多く，結果として学習時間が減少することが

考えられる．一方で，世帯所得が高い家庭では，子

ども部屋が確保されやすく，学習に適した環境が整

っているため，学習時間が長くなる傾向が予測され

る．

仮説２家庭内学習場所と学習時間の関連は，世帯

収入によって異なる． 

４．分析方法
(1) 分析データの概要

本研究では，前節で述べた目的を達成するために，

東京大学社会科学研究所とベネッセ教育総合研究所

が共同で実施した「子どもの生活と学びに関する親

子調査 2015-2018」のデータを用いる．データは，東

京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカ

イブ研究センターSSJデータアーカイブを通じて入手

した．この調査は，ベネッセ教育総合研究所に登録

された全国の小学 1 年生から高校 3 年生の子ども

（子ども調査票）およびその保護者（保護者調査

票）を対象とする大規模なパネル調査であり，同一

個人を追跡して，子どもの生活習慣や学習環境，家

庭での役割分担，学習時間，学業成績などの変化を

調査している．

 本研究では，子ども調査票で唯一勉強する場所を

聞いている 2016 年 7～9 月に実施された「親子調査

Wave2」のデータのみを用いることとした．対象デ

ータは，日本全国の小中高生とその保護者を含むも

のであり，全ての分析変数について回答が得られて

いる個票データのみを対象とした．リストワイズ法

を用いて欠損値を除去した結果，子どもとその保護

者 7205組のデータが最終的な分析対象となった． 

(2) 変数の作成

本研究では，学校外での学習時間と家庭内の学習

場所がどのような関連するのかを検討するため，い

くつかの変数を設定し分析を行う．以下に，各変数

の定義と作成方法について詳細を記す．

 まず，家庭背景として世帯収入は，親の経済状況

を正確に把握するため，すべて「保護者調査票」に

基づいている．「世帯全体の収入（共働きの場合は

夫婦の合計）はどれくらいですか」という質問に対

して，収入額を「1．200 万円未満」「2．200〜300
万円未満」から「9．1500〜2000 万円未満」「10．
2000 万円以上」の選択肢で尋ねている．このデータ

を扱いやすくするため，各収入区分の中央値に基づ

いて変数を設定した（たとえば，200〜300 万円未満
は「250」，1500〜2000万円未満は「1750」など）．

なお，200 万円未満は「175」，2000 万円以上は

「2250」として扱った．また，父母親の教育年数を

年数として設定し（高卒＝12，短大・専門＝14，大

卒＝16 など），配偶者の有無に関するひとり親ダミ

ー（配偶者無＝1，有＝0），きょうだいの数（子ど

もの数の連続変数）も加えた．

 学校外学習時間は，「子ども調査票」から得られ

た「学校の宿題をする」時間と「学校の宿題以外の

勉強をする（学習塾の時間を除く）」時間の合計と

して定義した．この学校外学習時間は，対象者が回

答した質問に基づいて算出し，時間（分）に換算し

た．「しない」と回答した場合は 0 分，「4 時間より

多い」と回答した場合は 300 分として処理した．学

習塾の学校外学習時間では，1週間に学習塾に行く日

数，ならびに学習塾で一回あたり勉強する時間を計

算したものを活用する．さらに，本人の環境に関わ

る変数として，「子ども調査票」から成績に関する

ダミー変数を作成した．あなたの今の成績は，クラ

スの中でどれくらいですか．に対して，上のほう＝5，
真ん中より上のほう＝4，真ん中くらい＝3，真ん中
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より下のほう＝2，下のほう＝1 と，自己評価を聞き，

全てを合計する．その上位 33％を成績上位層，中位

33％を成績中位層，下位 33％を成績下位層とした．

学年については，高校 1 年生を 1，高校 2 年生を 2，
高校 3 年生を 3 として連続変数で扱った．性別は男

子を 1，女子を 0 とするダミー変数を設定した． 
居住地に関する分析において，政令指定都市，20

万人以上の市，20 万人以下の市，町村の 4 つのカテ

ゴリーに基づくダミー変数を作成した．

 最後に，家庭内での学習場所について，「子ども

調査票」で尋ねている「あなたはふだん（夏休みで

ないふつうのとき）どこで勉強していますか」の中

から，「家のリビングルームなど（家族で過ごす部

屋）」（変数名：リビングルーム）と「自分の部屋

（子ども部屋）」（変数名：子ども部屋）の 2 つの

項目について，該当する場合は 1，該当しない場合は

0 とするダミー変数を用いて評価する． 

表 1．記述統計 

５．結果と考察
(1) 学習場所の年齢別傾向

図 1 より子どもの学習場所の選択傾向を学年別に

確認すると，小学校高学年から中学 1 年生までの時

期には，多くの子どもがリビングルームで学習する

傾向が見られる．しかし，中学 2 年生になると，リ

ビングルームで学習する子どもの割合が減少し，子

ども部屋で学習する子どもの割合を逆転する． 

図 1．子どもの学習場所の選択傾向：学年別比較 

(2) 経済的背景と学習場所の関連性

次に，収入区分を「400 万円未満」「400〜600 万

円未満」「600〜800万円未満」「800万円以上」の 4
つに分けて分析を行った．その結果，カイ二乗検定

において，リビングルーム（0.1％水準で有意）と子

ども部屋（5％水準で有意）の学習場所選択が，いず

れも統計的に有意であることが確認された．具体的

には，リビングルームで学習する割合が最も高かっ

たのは「400〜600 万円未満」の収入層であり，一方，

子ども部屋での学習割合は所得が高くなるにつれて

増加する傾向が見られた．このことから，学習場所

として子ども部屋を選ぶかどうかに，世帯収入の差

が影響していることが示唆された．

表 2．収入区分別に見た子どもの学習場所の選択傾向 

(3) 多変量回帰分析

次に，学校外学習時間を従属変数として，学習場

所（子ども部屋またはリビングルーム）が学習時間

にどのような影響を及ぼしているかを検証するため

に重回帰分析を実施した．分析においては，居住地，

家族背景や子ども本人の環境要因を統制することに

より，学習場所が学習時間に与える影響を明らかに

することを試みる． 

表 3．学習場所が学習時間に与える影響 

平均 平均

家庭背景 居住地

母親教育年数 14.073 政令指定都市 0.292
父親教育年数 14.520 20万人以上の市 0.268
ひとり親ダミー 0.007 20万人未満の市 0.365
世帯収入 745.770 町村 0.075
きょうだい数 2.290 勉強場所

本人 家のリビングルーム 0.670
学年 7.742 自分の部屋 0.580
男子ダミー 0.492
成績上位 0.334
成績中位 0.338
成績下位 0.328
学校外学習時間 68.476
学習塾の学習時間 18.284 Number of Respondents 7205

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

小学4年生 小学5年生 小学6年生 中学1年生 中学2年生 中学3年生 高校1年生 高校2年生 高校3年生

リビングルーム 子ども部屋

400万円
未満

400～600
万円未満

600～800
万円未満

800万円
以上

合計 χ2

637 1384 1206 1616 4843
69.9% 70.0% 67.4% 63.9% 100.0%
501 1126 1043 1520 4190
55.0% 57.0% 58.3% 60.1% 100.0%
911 1977 1788 2529 7205

子ども部屋

0.001

0.031

リビング

ルーム

B β p

居住地

政令指定都市・23区 -4.138 -0.028 *

20万人以上の市 -0.570 -0.004

町村 -4.086 -0.016

家族背景

母親教育年数 1.586 0.037 **

父親教育年数 0.174 0.005

ひとり親ダミー -0.417 -0.001

世帯収入 0.010 0.056 +

きょうだい数 -3.782 -0.045 ***

本人

学年 4.143 0.159 ***

男子ダミー -5.868 -0.044 ***

成績上位 7.865 0.056 ***

成績下位 -3.301 -0.023 +

学習塾の学習時間 0.392 0.216 ***

勉強場所

家のリビングルームなど 5.514 0.039

自分の部屋（子ども部屋） 8.719 0.065 *

交互作用項

リビングルーム×世帯収入 -0.009 -0.059 +

子ども部屋×世帯収入 -0.002 -0.011

N 7205

AdjustedR2 0.111

P ***

***p<0.001、**p<0.01、*p<0.05、＋p<0.1
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 重回帰分析の結果，学習場所が学校外学習時間に

与える影響について，いくつかの重要な知見が得ら

れた．まず，子ども部屋での学習は学習時間に対し

て正の影響を持つことが確認された．これは，子ど

も部屋が学習に集中しやすい環境であるため，学習

時間が増加する傾向があることを示唆している．一

方，リビングルームでの学習に関しては，世帯収入

との交互作用が学習時間に負の影響を示した．世帯

収入の主効果は正に有意，リビングルーム学習の主

効果は有意ではなかったがことからも，世帯収入の

高い層が，リビングで学習すると，学校外学習時間

に与える影響は低下する．これらの結果から，学習

場所と世帯収入が学習時間に対して複合的な影響を

与えることが明らかとなり，家庭の経済的状況が子

どもの学習環境に関与している可能性が示唆される．

６．まとめ

本研究は，以下の 2 つの仮説を検証した． 
 仮説 1：子ども部屋での学習は，リビングルームで

の学習よりも学習時間が長くなる． 

重回帰分析の結果，子ども部屋での学習が学校外

学習時間に有意に正の影響を与えることが明らかに

なった．子ども部屋は学習に集中しやすい環境を提

供しており，学習時間の増加につながると考えられ

る．一方，リビングルームでの学習は統計的に直接

的な影響を示さなかったが，世帯収入との交互作用

を考慮した場合，高収入家庭では負の影響が示され

た．この結果は，リビングルームが集中を妨げる環

境になり得ることや，学習効率の低下が関連してい

る可能性を示唆している．以上から，仮説 1 は支持

された．

 仮説 2：家庭内学習場所と学習時間の関連は，世帯

収入によって異なる． 

カイ二乗検定の結果，学習場所の選択には世帯収

入が影響を及ぼしていることが示唆された．リビン

グルームで学習する割合は「400～600 万円未満」の

収入層で最も高く，子ども部屋での学習割合は収入

が高いほど増加する傾向が確認された．さらに，低

収入家庭ではリビングルームが主な学習場所となる

場合が多く，物理的な制約や学習環境の整備状況の

不足が学習時間を短縮させる要因として考えられる．

以上から，仮説 2 は支持された． 
 これらの結果を考察すると，リビングルームでの

学習が高収入家庭で負の影響を及ぼす要因として，

以下の新たな仮説が挙げられる．第一に，高収入家

庭では子ども部屋などの専用学習スペースが確保さ

れている場合が多く，リビングルームでの学習はそ

の環境と比較して集中が妨げられる可能性が高い．

例えば，リビングルームでは家族の活動が活発であ

り，テレビや会話といった他の刺激が学習への集中

を妨げる要因となることが考えられる．第二に，高

収入家庭の子どもはリビングでの学習を「くつろ

ぎ」や「家族との交流」を主目的とした学習形式と

して捉えている可能性がある．そのため，結果的に

学習効率が低下し，学習時間が短くなる傾向がある

と考えられる．一方で，リビングルームでの学習が

低収入家庭においても学習時間を大きく延ばさない

背景には，学習環境の物理的な制約が影響している

可能性がある．具体的には，リビングルームが狭く，

適切な学習用具（机や椅子など）が十分に整備され

ていない場合，子どもが十分な学習時間を確保でき

ないことが懸念される．また，リビングで学習する

ことが必要とされる家庭では，他の兄弟姉妹の存在

や家族全体の生活パターンが学習の妨げとなる場合

もある．

 以上の結果から，家庭の収入が学習場所の選択に

影響を与え，それが子どもの学習時間にも複合的に

影響を及ぼしていることが明らかになった．特に，

高収入家庭では学習場所の選択肢が広がる一方で，

学習環境が十分に整備されていることが子どもの集

中度や学習パフォーマンスに異なる影響を与える可

能性が示唆された．また，低収入家庭では学習場所

の選択肢が限られ，結果的に学習時間が短縮される

傾向が見られた．さらに，今後の研究課題として，

学習の質そのものを捉えることや，学習場所が学力

など学業達成にどのような影響を与えるかを検討す

ることが挙げられる．また，家庭における教育方針

や家族構成の違いが学習場所の選択や学習行動に与

える影響についてもさらなる調査が必要である．

付 記
 二次分析に当たり，東京大学社会科学研究所附属社会調

査・データアーカイブ研究センターSSJ データアーカイブか

ら〔「子どもの生活と学びに関する親子調査 Wave1～4，
2015-2018」（ベネッセ教育総合研究所）〕の個票データの

提供を受けました．
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地域観光ボランティアによる歴史的建造物の

音声ガイドシステムの構築とその検証

ー名古屋市東区文化のみちにおける実証ー
Development and Evaluation of an Audio Guide System for Historical Buildings 

to Support Local Tourism Volunteers 
-A Case Study in Nagoya City’s Cultural Path Area-

山田 葉月1，辺 明秀1，福安 真奈1 
Hazuki  YAMADA,  Mingxiu  BIAN  and  Mana  FUKUYASU  

1椙山女学園大学 文化情報学部 メディア情報学科 

Department of Media-Information Studies, School of  Culture-Information Studies, Sugiyama Jogakuen University 

要旨･･･本研究では，地域資源のひとつである小規模な歴史的建造物に注目し，人員や費用を避け

ない歴史的建造物のガイドシステムとして音声ガイドシステムを提案する．提案する音声ガイドシ

ステムは安価で更新がしやすいシステムにすることでガイドシステムを作成するであろう歴史的建

造物を保護するスタッフや地域のガイドボランティアにも作成しやすいようにする．名古屋市東区

文化のみちで実証実験を実施し，提案したガイドシステムの効果を検証する．

キーワード 地域観光，観光振興，音声ガイド，観光ボランティア

１．はじめに
近年，我が国において観光需要が高まっている．

特に，インバウンド需要が高まっており，2024年7月

の訪日外国人旅行者数は，約329万人と単月として過

去最高であった．このような中で，地方の資源を活

用した観光が重要性を高めている．峯俊（2017） に

よると日本人・外国人観光客のいずれも旅行目的が

多様化しており，目的地において地域特性に応じた

体験・交流を求める傾向が生じている1)．地域観光に

おいて，注目すべき地域資源のひとつに各地に点在

する歴史的建造物がある．観光庁は，「歴史的建造

物の保存・活用を推進，歴史的建造物を大切に保存

し活用する取組みを促進し，広く発信し，地域の貴

重な歴史的資産を活かしたまちづくり」が必要ある

と述べており，多くの地域に存在する小規模な歴史

的建造物の活用が期待されている2)． 

また，地域観光を活性化させる上で欠かせない存

在が地域観光ボランティアガイドである3)．地域観光

ガイドボランティアは，各地に存在し，愛知県内で

も60を超える団体が活動している．しかし，高齢化

によって十分に活動ができていない団体も多く，ど

のような支援をしていくか検討する必要がある4)． 

本研究では，歴史的建造物の中でも小規模な歴史

的建造物に注目し，館内の音声ガイドシステム作成

に向けた支援を行う．ガイドボランティアやその建

造物を管理する団体自身で音声ガイドを作成できる

システムを提案する．本研究の対象として，歴史的

建造物が一部のエリアに点在し，エリア内にガイド

ボランティアが存在する地域である，名古屋市東区

文化のみちを選択し，該当地域でガイドシステムを

用いた実証実験を行う． 

２．名古屋市東区における歴史的建造物の

ガイドの現状
(1) 名古屋市東区における歴史的建造物

東区文化のみちは，名古屋の近代化の歩みを伝え

る歴史的な遺産の宝庫ともいえる名古屋城から徳川

園に至る地区一帯を指し，名古屋市が中心となって

イベントの実施や，貴重な建築遺産の保存・活用を

すすめている．

 東区文化のみちには多くの歴史的建造物が点在し

ており，その中でも代表的な建造物として旧豊田佐

助邸があげられる．旧豊田佐助邸（以下，佐助邸と

する）は，大正 12 年(大正 4 年の説もある)に建てら

れた白いタイル貼りの洋館と広い間取りの和館で構

成されている．豊田佐助は，発明王として有名な豊

田佐吉の弟で，佐吉を支えた実業家である．他国の

お客様を迎えていた客間の造りなど，見どころがと

てもある邸宅である．

(2) 東区文化のみちガイドボランティア

東区文化のみちガイドボランティアは，東区文化

のみちを対象とした観光ガイドを請け負う NPO 法人

である．この法人は，ボランティアガイドをとおし

て名古屋市東区の優れた多様な歴史，文化，産業や

人物などを国内外の多くの人に紹介しその魅力を発

信することにより，文化的なまちづくりと健全な市
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民社会の形成に寄与し，もって市民の公益に寄与す

ることを目的としている．

会員は 2021 年時点で 60 名ほどおり高齢化が課題

となっている．ガイドボランティアは全国的に高齢

化が問題となっており，一般的なガイドボランティ

アであるといえる．同ガイドボランティアは，旧豊

田佐助邸を拠点としており，週に 3 回定点ガイドを

実施している．ボランティアがいない日は解説がで

きない係員のみがいる状態で，施設の案内を聞けな

い日があるという問題があった．施設のガイドをす

ることは，施設の理解を深めることにも繋がり，外

国人旅行者を対象とした調査でもコミュニケーショ

ンがとりたいという声が上がっていた．本研究では，

東区文化のみちガイドボランティアのように情報機

器に慣れていない団体でも簡単にガイドを構築でき

るようなシステムを提案し，実証実験を行う．

３．音声ガイドシステムの提案

(1) ガイドシステム

ガイドシステムには，そのガイドをする対象によ

ってアプリや紙媒体声など様々な形態が存在する．

これらのガイドシステムの中でも，我々が目にする

機会の多いガイドシステムの一つとして音声ガイド

が挙げられる．特に美術館や博物館などの美術館賞

を支援するガイドとして音声ガイドが良く利用され

ているが，近年では，観光地のガイドに音声が使用

されている例が見られる．

音声ガイドシステムの作成にあたり，2023 年 2 月

から「聴くミュージアムガイド」を導入している

「瀬戸倉ミュージアム」について，愛知県瀬戸市観

光課に聞き取り調査をおこなった．同ガイドは業者

に委託して作成しており，アプリをダウンロードせ

ずに展示物付近の案内ボードに設置された QR コー
ドをスキャンすると音声が流れ，それとともに瀬戸

市の PR キャラクター「せとちゃん」が登場する AR
機能も搭載されていた．そして，それに伴った案内

マップもあり，指定された道順を辿って聞いていく

仕組みであった．現在は日本語のみ利用できる．近

年の瀬戸市の来客状況は，ジブリパークが開園され

たこともあり，外国人も含めて瀬戸市に来てくれる

方が多いそうだが．また，どれくらいの人が利用し

ているのか確認できるそうだが確認していないと話

していた．また，南山大学との企画で瀬戸市内にあ

る商店街の魅力を発信する「せとまち音声ガイド」

が作られている．商店街で働かれている方の声によ

る音声ガイドであり，人のあたたかさを感じること

ができ HPだけでは伝わらない瀬戸市の魅力が感じら

れるガイドになっている．使い方は音声ガイドアプ

リ Pokke をインストールして音声を聞くことができ

る．

(2) 音声ガイドシステムの要件

音声ガイドシステムを提案するにあたり，以下の

ような要件を考慮する必要があると考える．

1)紙媒体での配布

歴史的建造物は使用されている資材など全てが価

値のあるもので，傷をつけることは避けたいと考え

ている団体も多い．そこで，展示物のガイドにアク

セスするための QR コードがまとまった地図を入り

口で配布し，該当場所で利用者が読み込みをする形

式にする．マップは以前から使用されていたものを

再活用し，マップデータの上に QR コードを貼り付

ける．

2)容易に更新可能で安価なシステム

情報技術に不慣れなガイドボランティアのため，

容易に更新できるシステムにする．音声は既存の音

声保存アプリを使用していつでも録音できるように

する．作成した音声ファイルは Google ドライブにア

ップロードして，取得した URL をもとに QRコード

を作成する．音声ファイルは容量も少なく，Google
ドライブなどのストレージサービスやガイドボラン

ティアの HP などに掲載することを提案する． 
3)多言語対応

近年のインバウンド需要に対応するため，多言語

対応をする．英語や日本への観光客の中でも特に多

い，中国や韓国の観光者に向けた音声も作成する必

要があると考える．

４．音声ガイドシステムの提案

(1)旧豊田佐助邸における音声ガイドシステムの作成

まず，携帯端末の録音機能を用いて高音質な音声

ガイドファイルを収録し，収録した音声ファイルを

Google Drive にアップロードして共有リンクを生成す

る．他言語対応は，東区文化のみちガイドボランテ

ィアには英語が堪能な会員がいたため，会員に依頼

し，英語ガイドを作成した．また近年増えている中

国人観光客に対応するため，筆者が中国語翻訳し，

音声を作成した．

その後，生成したリンクを基に QR コードを作成

し，画像編集ツールを用いて旧豊田佐助邸のマップ

上に各解説箇所の位置が分かりやすいように QR コ
ードを配置する．最後に，完成したマップを印刷し，

ボードに挟んで玄関に設置し，観光客に提供する

（図 1）． 

図 1 音声ガイドのマップ 

(2) 実験概要

調査対象者は，2024 年 11 月 2 日から 24 日まで開

催された「歩こう！文化のみち」のイベント期間中
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の 11 月 2 日 3 日 4 日の三日間に旧豊田佐助邸に訪れ

た日本語ガイドの利用者が 40 名と英語ガイドの利用

者が 2 名，計 42 名であった．小中規模の施設であり，

ふたば館などの施設と比べると観光客が少ないため，

実験者が多く集まるイベントの時期に実験を行った

（図 2）．音声ガイドに関する質問は，7 つの設問か

ら構成され，「⑤全くそう思わない」から「①とて

もそう思う」までの 5 段階で評価するよう求めた．

（一部，質問の内容に合わせて変えている．）また，

音声ガイドを多言語対応しているため，日本語，英

語，中国語の 3 か国語のアンケートも用意した． 

図 2 アンケート実施の様子 

(3) アンケート結果

日本語アンケート回答者 40 名の内訳は以下の通り

である．23〜39歳の回答者は 11 名であり，男性 3 名，

女性 7 名，性別無回答 1 名であった．40〜64 歳の回

答者は 22 名と最も多く，男性 6 名，女性 11 名，性

別無回答 5 名であった．65 歳以上の回答者は 4 名で，

男性 3 名，女性 1 名であった．なお，年齢を回答し

なかった者は 3 名で，男性 1 名，女性 1 名，性別無

回答 1 名であった． 

「音声ガイドは聞き取りやすかったですか？」とい

う質問に対し，「とてもそう思う」および「そう思

う」と回答した人が全体の 85％を占めていた．この

結果から，音声ガイドの音質が多くの利用者にとっ

て十分に聞き取りやすいものであったことが示唆さ

れる（図 3）．

図 3 音声ガイドの聞き取りやすさについての回答

「音声ガイドの内容はわかりやすかったですか？」

という質問に対し，「とてもそう思う」,「そう思

う」と回答した人が全体の 85％を占めた．この結果

から，音声ガイドの内容が利用者にとって十分に理

解しやすいものであったことを示している（図 4）. 

図 4 音声ガイドの内容のわかりやすさ 

についての回答 

「普段旅行するときにガイドを依頼しますか？」と

いう質問に対する回答結果は以下の通りである．23

～39歳の回答者では「全く頼まない」,「あまり頼ま

ない」と回答した割合が多く，合計 8 名（約 73％）

がガイドを利用しない傾向を示した．40～64 歳の回

答者でも同様に「全く頼まない」および「あまり頼

まない」と回答した者が 15名（約 68％）で，ガイド

を利用する割合は低かった．一方，65 歳以上の回答

者では「ときどき頼む」が 3 名，「どちらでもな

い」が 1 名であり，ガイドを利用する傾向が確認さ

れた．また，年齢を回答しなかった回答者 3 名のう

ち，2 名が「よく頼む」と回答し，ガイド利用への積

極的な姿勢が見られた．この結果から，23～64 歳の

壮年層および中年層ではガイドを利用しない傾向が

顕著である一方，高年層や年齢不明の回答者ではガ

イドを利用する割合が高いことが示唆される（図 5）． 

図 5 ガイドに依頼する頻率についての回答

「今までに音声ガイドを利用したことがあります

か？」という質問に対し，音声ガイドを利用したこ

とがある人は全体の 80％を占めた．この結果から，

多くの回答者が過去に音声ガイドを使用した経験を

持つことが示唆される（図 6）．

図 6 今までに音声ガイドを利用率についての回答 

「音声ガイドのマップは見やすかったですか？」と

いう質問に対し，「そう思う」,「とてもそう思う」

と回答した人は全体の 75％を占めた（図 7）．

図 7 音声ガイドのマップの見やすさについての回答 

「音声ガイドを使用してみてどう思いましたか？」

という質問に対し，約 78％の回答者が「また絶対使
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いたい」または「あれば使いたい」と回答した．こ

の結果は，音声ガイドが利用者にとって高い満足度

を提供していることを示唆している（図 8）． 

図 8 音声ガイドを使用した感想についての回答

「普段，旅行するときにガイドを依頼しますか？」

という質問と「音声ガイドを使用してみてどうでし

たか？」という質問を組み合わせた結果，普段ガイ

ドを「あまり依頼しない」または「全く頼まない」

と回答した人の多くが，音声ガイドについて「あれ

ば使いたい」と回答していることが分かった．一方

で，普段「よく頼む」と回答した人も「また絶対使

いたい」との回答が見られた．この結果は，音声ガ

イドが，ガイドを利用する習慣の有無にかかわらず，

幅広い層に受け入れられている可能性を示している

（図 9）．

図 9 「ガイド依頼頻度」と 

「提案した音声ガイド使用感」の関係性 

 「今までに音声ガイドを使用したことがあります

か」と「音声ガイドを使用してみてどうでしたか」

という質問の結果を組み合わせて分析した．その結

果，今までに少し使用したことがあると回答した人

の全員が音声ガイドを「あれば使いたい」と回答し

ていることが分かった．また，今までに「全く使用

したことがない」と回答した人の中にも，「また絶

対使いたい」と回答した例が見られ，音声ガイドに

対する潜在的な需要が示唆された．一方で，「全く

使いたくない」「あまり使いたくない」という否定

的な回答は全体でわずか 2 件であり，否定的な意見

は少数派であることが分かる．さらに，「あれば使

いたい」という肯定的な回答が全体の過半数を占め

ており，音声ガイドの導入が利用者に受け入れられ

る可能性が高いと考えられる（図 10）． 

図 10 「音声ガイドの利用頻度」と 

「提案した音声ガイド使用感」の関係性 

５．おわりに
本研究が提案した歴史的建造物の音声ガイドシス

テムは，利用者から好印象であることが検証から分

かった．また，ガイドボランティアも実際に提案し

たシステムを自身で作成でき，容易に使用できるシ

ステムであることがわかった．

アンケート調査では，「QR コードの操作の際に両

手が必要となってしまう．」「全編を一度に取り込

んで早送りする，またはチャプターで必要なところ

に飛んで聞けるようにできるとよいのではない

か．」といった意見が寄せられた．これらの課題に

対応するため，ガイドボランティアと協議し，観光

客がより便利に利用できる方法を検討する予定であ

る．具体的には，全体の案内を一括して提供する音

声ガイドを作成し，入口の玄関で 1 回 QR コードをス

キャンするだけで利用可能とする案が挙げられる．

また，今回のアンケートでは英語圏からの回答が 2

件のみであったため，今後さらに外国人観光客から

の回答を収集し，ガイドシステムの改善に役立てる

予定である．

謝 辞
本研究を実施するにあたりご協力いただきました東区文

化のみちガイドボランティアの会の皆さまに心より感謝致

します．本研究の一部は JSPS 科研費 23K17168 の助成を受

けたものです．

参考文献
1) 峯俊智穂(2017):「観光手法を活用した地域再生と地域経

済 : 和歌山県田辺市本宮町における着地型観光の発展可

能性」，『制作科学』，25(1), pp85-97,.
2) 観光庁(2024): 令和６年度 歴史的資源を活用した観光ま

ち づ く り 推 進 事 業 , https://www.mlit.go.jp/kankocho/
seisaku_seido/kihonkeikaku/inbound_kaifuku/chihoyukyaku/r
ekishiteki/jigyo.html (2024/12/22 最終閲覧)

3) 加藤 麻理子, 下村 彰男, 小野 良平, 熊谷 洋一(2003)「地域

住民による観光ボランティアガイド活動の実態と動向に

関する研究」ランドスケープ研究 2003 年 66 巻 5 号 p.
799-802.

4) 観光庁(2024):「令和５年度観光ガイド団体調査結果（速

報）」 , https://www.mlit.go.jp/kankocho/content/001744699
.pdf (2024/12/22 最終閲覧)

- 66 -



社会情報学会中部支部・芸術科学会中部支部・情報文化学会中部支部 

合同研究発表論文 

人型ピクトグラムの情報教育での応用
Application of Human-Shaped Pictogram in Informatics Education 
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要旨･･･わが国における情報教育は，教育課程が学習指導要領の改定に伴い変革の過渡期であると

いえるだろう．特に高等学校に着目すると，教員の深刻な人材不足である．また高等学校情報科は

令和4年度からは多くの学校で扱っていなかった内容を扱うことになった．そのため，教材研究が

十分にされない，また教員の理解が不十分な状態で授業を遂行することが懸念される．そこで，教

員からの少ないアプローチで，生徒が自分自身と対話するかのように，机上で試行錯誤しながら副

次的に学習事項を習得できる教材を開発している．本稿では高等学校情報科の現状を踏まえ，オリ

ジナル教材の設計と使用方法について報告する．

キーワード 情報科教育，ピクトグラム

１．はじめに
わが国の高等学校では，高等学校学習指導要領に

基づき授業が実施されている．原稿執筆時点での最

新版は平成30(2018)年告示高等学校学習指導要領で

あり，令和4(2022)年度より施行されている．高等学

校共通教科情報科は，この学習指導要領の改訂で，

必履修科目「情報Ⅰ」と選択科目「情報Ⅱ」の積み

上げ型2科目体制になった[1]． 

令和7年度大学入試より，大学入学共通テストの試

験教科に「情報」が追加される．また2022年1月28日

付で，一般社団法人国立大学協会が「2024年度以降

の国立大学の入学者選抜制度―国立大学協会の基本

方針―」を発表した．その文書では，「全ての国立

大学は、『一般選抜』においては第一次試験として、

高等学校における基礎的教科・科目についての学習

の達成感を測るため、原則としてこれまでの『5教科

7科目』に『情報』を加えた6教科8科目を課す。」と

示した[2]．このことにより，高等学校必履修科目で

ある情報Ⅰの世間的な認識や関心が深まっただろう． 

その現状に反し，高等学校情報科教員採用の現状

は危機的状況である．2023年度採用の教員採用試験

では，6道県で未だに教員採用に際し他の教科の高等

学校教諭普通免許状を所有(または採用時に取得見込

み)する複数免許所有者であることが出願資格として

提示された[3]．中野の調査では，「文部科学省平成 

28 年1月29日公表「平成 27 年度公立学校教員採用

選考試験の実施状況について」によると，教科別教

員採用者数の比率は，家庭が2.9%，芸術が3.7%であ

るのに，情報はわずか0.9%しかなく，この傾向は例

年同様である。すなわち，授業時間数に比して，教

員採用数が著しく少ないといえる。」と述べている

[4]．このことから，情報科の人材不足が顕著である

ことがわかる． また，現場の教員に関しても，「情

報Ⅰ」の十分な理解をするための時間が確保された

とも考えにくい．令和4(2022)年度から施行されてい

る必履修科目「情報Ⅰ」の内容は，平成25(2013)年

度から施行されていた選択必履修科目「情報の科

学」の内容の約8割程度を踏襲しているといえるだろ

う．しかし教科書の採択率の調査では，もう一方の

選択必履修科目であった「社会と情報」の採択率が

80.9%であり，「情報の科学」が19.1%であった[5]．

そのため，現職の教員の多く教え慣れていない「情

報Ⅰ」の学習事項を新たに習得する必要があった．

特に平成12(2000)年度から3年間実施されていた「新

教科『情報』現職教員等講習会」で，15日間の講習

を受けた数学，理科，家庭，商業，工業等の基礎免

許を持っていた現職教員は，高校の現場で，オフィ

スアプリケーションの利用方法を学ぶ授業展開をし

ているケースが多くみられた[6]．そのため，的確な

学習指導ができない可能性がある．

またコンピュータを使わないコンピュータサイエ

ンス教育のための教材，Tim Bellが考案したCSアン

プラグドを安易に使用することを危惧した．

そこでCSアンプラグドから着想を得て，特に子ど

もたちの遊びを再現するようなヒトの形をした教具

を考案し高等学校および小中学生向けの情報科学講

座で使用している．本稿ではヒトの形をした教具に

関する設計と，情報教育での応用事例について報告

する． 

2．人型ピクトグラム人形教具 
(1)ピクトグラム
ピクトグラムとは日本語で絵記号，図記号と呼ば

れるグラフィックシンボルであり，意味するものの

形状を使ってその意味概念を理解させる記号である

[7]．また，世界共通化の重要性から ISO（国際標準
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化機構）を中心に規格の審議や策定が進められてお

り，ISO3864では，禁止，注意，指示，安全の4項目

に関するピクトグラムデザインに関し，文字や矢印

等の図形を併記する際のガイドラインが策定されて

いる． 

図1. 禁止，注意警告，指示，安全の基本例 

標準化されたピクトグラムは作成ガイドラインに

則りデザインされており，また伝達すべき内容が人

の行為や状態に関するピクトグラムが多い．そのた

めISO3864の付録には，人間の形状のピクトグラムに

特化したガイドラインが提示されている．人型ピク

トグラムの例を図2に示す． 

図2. 人型形状の例(ISO3864付録を参考に作成) 

ピクトグラムはコンテンツ表現の抽象度の高さか

ら，それを見た人物が自分自身や本人に関わる人物

事物など想起させる効果があるといわれている． 

(2)人型ピクトグラム教具
人型形状をしたピクトグラムを本稿では人型ピク

トグラムと呼称する．教具として使用し児童，生徒，

学生に提示する際には「ピクさん」と呼称する．人

型ピクトグラム教材は，木製，紙製，スチレンボー

ド製，3Dプリンタ製を試作し，8年間に渡って高等学

校の授業「情報の科学」「情報Ⅰ」，また小学4〜6

年生向け情報科学講座で使用した．

紙製，スチレンボード製は耐久性がなくすぐに使

用不可能になった．木製は木の手触りが好評だった

ものの，製作コストが多くかかった．厚さ6mmのMDF

材をカットするが，その際の臭いと，切断面の焦げ

目が手に付着する問題を解決できなかった． 

3Dプリンタ製は従来の問題点をすべて解決し，頑

丈でありながら，臭いはなく，手が汚れることもな

い．人型ピクトグラム教具1体の作成におよそ10円ほ

どかかるが，使いまわしを想定して制作しているた

め，非常に安価で作成できると評価できるだろう． 

図3. 木製ピクトグラム教具の両面 

図3. 木製／紙製の人型ピクトグラム教具 

図4. 二値画像のシミュレーションのイメージ図 

(3)共感に基づく認知視点の二重化
人は棒人間のような単純な物体でも，同じコンテ

キストのもとで，自分の振る舞いをデフォルメした

振る舞いを棒人間にデザインすることで，その振る

舞いから感情を推測し，共感できるという[8]．

岡本は「認知主体が共感によって二重の視点を持

ち, 二重の認知空間を横断することが, 対象空間と

しての仮想世界への没入を可能としており, 同時に

その共感によって他者と自己同一化を行うことで, 

対象空間における当事者性を増大させ, インタラク

ションへの心理的関与を生み出す. 」と述べている.

岡本が示す概念図の認知主体と客体をいずれも人型

ピクトグラムに置き換えたものを図5に示す．

(1) 参加者        (2) 傍観者

図5 共感に基づく認知視点の二重化(岡本の図を改変)

図5の(1)は, コミュニケーションの参与者として

人間は, オブジェクトレベルの視点とメタレベルの

視点を常に二重に持つことを表したものである. た

だしここでは，egoとselfは同一化されているので通

常は二重性を意識されない.  

一方図5の(2)は, 傍観者として他人同士のインタ

ラクションやコミュニケーションを観察する場面で,

その場から離れてあくまでも他人事として関与する

限りに置いてはそうした視点の二重性は成立しない

ことを示している．しかし当該コミュニケーション

の参与者に「共感」することで, その世界の参与者

Meta-level view

interaction

self
私( 身体 )

二重の視点の主体

メタレベルの視点
identitfication
同一化

Object-level view
オブジェクトレベルの視点

ego

他者

Visual-object View

empathy Object-level view

interaction

共感 オブジェクトレベルの視点
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ego

他者他者
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の視点を仮想的に獲得することができ, その結果, 

自らがコミュニケーションを行うと同様の視点の二

重性を持つことができる．」ことを示している．要

するに，認知主体が共感によって二重の視点を持ち, 

二重の認知空間を横断することが, 対象空間として

の仮想世界への没入を可能にしており, 同時にその

共感によって, 他者と自己同一化を行うことで, 対

象空間における当事者性を増大させインタラクショ

ンへの心理的関与を生み出すのである.  

人型ピクトグラムを用いた学習では, 視聴者自身

がアクティビティの参加者の一人として認識するこ

とや, またアクティビティ全体を俯瞰的に観察や指

揮をとることを想定した三人称視点のどちらとも捉

えられると考えている． 

人型ピクトグラムは見る人自身の経験に基づいた

想起をするという. それは岡本のいう同一化, また

は共感に相当すると考えられる. 具体的な事物なら

ば客観的にしか見ない可能性もあるが, 人型ピクト

グラムならば自身を投影しやすいだろう. 

4．授業提示例 
(1)二進法

CS アンプラグドでは“点を数える”という名称で

ある．アクティビティの例を図 6 に示す．参加者が

一人一枚，片面に点がそれぞれ 1,2,4,8,16 個描かれて

いる面，もう一方の面が白紙である用紙を使って 2
進表記の各けた 1 ビット分の情報を表現する．本方

式では，人型ピクトグラム１体を，参加者１名に対

応させる． 人型ピクトグラムを用いたアクティビテ

ィの例を図 7 に示す． 

図 6. 実際のアクティビティの様子 

図 7. 実際のアクティビティの様子 

(1)整列アルゴリズム
CS アンプラグドでは，“いちばん軽いといちばん

重い”という名称で，計算機上でデータの整列をす

る際の制約（二値の交換，比較）を実際の天秤を使

って体感させる．人型ピクトグラムの胸部のラベル

には，例えば友人など馴染みのある人の指名を記述

するなど，実際の身の回りの事象に投射しやすい様

に配慮する．整列前と整列後の例を図 8 に示す． 
また，ピクトグラムの扱いに制約を課すための制

約シートを使うことで，2 つのピクトグラムの交換・

比較のみの操作で整列するようにする（図 9 参照）． 

図 8「整列アルゴリズム」の例 
(左:整列前，右:五十音順に整列後) 

図 9 制約シート(A3サイズ)の使用例 

(3)基数変換
このアクティビティはオリジナル考案の内容であ

る．十進法から二進法へ変換する際，単に 2 で割り

ながら余りを列挙する「手順」がよく紹介される．

例えば，十進数「7」を二進法に変換する場合， 
・7÷2=3 あまり 1
・3÷2=1 あまり 1
といった手順を割り算の筆算を逆さまにしたような

記述をし，最後に下から順に書く手順を学ぶことが

ある(図 10)．

図 10. 十進数「7」を素因数分解する計算例 

学習者の手元に 7 人の人型ピクトグラムを用意し，

2 人ずつに分ける．この過程は「÷2」の包含除であ

る．その際のあまりを各桁の重みを示すゲート(図
11)へ通す．

図 11. 二進法の桁の重みを示した回転ゲート
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 この過程で，包含除を繰り返しながら発生する余

りの値から値を確定させていくことと，割り算を連

続する記述方式を比較して意味を気づき理解させる．

説明の過程で，2 人組を作ることを意識させ，現実

空間の感覚と連携させる．

5．まとめ 
 本稿では，近年筆者が開発し実地で使用している

教具開発に関して意図と使用法を紹介した．

人型ピクトグラム教具は生徒にとってインパクト

があるらしく，高校 1 年次に学習し，2 年間触れずい

ても，卒業する際に記憶に残る授業として取り上げ

られた．また，基数変換のアクティビティは，生徒

が後に数学で学んだ基数変換の際に，脳内でイメー

ジすることに役立ったと述べていた．

 学習後のデータを定量的に取れていないことや経

過観察が出来ていないため，提案ベースの研究途中

である．しかしながら，生徒の授業感想や，ワーク

ショップに参加した子どもの様子やそれを見学して

いた保護者の感想からは，楽しかったといった旨と，

内容がわかったといった旨の評価が大半であった．

特に小学 4〜6 年生を対象としたワークショップで

は，「二進法」や「誤り検出と訂正」，「ソートア

ルゴリズム」などといった用語を一切使用せずに，

ゲームのルールを覚えて楽しんで帰っていく様子が

見られた．子どもたちが遊びのルールを覚え，副次

的に学習事項を習得することが出来るだろう．現状

ではほとんどが提案ベースであり，定量的な評価が

できていない．引き続き，教材やアクティビティの

提案をしつつ，学習効果の経過を観察していきたい．
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